
一

『
卯
花
日
記
』（
文
政
十
二
年
）
に
み
る
神
武
天
皇
陵
の
探
索

―
―「
塚
根
山
」
と
「
白
か
し
尾
」―
―

外　

池　
　
　

昇

は
じ
め
に

「
な
か
ミ
ち
」

「
津
川
氏
」

翻
刻
・
引
用

一
　
神
武
天
皇
陵
の
探
索

「
カ
シ
フ
」
説
―
竹
口
栄
斎
『
陵
墓
志
』―

「
加
志
」
説
―
本
居
宣
長
『
菅
笠
日
記
』『
古
事
記
伝
』『
玉
勝
間
』―

「
御
陵
山
」
説
―
蒲
生
君
平
『
山
陵
志
』―

二
　『
卯
花
日
記
』
に
み
る
神
武
天
皇
陵

「
あ
な
く
り
求
て
ま
さ
し
く
た
ゝ
し
な
ん
」（
四
月
二
十
二
日
条
）



二

「
字
ミ
サ
ン
ザ
イ
」「
う
た
が
ひ
も
な
き
八
井
命
の
御
墓
也
」（
四
月
二
十
二
日
条
）

「
白
か
し
」「
こ
ゝ
な
り
と
さ
だ
め
侍
り
ぬ
」（
四
月
二
十
六
日
条
）

「
白
か
し
尾
」「
う
た
か
ひ
の
晴
た
る
こ
と
の
う
れ
し
さ
云
ば
か
り
な
し
」（
四
月
二
十
七
日
条
）

お
わ
り
に

註は
じ
め
に

　
『
卯
花
日
記
』
は
、「
な
か
ミ
ち
」
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
文
政
十
二
年
四
月
十
七
日
か
ら
同
年
五
月
十
日
に
か

け
て
の
道
中
記
で
あ
る
。
こ
こ
で
こ
の
道
中
に
お
け
る
「
な
か
ミ
ち
」
一
行（

1
）の

行
程
を
『
卯
花
日
記
』
の
記

述
か
ら
た
ど
る
と
、
四
月
十
七
日
に
「
難
波
」
を
発
ち
、
同
日
は
「
た
い
ま
（
當
麻
）
の
里
」（
現
、
奈
良
県

葛
城
市
當
麻
）
の
「
岩
屋
」
と
い
う
宿
屋
に
泊
。
翌
十
八
日
か
ら
晦
日
ま
で
は
「
家
父
の
古
郷
」
で
あ
り
「
親

族
」
も
多
い
「
今
井
の
里
」（
現
、
橿
原
市
今
井
町
）
に
滞
在
し
、
こ
の
間
近
傍
の
天
皇
陵
等
を
見
学
し
て
回
っ

た
。
五
月
一
日
は
「
池
内
村
」（
現
、
御
所
市
池
之
内
）
に
泊
ま
っ
た
が
、
二
日
か
ら
五
日
ま
で
は
再
び
「
今

井
の
里
」
に
滞
在
。
六
日
に
は
宮
滝
（
現
、
吉
野
郡
吉
野
町
宮
滝
）
を
見
に
出
掛
け
て
「
上
市
の
川
（
吉
野



三
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川
）
む
か
ひ
丹
治
村
（
現
、
吉
野
町
丹
治
）」
に
、
そ
し
て
翌
七
日
も
「
上
市
の
里
」（
現
、
吉
野
町
上
市
）
に

泊
、
八
日
に
「
今
井
の
里
」
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
九
日
に
は
「
難
波
」
か
ら
の
連
絡
に
よ
っ
て
急
ぎ
帰
宅
す
る

こ
と
に
な
り
、
十
日
に
は
「
難
波
の
ふ
る
郷
」
に
着
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
本
稿
は
、
こ
の
道
中
の
記
録
で
あ
る
『
卯
花
日
記
』
に
、
天
皇
陵
、
中
で
も
特
に
神
武
天
皇
陵
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
、
か
つ
当
時
の
神
武
天
皇
陵
研
究
の
動
向
、
具
体
的
に
は

竹
口
栄
斎
・
本
居
宣
長
・
蒲
生
君
平
の
研
究
と
あ
わ
せ
て
み
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
な
か
ミ
ち
」

　
「
な
か
ミ
ち
」
に
つ
い
て
は
『
卯
花
日
記
』
の
著
者
と
い
う
以
外
に
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
『
卯
花
日
記
』
の
記
述
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
幾
許
か
の
事
柄
が
あ
る
。
殊
に

次
の
記
述
は
、「
な
か
ミ
ち
」
に
つ
い
て
知
る
た
め
の
良
い
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。「
年
比
す
き
わ
ひ
の
事

し
げ
く
し
て
さ
る
わ
さ
（
引
用
註
、
天
皇
陵
等
に
参
拝
す
る
こ
と
）
も
な
し
が
た
か
り
し
に
、
今
ハ
継
子
に
跡

を
ゆ
つ
り
て
か
く
れ
居
に
住
身
な
れ
ハ
年
比
の
ね
か
ひ
は
た
し
な
ん
」（
四
月
二
十
二
日
条
）、
つ
ま
り
「
な
か

ミ
ち
」
は
か
ね
て
よ
り
天
皇
陵
等
へ
の
参
拝
に
強
い
意
志
が
あ
っ
た
が
、「
継
子
」
に
跡
を
譲
っ
て
隠
居
の
身

と
な
っ
た
の
で
そ
れ
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
、「
今
井
の
里
」
に

つ
い
て
「
此
所
ハ
家
父
の
古
郷
な
れ
ハ
親
族
も
多
く
、
お
の
れ
も
を
さ
な
き
よ
り
常
に
ゆ
き
か
ひ
て
堂イ

兄ト

弟コ

の



四

多
け
れ
は
従
兄
殊
に
よ
ろ
こ
び
て
物
を
な
か
し
情
け
を
の
へ
て
ね
ん
こ
ろ
に
も
て
な
し
何
く
れ
と
か
た
ら
ひ

て
」（
四
月
十
八
日
条
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、「
な
か
ミ
ち
」
は
、
今
は
「
難
波
」

で
の
隠
居
生
活
で
あ
る
が
、
自
身
に
と
っ
て
こ
の
「
今
井
の
里
」
は
ま
さ
に
「
古
郷
」
な
の
で
あ
り
、
し
か
も

こ
の
時
点
に
至
る
ま
で
な
お
濃
い
交
流
が
保
た
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、「
や
つ
か
れ
お

さ
な
き
時
此
五
条
野
に
相
知
る
禅
宗
の
大
徳
有
て
し
バ
ら
く
此
村
（
引
用
註
、
五
条
野
村
）
に
住
侍
り
し
事
あ

り
」（
四
月
二
十
二
日
条
）
と
も
あ
り
、
そ
の
事
情
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、「
な
か
ミ
ち
」
が
一
時
期
、

天
皇
陵
・
古
墳
が
点
在
す
る
地
域
で
の
生
活
も
経
験
し
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
、
本
稿
の
視
点
か
ら
ま
こ
と
に

興
味
深
い
。

　

さ
て
『
卯
花
日
記
』
は
、「
な
か
ミ
ち
」
の
自
筆
か
と
思
わ
れ
る
写
本
が
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
「
書
陵
部
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
で
函
架
番
号

三
五
一
―
五
五
九
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
へ
の
『
卯
花
日
記
』
の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。
同
本

の
末
尾
に
は
『
卯
花
日
記
』
の
著
者
と
し
て
「
な
か
ミ
ち
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
本
稿
に
お
い
て
『
卯
花
日
記
』

の
著
者
を
「
な
か
ミ
ち
」
と
す
る
こ
と
の
根
拠
で
あ
る（

2
）。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
同
本
を
収
め
た
「
書
陵
部
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、「
な
か
ミ
ち
」
で

は
な
く
「
長
道
」
と
漢
字
を
充
て
て
い
る
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か（

3
）。

以
下
に
述
べ
る
事
柄

は
こ
の
こ
と
を
考
え
る
手
掛
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、『
卯
花
日
記
』
が
今
日
み
ら
れ
る
形
で
成
立
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し
た
文
政
十
三
年
五
月
五
日（

4
）以

降
に
著
さ
れ
た
次
の
二
点
の
史
料
に
は
、「
な
か
ミ
ち
」
の
こ
と
が
「
津
川
長

道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
條
良
蔵
が
安
政
二
年
四
月
に
著
し
た
『
御
陵
并
帝
陵
内
歟

与
御
沙
汰
之
場
所
奉
見
伺
書
附（

5
）』（

以
下
、『
書
附
』
と
い
う
）
と
、
大
澤
清
臣
が
明
治
十
一
年
十
一
月
に
著

し
た
『
畝
傍
山
東
北
陵
諸
説
辨（

6
）』（

以
下
、『
諸
説
辨
』
と
い
う
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
「
神
武
田
」

に
神
武
天
皇
陵
が
造
営
さ
れ
る
以
前
（『
書
附
』）
と
以
後
（『
諸
説
辨
』）
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

論
旨
は
、
神
武
天
皇
陵
が
造
営
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
（『
書
附
』）、
あ
る
い
は
神
武
天
皇
陵
が
造
営
さ
れ
た
（『
諸

説
辨
』）
場
所
と
し
て
、「
神
武
田
」
が
も
っ
と
も
相
応
し
い
こ
と
を
関
連
史
料
の
引
用
と
そ
の
検
討
を
通
じ
て

立
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
史
料
に
『
卯
花
日
記
』
が
含
ま
れ
て
お
り
、

と
も
に
そ
の
著
者
を
「
津
川
長
道
」
と
す
る
。
い
っ
た
い
な
ぜ
、
こ
れ
ら
は
「
な
か
ミ
ち
」
を
「
津
川
長
道
」

と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
津
川
」
も
「
長
道
」
も
そ
れ
ぞ
れ
問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ま

ず
「
長
道
」
か
ら
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
概
ね
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
史
料
が

作
成
さ
れ
た
頃
に
は
、
そ
の
後
見
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
『
卯
花
日
記
』
の
写
本
が
存
し
て
い
て
、
そ
こ

に
は
「
長
道
」
と
の
文
字
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
こ
れ
ら
の
史
料
の
著
者
が
、
い

ず
れ
も
さ
し
た
る
頓
着
な
し
に
「
な
か
ミ
ち
」
に
「
長
道
」
と
の
文
字
を
充
て
た
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し
こ

う
考
え
て
く
る
と
、
や
は
り
少
な
く
と
も
本
稿
で
は
「
な
か
ミ
ち
」
と
の
表
記
を
用
い
る
の
が
良
い
と
思
わ
れ



六

る
。「

津
川
氏
」

　

次
い
で
、「
な
か
ミ
ち
」
の
姓
と
さ
れ
る
「
津
川
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
「
な
か
ミ
ち
」
が
「
津
川
」
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
は
、『
卯
花
日
記
』
の
末
尾
に
置
か
れ
た
篠
原
元
博
に

よ
る
「
題
卯
花
日
記
後
」
に
、「
今
讀
津
川
君
此
篇
自　

大
祖
曁
上
世
都
陵
以
至
吉
野
泉
石
之
勝
」
と
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
此
篇
」
と
は
こ
の
『
卯
花
日
記
』
な
の
で
あ
る
か
ら
、
篠
原
元
博
が

「
津
川
君
」
と
い
う
の
は
ま
さ
に
「
な
か
ミ
ち
」
そ
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
津
川
氏
」
と
の
文
字
は
、『
卯
花
日
記
』
の
本
文
中
に
も
二
箇
所
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
箇
所
は
四
月

二
十
二
日
条
の
末
尾
に
、「
今
井
の
里
」
に
滞
在
し
て
い
る
「
な
か
ミ
ち
」
一
行
が
一
日
中
周
辺
を
歩
き
回
っ

て
戻
っ
た
際
、「
春
の
日
の
な
か
き
も
西
の
山
に
入
ぬ
れ
ハ
さ
て
ハ
か
へ
ら
ん
と
て
今
井
に
か
へ
り
ぬ
津
川
氏

0

0

0

の
家
ニ
ハ
今
西
氏
称
名
院
の
大
徳
ニ
栖
我
子
な
ん
と
た
つ
ね
き
た
る
に
け
ふ
の
諸
陵
拝
ミ
め
く
り
し
物
語
し
て

夜
い
た
く
更
る
ま
て
物
語
し
ぬ
」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
な
か
ミ
ち
」
は

「
津
川
氏
の
家
」
に
居
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
今
井
の
里
」
の
中
で
も
「
津
川
氏
の
家
」
が
「
な
か
ミ
ち
」

に
と
っ
て
最
も
由
縁
が
深
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
も
よ
く
伺
わ
れ
る
。
も
う
一
箇
所
は
『
卯
花
日
記
』
の

末
尾
に
近
い
五
月
九
日
条
に
、「
難
波
よ
り
用
の
事
あ
り
て
、
は
や
く
も
か
へ
る
へ
し
と
申
来
る
に
つ
け
て
け
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ふ
は
親
族
明
か
き
の
人
々
に
此
間
よ
り
の
礼
を
の
べ
あ
す
は
帰
り
な
ん
と
て
何
く
れ
と
も
の
語
る
に
雨
の
つ
よ

く
降
出
て
け
ふ
ハ
又
津
川
氏

0

0

0

へ
帰
り
て
人
々
の
尋
ね
き
た
ま
ふ
に
物
語
し
て
日
を
く
ら
し
ぬ
」（
傍
点
引
用
者
）

と
あ
る
部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
今
井
の
里
」
で
の
最
後
の
日
に
居
る
べ
き
場
所
は
、
ほ
か
で
も
な
い
「
津

川
氏
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
『
卯
花
日
記
』
の
四
月
二
十
六
日
条
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
も
「
な
か
ミ
ち
」
が

「
今
井
の
里
」
の
出
身
で
あ
る
こ
と
の
證
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
な
か
ミ
ち
」
は
こ
の
日
、
神

武
天
皇
陵
を
求
め
て
探
索
に
出
掛
け
た
。
ま
ず
四
条
村
の
「
塚
根
山
」
へ
赴
き
そ
の
後
「
村
長
」
の
甚
右
衛
門

に
会
い
そ
の
道
案
内
を
受
け
た
が
、
そ
の
途
次
に
「
千
古
の
都
の
跡
」
に
つ
い
て
「
あ
の
小
枩
生
し
た
り
け
る

西
東
へ
な
か
き
山
な
ん
字
勘
兵
衛
と
里
人
は
い
へ
り
」
と
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
す
ぐ
続
け
て
「
な
か
ミ
ち
」

は
「
此
な
ん
や
つ
か
れ
の
親
祖
父
よ
り
の
持
山
な
り
」
と
記
す
の
で
あ
る
。

　

右
を
踏
ま
え
て
み
れ
ば
、「
な
か
ミ
ち
」
は
少
な
く
と
も
あ
る
時
点
ま
で
は
こ
の
「
今
井
の
里
」
の
「
津
川

氏
」
に
生
活
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
何
ら
か
の
事
情
で
「
今
井
の
里
」
あ
る
い
は
「
津
川
氏
」
か
ら
離
れ
て

「
難
波
」
に
出
て
い
た
が
、
な
お
場
合
に
よ
っ
て
は
「
津
川
」
を
名
乗
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
間
の
具
体
的
な
経
緯
は
全
く
明
ら
か
で
な
い
。
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翻
刻
・
引
用

　
『
大
和
上
代
寺
院
志
』

　

右
に
み
た
『
書
附
』（
安
政
二
年
四
月
）・『
諸
説
辨
』（
明
治
十
一
年
十
一
月
）
以
降
に
お
け
る
『
卯
花
日

記
』
か
ら
の
引
用
は
、
保
井
芳
太
郎
著
『
大
和
上
代
寺
院
志
』（
昭
和
七
年
十
一
月
、
大
和
史
学
会
）
に
み
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
大
官
大
寺
（
現
、
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
小
山
）・
紀
寺
（
同
上
）・
久
米
寺
（
現
、
高
市

郡
明
日
香
村
奥
山
）
の
各
条
に
『
卯
花
日
記
』
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
る（

7
）。

　
『
飛
鳥
京
跡
関
係
史
料
集
』

　

し
か
し
、『
卯
花
日
記
』
の
多
く
の
部
分
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
刊
行
物
に
翻
刻
・
掲
載
さ
れ
る
の
に
は
、
な

お
暫
く
の
年
月
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
五
十
五
年
二
月
に
奈
良
県
立
橿
原
考
古

学
研
究
所
の
編
集
に
よ
っ
て
『
飛
鳥
京
跡
関
係
史
料
集
⑵
近
世
紀
行
文
篇
』（「
昭
和
五
十
四
年
度
飛
鳥
京
跡
調

査
概
報
」
付
録
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
発
行
）（
以
下
、『
飛
鳥
京
跡
関
係
史
料
集
』
と
い
う
）
が
刊
行
さ
れ
た

が
、
そ
こ
に
は
『
卯
花
日
記
』
の
多
く
の
部
分
が
翻
刻
・
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
飛
鳥
京
跡
関
係
史

料
集
』
は
全
四
冊
か
ら
成
る
も
の
で
、『
飛
鳥
京
跡
関
係
史
料
集
』
⑴
・
⑵
が
昭
和
五
十
五
年
二
月
、『
飛
鳥
京

跡
関
係
史
料
集
』
⑶
・
⑷
が
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
の
発
行
で
あ
る
。
こ
こ
で
こ
の
⑴
～
⑷
を
総
じ
て
み
れ

ば
、『
卯
花
日
記
』
を
含
め
て
計
三
十
一
点
の
史
料
が
翻
刻
の
う
え
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
い

ず
れ
も
、「
飛
鳥
京
跡
の
発
掘
調
査
に
関
連
し
て
、
飛
鳥
地
方
と
周
辺
（
お
よ
そ
旧
高
市
郡
を
中
心
と
し
、
周
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辺
の
一
部
）
の
中
・
近
世
資
料
を
集
収
し
た
各
種
の
記
録
・
文
書
類
の
う
ち
関
連
あ
る
も
の
」（『
飛
鳥
京
跡
関

係
史
料
集
』
⑴
の
「
凡
例
」
よ
り
）
を
収
録
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ら
の
史
料
の
全
部
分
が
収

録
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。『
卯
花
日
記
』
に
つ
い
て
も
こ
の
こ
と
は
同
様
で
、
基
本
的
に
は
「
飛
鳥
地

方
と
周
辺
」
以
外
は
省
か
れ
て
い
る
。

　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』

　

こ
れ
以
降
『
卯
花
日
記
』
は
、
事
典
・
辞
典
の
類
や
自
治
体
史
等
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

以
下
、
そ
の
例
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
奈
良
県
の
地
名
』（
一
九
八
一
年
六
月
、
平
凡
社
）（
以
下
、
本
文
で
は
『
日

本
歴
史
地
名
大
系
』
と
す
る
）
は
、
多
く
の
箇
所
で
『
卯
花
日
記
』
を
引
用
す
る
。
以
下
、『
卯
花
日
記
』
の

記
述
の
順
に
挙
げ
る
。

　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
の
「
大
和
高
田
市
」
の
項
で
は
、『
卯
花
日
記
』
の
文
政
十
二
年
四
月
十
八
日
条
か

ら
「
石
園
坐
多
久
生
玉
神
社
」（
現
、
大
和
高
田
市
片
塩
町
）
に
つ
い
て
の
記
述
を
引
用
す
る（

8
）。

　
「
橿
原
市
」
の
項
で
は
、
四
月
二
十
二
日
条
か
ら
「
今
井
村
」（
現
、
橿
原
市
今
井
町
）
に
つ
い
て
の
記
述（

9
）

と
「
畝
傍
山
西
南
御
陰
井
上
陵
」（
現
、
奈
良
県
橿
原
市
吉
田
町（

10
））

と
「
小
谷
古
墳
」（
現
、
橿
原
市
鳥
谷
町（

11
））

と
「
丸
山
古
墳
」（
現
、
橿
原
市
五
条
野
町
・
大
軽
町
）
に
つ
い
て
の
記
述（

12
）を

、
四
月
二
十
六
日
条
か
ら
「
橿

原
宮
」（
現
、
橿
原
市
久
米
町（

13
））

と
「
畝
傍
山
口
神
社
」（
現
、
橿
原
市
大
谷
町
）
に
つ
い
て
の
記
述（

14
）を

、
四
月
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二
十
七
日
条
か
ら
「
大
窪
寺
跡
」（
現
、
橿
原
市
大
久
保
町
）
に
つ
い
て
の
記
述（

15
）を

引
用
す
る
。

　
「
御
所
市
」
の
項
で
は
、
五
月
一
日
条
か
ら
「
腋
上
池
心
宮
」（
現
、
御
所
市
大
字
池
之
内（

16
））

と
「
池
之
内

村
」（
現
、
御
所
市
大
字
池
之
内
）
に
つ
い
て
の
記
述（

17
）を

、
五
月
二
日
条
か
ら
「
野
口
神
社
」（
現
、
御
所
市

大
字
蛇さ
ら
ぎ穴

）
に
つ
い
て
の
記
述（

18
）を

引
用
す
る
。

　
「
高
市
郡
明
日
香
村
」
の
項
で
は
、
五
月
三
日
条
か
ら
「
許
世
都
比
古
命
神
社
」（
現
、
高
市
郡
明
日
香
村
大

字
越
字
宮
坂
）
に
つ
い
て
の
記
述（

19
）を

、
五
月
八
日
条
か
ら
「
石
舞
台
古
墳
」（
現
、
高
市
郡
明
日
香
村
大
字

島
庄（

20
））

と
「
岡
村
」（
現
、
高
市
郡
明
日
香
村
岡（

21
））

と
「
大
官
大
寺
跡
」（
現
、
明
日
香
村
大
字
小
山
）
に
つ
い

て
の
記
述（

22
）を

、
五
月
八
日
条
か
ら
「
紀
寺
跡
」（
現
、
高
市
郡
明
日
香
村
大
字
小
山
）
に
つ
い
て
の
記
述（

23
）を

引

用
す
る
。

　
『
改
定
新
庄
町
史
史
料
編
』

　
『
改
定
新
庄
町
史
史
料
編
』（
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
、
新
庄
町
役
場
）
は
、「
歴
史
編
」
で
「
紀
行
」
の
項

目
を
立
て
て
『
卯
花
日
記
』
を
取
り
上
げ
、
文
政
十
二
年
五
月
二
日
条
の
当
時
の
新
庄
町
（
現
、
奈
良
県
葛
城

市
の
一
部
。
葛
城
市
は
平
成
十
六
年
十
月
一
日
に
い
ず
れ
も
当
時
北
葛
城
郡
の
新
庄
町
・
當
麻
町
が
合
併
し
て

成
立
）
の
範
囲
に
つ
い
て
『
卯
花
日
記
』
を
引
用
し
て
い
る（

24
）。

こ
の
部
分
は
『
飛
鳥
京
関
係
史
料
集
』
に
は

掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
新
た
に
原
稿
が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
橿
原
市
史
本
編
上
巻
』
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『
橿
原
市
史
本
編
上
巻
』（
昭
和
六
十
二
年
三
月
、
橿
原
市
役
所
）
は
、「（
史
料
）
名
所
・
旧
跡
―
近
世
地

誌
・
紀
行
篇
」（
以
下
、「
名
所
・
旧
跡
―
近
世
地
誌
・
紀
行
篇
」
と
い
う
）
で
、
各
種
の
史
料
か
ら
関
連
す
る

記
事
を
分
類
・
編
集
し
て
掲
載
す
る
。
以
下
、「
名
所
・
旧
跡
―
近
世
地
誌
・
紀
行
篇
」
が
『
卯
花
日
記
』
を

掲
載
す
る
箇
所
を
挙
げ
す
る
。

　
「
名
所
・
旧
跡
―
近
世
地
誌
・
紀
行
篇
」
の
「
河
・
池
・
井
」
の
項
で
は
「
寺
川
」（
大
和
川
中
流
部
の
支

流
）・「
益
田
池
」（
現
、
奈
良
県
橿
原
市
久
米
町
か
ら
白
橿
町
に
か
け
て
存
在
し
て
い
た
池
）
の
条（

25
）で

、「
陵

墓
」
の
項
で
は
「
畝
傍
山
東
北
」（
現
、
奈
良
県
橿
原
市
大
久
保
町
）・「
畝
傍
山
南
繊
沙
谿
」（
現
、
奈
良
県
橿

原
市
西
池
尻
町
）・「
中
山
塚
」（
現
、
奈
良
県
橿
原
市
石
川
町
）・「
円
山
古
墳
」（
現
、
奈
良
県
橿
原
市
五
条
野

町
）
の
条（

26
）で

、「
寺
跡
」
の
項
で
は
「
国
源
寺
」（
現
、
奈
良
県
橿
原
市
大
久
保
町
）
の
条（

27
）で

、「
神
社
」
の
項

で
は
「
牟
佐
神
社
」（
現
、
奈
良
県
橿
原
市
見
瀬
町
）
の
条（

28
）で

、『
卯
花
日
記
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
範
囲
は
、
い
ず
れ
も
現
在
の
橿
原
市
域
内
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
翻
刻
も
、
基
本
的
に
は
『
飛

鳥
京
跡
関
係
史
料
集
』
に
翻
刻
さ
れ
た
範
囲
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
『
川
上
村
史
』

　
『
川
上
村
史
』
は
、『
川
上
村
史
通
史
編
』（
平
成
元
年
三
月
、
川
上
村
教
育
委
員
会
）
と
『
川
上
村
史
史
料

編
下
巻
』（
昭
和
六
十
二
年
二
月
、
川
上
村
教
育
委
員
会
）
と
で
『
卯
花
日
記
』
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
以

下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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『
川
上
村
史
通
史
編
』
は
、「
歴
史
編
」
と
「
民
俗
・
文
学
編
」
で
『
卯
花
日
記
』
を
取
り
上
げ
て
い
る
。「
歴

史
編
」
は
「
第
八
章
地
誌
・
紀
行
文
に
み
る
川
上
郷
」「
第
二
節
蜻
蛉
の
滝
・
大
滝
を
訪
れ
た
人
た
ち
」
で
「
津

川
長
道
卯
花
日
記
」
の
項
を
立
て
、「
な
か
ミ
ち
」
に
つ
い
て
「
大
坂
の
人
津
川
長な
が

道み
ち

は
大
和
国
高
市
郡
今
井

に
よ
る
べ
の
人
も
い
て
、
そ
こ
を
定
宿
に
大
和
各
地
の
山
陵
な
ど
を
探
訪
し
て
歩
い
た（

29
）」（

引
用
中
の
ふ
り
か

な
は
原
文
の
マ
マ
）
と
し
、
本
稿
で
も
注
目
し
た
「
な
か
ミ
ち
」
の
居
住
地
や
「
今
井
の
里
」
と
の
関
係
に
つ

い
て
言
及
す
る
と
と
も
に
、「
な
か
ミ
ち
」
一
行
が
今
日
の
川
上
村
域
を
探
訪
し
た
様
子
を
『
卯
花
日
記
』
の

記
述
を
要
約
し
て
述
べ
る
。「
民
俗
・
文
学
編
」
は
「
第
六
章
文
学
に
た
ど
る
川
上
村
の
歴
史
」「
第
二
節
紀

行
・
日
記
に
み
え
る
川
上
村
」
で
「
卯
花
日
記
」
の
項
を
立
て
、「
津
川
長
道
」
を
「
博
学
の
人
」
と
し
た
上

で
、「『
和
州
巡
覧
記
』・『
菅
笠
日
記
』・『
大
和
名
所
図
会
』
な
ど
の
記
述
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
蜻
蛉
の

滝
を
訪
ね
て
い
る（

30
）」

と
す
る
。

　
『
川
上
村
史
史
料
編
下
巻
』
は
、「
紀
行
・
日
記
編
」
で
『
卯
花
日
記
』
を
掲
載
す
る（

31
）。

そ
れ
は
「
な
か
ミ

ち
」
が
現
在
の
川
上
村
域
を
訪
れ
た
際
の
事
柄
を
記
す
五
月
七
日
条
の
一
部
で
、
そ
こ
で
は
「
な
か
ミ
ち
」
一

行
は
西
河
村
や
大
瀧
村
等
を
訪
れ
、
吉
野
川
や
蜻
蛉
の
滝
も
見
て
い
る
。
こ
の
掲
載
部
分
は
『
飛
鳥
京
跡
関
係

史
料
集
』
に
は
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
新
た
に
原
稿
が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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一
　
神
武
天
皇
陵
の
探
索

　

す
で
に
み
た
よ
う
に
「
な
か
ミ
ち
」
一
行
の
大
和
へ
の
道
中
は
、
文
政
十
二
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
頃
の
神
武
天
皇
陵
の
所
在
地
を
め
ぐ
る
動
向
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

ま
ず
指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
頃
に
幕
府
が
神
武
天
皇
陵
と
し
て
管
理
し
て
い
た
の

は
、
四
条
村
の
「
塚
山
」（
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
『
卯
花
日
記
』
で
は
「
塚
根
山
」
と
す
る
。
本
稿
は
基
本

的
に
「
塚
根
山
」
に
従
う
）
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
拙
著
『
神
武
天
皇
の
歴
史
学
』（
二
〇
二
四
年
、
講
談

社
選
書
メ
チ
エ
）（
以
下
、
前
著
と
い
う
）
等
で
も
触
れ
た
が
、
元
禄
十
年
九
月
十
六
日
の
奈
良
奉
行
所
の
役

人
の
巡
回
の
際
に
、「
村
人
」
が
「
字
塚
山
」
を
「
神
武
天
皇
御
廟
」
と
申
し
伝
え
て
い
る
旨
答
え
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
幕
府
が
同
地
を
神
武
天
皇
陵
と
し
て
管
理
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る（

32
）。

　

そ
し
て
文
久
三
年
に
は
文
久
の
修
陵
に
よ
っ
て
山
本
村
の
「
神
武
田（

33
）」

に
神
武
天
皇
陵
が
営
ま
れ
た
。
こ

の
「
神
武
田
」
は
す
で
に
松
下
見
林
著
『
前
王
廟
陵
記
』（
元
禄
九
年
自
序
、
同
十
一
年
刊
）
と
細
井
廣
澤
著

『
元
禄
十
一
年
諸
陵
周
垣
成
就
記（

34
）』

に
、
京
都
所
司
代
に
よ
っ
て
「
垣
」
が
作
ら
れ
る
等
さ
れ
て
整
備
さ
れ
た

旨
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
「
神
武
田
」
に
は
神
武
天
皇
陵
と
し
て
の
（
あ
る
い
は
そ
の
候
補
と
し
て
の
）
継

続
し
た
管
理
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
の
、「
神
武
田
」
を
神
武
天
皇
陵
と
す
る
動
向
は
近
世
を
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通
じ
て
失
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

以
下
本
稿
で
は
、
こ
の
「
塚
山
」・「
神
武
田
」
に
加
え
て
洞
村
の
「
カ
シ
フ
」
あ
る
い
は
「
加
志
」（
ま
た

あ
る
い
は
「
御
陵
山
」。
本
章
「
御
陵
山
」
説
―
蒲
生
君
平
『
山
陵
志
』―
で
詳
述
）
が
神
武
天
皇
陵
と
し
て
注

目
さ
れ
る
に
い
た
る
経
緯
を
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、『
卯
花
日
記
』
に
お
け
る
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ

る
記
述
は
、
こ
の
経
緯
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
カ
シ
フ
」
説
―
竹
口
栄
斎
『
陵
墓
志
』―

　

竹
口
栄
斎
は
、
英
斎
と
も
津
久
井
尚
重
と
も
い
う
。
没
年
は
寛
政
十
年（

35
）で

あ
る
か
ら
、
本
稿
で
取
り
上
げ

る
本
居
宣
長
や
蒲
生
君
平
と
お
よ
そ
同
じ
頃
の
人
で
あ
り
、
本
居
宣
長
と
は
直
接
会
っ
て
も
い
る
。

　
『
陵
墓
志（

36
）』

は
、
竹
口
栄
斎
に
よ
る
陵
墓
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
。
諸
種
の
史
料
を
陵
墓
ご
と
に
集
成
し
、

「
尚
重
按
ニ
」
な
ど
と
し
て
自
ら
の
見
解
を
述
べ
る
。
そ
の
神
武
天
皇
陵
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

【『
陵
墓
志
』】

〔
原
文
〕

予
再
ヒ
往
テ
尋
覓マ
グ

ニ
山
本
村
ノ
領
保
良
ト
云
フ
所（

37
）ニ

段
々
ニ
築
タ
ル
岡
ア
リ
是
畝
傍
山
ノ
北
ノ
尾
崎
ニ
其

形
チ
南
北
ニ
長
ク
馬

ナ
ル
ア
リ
字
ヲ
「可
カ尋

シ
フ
ト
云
」
其
傍
ニ
小
祠
ア
リ
天
王
ト
云
或
ハ
ゴ
レ
ウ
ト
云
又
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秀シ
ミ
ヅ水

ア
リ
若ワ
カ

井
又
ア
カ
井
ト
云
按
ル
ニ
「（
抹
消
）

カ
シ
フ
ト
ハ
古

記
ニ
云
白
檮
尾
ノ
略
檮
尾
ノ
轉
セ
ル
也
」
小
祠

天
王
ト
云
ハ
天
皇
又
ゴ
レ
ウ
ト
ハ
御
陵
成
ベ
シ

〔
現
代
文
訳
〕

自
分
（
竹
口
栄
斎
）
は
再
び
行
っ
て
探
し
求
め
る
と
、
山
本
村
の
領
の
「
保
良
」
と
い
う
所
に
段
々
に
築
い

た
岡
が
あ
る
。
こ
れ
は
畝
傍
山
の
北
の
尾
崎
（
山
か
ら
下
が
っ
て
く
る
所
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
形
は
南
北
に

長
く
馬
の
ひ
げ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
所
が
あ
る
。
字
を
「
カ
シ
フ
」
と
い
う
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
尋
ね

る
べ
き
で
あ
る
）。
そ
の
傍
ら
に
「
小
祠
」
が
あ
り
（
そ
れ
を
）「
天
王
」
あ
る
い
は
「
ゴ
レ
ウ
」
と
い
う
。

ま
た
「
秀シ
ミ
ヅ水

」（
清
水
）
が
あ
り
「
若
井
」
ま
た
「
ア
カ
井
」
と
い
う
。
考
え
て
み
る
と
、〔〔
　
〕内
抹
消

「
カ
シ
フ
」
と
は

『
古
事
記
』
に
い
う
「
白
檮
尾
」
の
略
の
「
檮
尾
」
が
転
じ
た
も
の
で
あ
る（

38
）〕。「

小
祠
」
を
「
天
王
」
と
い

う
の
は
「
天
皇
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
ゴ
レ
ウ
」
と
は
「
御
陵
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
引
用
に
よ
れ
ば
、
竹
口
栄
斎
は
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
当
時
幕
府
が
そ
れ
と
し
て
管
理
し
て
い
た
四
条

村
の
「
塚
山
」
で
は
な
く
、「
山
本
村
ノ
領
保
良
ト
云
フ
所
」、
つ
ま
り
「
保
良
」
村
の
字
「
カ
シ
フ
」
を
神
武

天
皇
陵
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
「
カ
シ
フ
」
と
い
う
地
名
で
あ
る
。「
カ
シ
フ
」
と

は
『
古
事
記
』
の
い
う
「
白
檮
尾
」
の
略
の
「
檮
尾
」
が
転
じ
た
も
の
、
と
竹
口
栄
斎
は
い
う
。

　

つ
ま
り
、
竹
口
栄
斎
は
諸
史
料
の
記
述
の
検
討
に
加
え
て
実
地
に
お
け
る
地
名
や
地
形
、
さ
ら
に
「
傍
」
に
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存
す
る
「
小
祠
」
を
も
検
証
の
範
囲
と
し
て
、
該
地
が
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
論
証
の
た
め
の
方
法
と
し
て
、「
予
再
ヒ
0

0

往
テ
尋
覓マ
グ

ニ
」（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
通
り
、
実
地
調

査
を
重
ね
る
こ
と
を
重
ん
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
加
志
」
説
―
本
居
宣
長
『
菅
笠
日
記
』『
古
事
記
伝
』『
玉
勝
間
』―

　

本
居
宣
長
は
享
和
元
年
九
月
二
十
九
日
の
没
で
あ
る
の
で
、
竹
口
栄
斎
よ
り
も
三
年
前
に
亡
く
な
っ
た
こ
と

に
な
る
。
そ
の
本
居
宣
長
が
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
そ
の
著
作
で
言
及
し
た
の
は
、『
菅
笠
日
記
』『
古
事
記

伝
』『
玉
勝
間
』
に
お
い
て
で
あ
る
。

『
菅
笠
日
記
』

　
『
菅
笠
日
記
』
に
み
え
る
吉
野
道
中
が
な
さ
れ
た
明
和
九
年
（
安
永
元
）
に
は
、
本
居
宣
長
は
四
十
三
歳
で

あ
っ
た
。
ち
な
み
に
『
菅
笠
日
記
』
は
こ
の
二
十
三
年
後
の
寛
政
七
年
夏
に
刊
行
さ
れ
て
い
る（

39
）。

そ
の
道
中

も
終
り
に
近
付
い
た
『
菅
笠
日
記
』
の
三
月
十
二
日
条
に
、
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
と

い
っ
て
も
一
行
の
関
心
は
他
の
天
皇
陵
や
橿
原
宮
等
に
も
向
い
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
と
の
比
較
で
神
武
天
皇

陵
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、『
菅
笠
日
記
』
の
同
日
条
か
ら
引
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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【『
菅
笠
日
記
』】

〔
原
文
〕

東
の
か
た
の
ふ
も
と
に
。
山
本
村
と
い
ふ
み
ゆ
。
慈
明
寺
村
は
。
こ
の
岡
に
北
に
つ
ゞ
け
り
。
や
ゝ
は
な
れ

て
又
北
の
か
た
に
。
四
條
村
と
い
ふ
あ
り
。
こ
の
四
條
村
の
一
町
ば
か
り
東
。
う
ね
び
山
よ
り
は
五
六
町
も

は
な
れ
て
。
丑ウ
シ

寅ト
ラ

の
か
た
に
あ
た
れ
る
田
の
中
に
。
松
一
も
と
櫻
ひ
と
本
お
ひ
て
。
わ
づ
か
に
三
四
尺
ば
か

り
の
高
さ
な
る
。
ち
ひ
さ
き
塚ツ
カ

の
あ
る
を
。
神
武
天
皇
の
御
陵
と
申
つ
た
え
た
り
。
さ
れ
ど
こ
れ
は
。
さ
ら

に
み
さ
ゞ
き
の
さ
ま
と
は
み
え
ず
。
又
か
の
御
陵
は
。
か
し
の
尾ヲ
ノ
ヘ上

と
古
畝
火
山
ノ
北
ノ
方
白
檮
ノ
尾
ノ
上

事
記
に
あ
る
を
。
こ
ゝ
は
は
る
か

に
山
を
ば
は
な
れ
て
。
さ
い
ふ
べ
き
所
に
も
あ
ら
ぬ
う
へ
に
。
綏ス
ヰ

靖ゼ
イ

安ア
ン

寧ネ
イ

なンど
の
御ンは
。
さ
ば
か
り
高
く
大

き
な
る
に
。
こ
れ
の
み
か
く
か
り
そ
め
な
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
か
た
〴
〵
心
得
が
た
し（

40
）。

　

こ
れ
は
当
時
幕
府
に
よ
っ
て
神
武
天
皇
陵
と
さ
れ
て
い
た
「
塚
山
」
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
そ
れ
に
し

て
も
「
塚
山
」
は
幕
府
が
正
式
に
認
め
た
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
神
武
天
皇
の
御
陵
と
申
し

つ
た
え
た
り
」
と
は
何
と
も
素
っ
気
な
い
が
、
何
し
ろ
本
居
宣
長
は
こ
の
「
塚
根
山
」
に
つ
い
て
「
さ
れ
ど
こ

れ
は
。
さ
ら
に
み
さ
ゞ
き
の
さ
ま
と
は
み
え
ず
」
と
し
て
、
そ
も
そ
も
天
皇
陵
で
は
あ
り
得
な
い
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
本
居
宣
長
は
、「
又
か
の
御
陵
は
。
か
し
の
尾ヲ
ノ
ヘ上

と
古
畝
火
山
ノ
北
ノ
方
白
檮
ノ
尾
ノ
上

事
記
に
あ
る
を
。
こ
ゝ

は
は
る
か
に
山
を
ば
は
な
れ
て
。
さ
い
ふ
べ
き
所
に
も
あ
ら
ぬ
う
へ
に
」
と
し
て
、
信
頼
す
べ
き
史
料
（『
古
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事
記
』）
の
記
述
と
現
実
の
地
形
に
齟
齬
が
あ
る
こ
と
と
、「
綏ス
ヰ

靖ゼ
イ

安ア
ン

寧ネ
イ

なンど
の
御ンは
。
さ
ば
か
り
高
く
大
き

な
る
に
。
こ
れ
の
み
か
く
か
り
そ
め
な
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
」
と
、
そ
れ
が
余
り
に
小
規
模
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
な
お
、
こ
の
引
用
中
「
御ン

」
と
あ
る
の
は
「
御
陵
」
の
こ
と
で
あ
る
。
近
世
に
は
「
御
陵
」
を
こ
の

よ
う
に
記
す
こ
と
が
あ
る
。
以
下
本
稿
で
引
用
し
た
史
料
で
も
、
こ
の
よ
う
な
表
記
に
拠
る
場
合
が
あ
る
。

『
古
事
記
伝
』

　
『
古
事
記
伝
』「
二
十
之
巻
」「
白
檮
原
宮
下
巻
」
は
天
明
四
年
の
五
十
五
歳
の
時
に
成
稿
し
た
が
、
刊
行
さ

れ
た
の
は
享
和
元
年
の
七
十
二
歳
で
の
逝
去
か
ら
さ
ら
に
二
十
一
年
後
の
文
政
五
年
で
あ
り
、
こ
れ
は
成
稿
の

天
明
四
年
か
ら
数
え
れ
ば
三
十
九
年
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

以
下
、『
古
事
記
伝
』「
二
十
之
巻
」「
白
檮
尾
下
巻
」
か
ら
、『
古
事
記
』
の
「
御
陵
在
畝
火
山
之
北
方
白
檮

尾
上
」
に
つ
い
て
の
記
述
の
う
ち
、
そ
れ
が
ど
の
場
所
に
当
た
る
の
か
に
つ
い
て
の
議
論
に
相
当
す
る
部
分
を

引
用
す
る
。

【『
古
事
記
伝
』】

〔
原
文
〕

書
紀
に
は
、
明
年
秋
九
月
乙
卯
朔
丙
寅
、
葬
二
畝
傍
山ノ東
北　
ノ
　
ニ陵一

と
あ
り
、
諸
陵
式
に
、
畝
傍
山ノ東
北　
ノ
　
ハ陵、 
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畝
傍ノ橿
原　
ノ
　
ニ宮御

宇シ
シ神

武
天
皇ナ
リ、

在
二
大
和ノ國
高
市　
ノ
　
ニ郡一、

兆
域
東
西
一
町
南
北
二
町
、
守
戸
五
烟
、
と
見
え
た

り
、
此ノ御
陵
今
ハ
詳
サ
ダ
カな

ら
ず
、
但シ綏
靖
天
皇
の
御
陵
と
申　
シ
　
ヘ傳た

る
ぞ
、【
里
人
主
膳
冢ヅ
カ

と
云
り
、
綏
靖
を
訛
れ

る
な
る
べ
し
、
ま
た
綏ス
イ

靖ゼ
イ

冢ヅ
カ

と
も
申
せ
り
、】
綏
靖
に
は
坐マ
サ

ず
し
て
、【
綏
靖
天
皇
の
御
陵
の
事
は
、
彼
御ミ
ク

段ダ
リ

に
云
り
、
考
へ
合
す
べ
し
、】
此ノ神
武
天
皇
の
御
陵
な
る
べ
き
、
其ソ

は
山
本
村
の
西
、
慈
明
寺
村
の
南
に
連ツ
ヅ

き

た
る
高
き
處
に
在
て
、
卽チ畝
火
山
の
西
北ノ方
に
屬ツ
キ

た
る
岡ノ上
に
て
、
正マ
サ

し
く
尾ヲ
ノ
ウ
ヘ上

と
云
べ
き
地
ト
コ
ロ
ノ

形サ
マ

な
り
、

【
是レは
山
の
西
北ノ方
な
れ
ば
、
書
紀
及マ
タ

式
に
東
北
と
あ
る
に
は
違
ひ
た
れ
ど
も
、
御ミ

陰ホ
ト

井　
ノ
　
ノ上御

陵
も
、
正
し

く
此
山
の
西
な
る
を
、
書
紀
に
は
南
と
あ
る
違タ
ガ

ひ
も
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
東
北
と
あ
る
に
堅カ
タ

く
泥ナ
ヅ

む
べ
き
に

非
ず
、
式
は
書
紀
の
随マ
マ

に
ぞ
擧
ら
れ
つ
ら
む
、
又
此ノ記
に
は
北ノ方
と
も
あ
る
を
や
、
さ
て
松
下
氏
が
前
皇
廟

陵
記
に
、
此ノ御
陵ノ下
に
、
可
バ
カ
リ

二
百
年
一
以
来
壞レ
テ爲ル二

糞
田ト
一、
民
呼テ
二
其
田ヲ
一
字ス
二
神ジ

武ブ

田
デ
ム
ト

一、
暴
汚ノ之
所
レ
爲
可シ
二

痛
哭ス
一
也
、
餘シ
テ二

數
畝ヲ
一
爲
二
一
封
一
云
々
、
夫
神
武
天
皇ハ
、
繼
二
神
代
草
昧ノ
之
蹤ヲ
一、
東
征シ
テ平

二
中
州ヲ
一
王
道ノ之
興ル
コ
ト

實ニ
創マ
ル二

於
此ニ
一、
我
國
君
臣
億
兆
、
當
レ
致ス
二
尊
奉ヲ
一
之
廟
陵
也
、
澆
季
至ル
レ
此ニ
噫
哀
哉
と
云
り
、
大
和
志
に
も
在

二
四
條
村ニ
一
と
云
り
、
こ
れ
ら
に
云
る
は
、
四
條
村
の
一
町
許リ
東
に
て
、
畝
火
山
よ
り
は
五
六
町
も
東
北ノ
方
に

あ
た
り
て
、
田タ
ノ

間ナ
カ

に
僅
ワ
ヅ
カに

三
四
尺
許リの
高
さ
な
る
小
チ
ヒ
サ
キ

丘ツ
カ

に
て
、
松
一
木
櫻
一
木
生オ
ヒ

て
あ
り
、
誰タ
レ

も
是レを
此ノ御

陵
の
阯ア
ト

と
思
ふ
め
れ
ど
、
決
て
是レに
は
非
ず
、
ま
づ
地
ト
コ
ロ
ノ

形サ
マ

、
白カ

檮シ
ノ

尾ノ上
な
ど
云
べ
き
處
に
非
ず
、
久
し
き

世
々
を
經フ

れ
ば
、
山
も
變
カ
ハ
リて

平
タ
ヒ
ラに

な
る
な
ど
、
常
の
な
ら
ひ
な
れ
ど
も
、
其ソ
レ

も
な
ほ
其ソ
レ

と
は
見
ゆ
る
物
な
る

に
、
此コ

地コ

の
さ
ま
は
然
ら
ず
、
山
と
は
凊キ
ヨ

く
離ハ
ナ

れ
て
、
其ノ間
に
い
さ
ゝ
か
も
、
尾ヲ

の
壞ク
ヅ

れ
た
ら
む
蹤ア
ト

な
ど
思
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は
る
ゝ
、
小コ

高
ダ
カ
キ

處
も
殘ノ
コ

ら
ず
、
凡
て
此
わ
た
り
は
、
元モ
ト

よ
り
平タ
ヒ
ラ原

な
り
け
る
地
ト
コ
ロと

こ
そ
見
え
た
れ
、
且
ソ
ノ
ウ
ヘ

上ツ代
の
御
陵
ど
も
を
今
見
奉
る
に
、
有リつ
る
ま
ゝ
に
全マ
タ

き
も
あ
り
、
又
發ア
バ

き
壞
ソ
コ
ナは

れ
て
、
内
の
さ
ま
の
顯ア
ラ
ハ露

に
な
れ
る
な
ど
も
多
け
れ
ど
も
、
何イ
ヅ

れ
も
〳
〵
い
と
高
く
大キに
、
山
の
如
く
に
て
、
内
の
石イ
ハ

構ガ
マ
ヘな

ど
、
す
べ

て
〳
〵
お
ほ
ろ
け
な
ら
ず
、
當ソ
ノ

初カ
ミ

大キに
嚴イ
カ
メし

か
り
し
ほ
ど
、
推オ
シ

計ハ
カ

ら
れ
て
著イ
チ

明ジ
ル

き
を
、
是レは
さ
ら
に
上ツ代
の

御
陵
の
な
ご
り
と
は
見
え
ず
、
同ジ山
の
邊
ア
タ
リに

て
、
安
寧
懿
徳
の
御
陵
な
ど
は
、
さ
ば
か
り
高　
ク
　
キ大な

る
に
、
此

御
陵
し
も
か
り
そ
め
な
る
べ
き
理リな
き
を
や
、
是レは
や
ゝ
近
き
代
に
、
を
こ
の
者
の
、
畝
火
山
の
東
北
に
あ

た
り
て
、
此ノ
丘ツ
カ

の
た
ま
〳
〵
あ
る
を
見
付ケて
、
ゆ
く
り
な
く
是レぞ
と
定
め
た
る
な
る
べ
し
、
さ
れ
ど
白
檮ノ尾ノ

上
と
あ
る
を
も
考ヘず
、
上
代
の
御
陵
ど
も
の
さ
ま
を
も
知ラず
て
、
い
と
妄
ミ
ダ
リな

る
こ
と
な
り（

41
）、】

　

こ
こ
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
「
此ノ御
陵
今
ハ
詳
サ
ダ
カな

ら
ず
」
と
し
つ
つ
、
そ

れ
に
続
け
て
、
綏
靖
天
皇
陵
と
伝
え
る
も
の
な
ら
あ
る
が
そ
こ
が
（
実
は
）「
此ノ神
武
天
皇
の
御
陵
な
る
べ
き
」

と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
本
居
宣
長
の
い
う
綏
靖
天
皇
陵
と
い
う
の
は
、
今
日
い
う
ス
イ
セ
ン
塚
古
墳
（
現
、

橿
原
市
史
蹟
、
橿
原
市
慈
明
寺
町
）
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、『
日
本
書
紀
』
や
『
延
喜
式
』「
諸
陵
寮
式
」
に

あ
る
「
畝
傍
山
東
北
陵
」
と
の
記
述
が
示
す
方
角
と
異
な
る
こ
と
に
な
る
（
実
際
に
は
、
ス
イ
セ
ン
塚
古
墳
は

畝
傍
山
山
頂
か
ら
概
ね
西
北
西
に
当
る
）。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
他
の
天
皇
陵
の
場
合
で
も
史
料
が
示
す
方
角

と
実
際
の
方
角
と
は
異
な
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
必
ず
し
も
東
北
と
あ
る
に
堅カ
タ

く
泥ナ
ヅ

む
べ
き
に
非
ず
」
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と
す
る
。
そ
し
て
本
居
宣
長
は
松
下
見
林
著
『
前
皇
廟
陵
記
』
と
『
大
和
志
』
を
引
く
。
そ
の
後
で
、
付
近
の

安
寧
天
皇
陵
・
懿
徳
天
皇
陵
が
大
規
模
で
あ
る
の
と
較
べ
て
山
本
村
の
「
神
武
田
」
が
あ
ま
り
に
小
さ
い
こ
と

を
指
摘
し
、
そ
れ
で
は
神
武
天
皇
陵
で
は
あ
り
得
な
い
と
し
、『
古
事
記
』
に
「
白
檮ノ尾ノ上
」
と
あ
る
こ
と
も

考
え
ず
、「
上
代
の
御
陵
ど
も
の
さ
ま
」
も
知
ら
な
い
の
で
は
、「
い
と
妄
ミ
ダ
リな

る
こ
と
な
り
」
と
断
じ
る
の
で
あ

る
。『

玉
勝
間
』

　
『
玉
勝
間
』「
三
の
巻
」「
神
武
天
皇
の
御
陵
」
は
、
本
稿
で
す
で
に
み
た
竹
口
栄
斎
の
説
を
受
け
入
れ
て
神

武
天
皇
陵
を
「
加
志
」
と
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。「
三
の
巻
」
が
成
稿
し
た
の
は
寛
政
六
年
で
あ
る
が
、
同
巻

が
刊
行
さ
れ
た
の
は
翌
寛
政
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
『
菅
笠
日
記
』『
古
事
記
伝
』
の
成
果
を
得
て
、
本
居
宣
長
は
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
結
論
を
導

き
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
引
用
す
る
。『
玉
勝
間
』
か
ら
「
神
武
天
皇
の
御
陵
」
で
あ
る
。

【『
玉
勝
間
』】

〔
原
文
〕

神
武
天
皇
の
御
陵
は
、
今
は
そ
れ
と
申
す
所
は
、
あ
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
て
、
実
は
今
綏
靖
天
皇
の
御
と
申
す
ぞ
、
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神
武
天
皇
の
御
な
ら
む
と
、
お
の
れ
考
へ
て
、
は
や
く
吉
野
の
道
の
日
記
（
引
用
註
、『
菅
笠
日
記
』）
に
、

し
か
し
る
し
ぬ
る
を
、
其
後
此
四
五
年
さ
き
に
、
大
和
国
人
に
、
竹
口
英
（
栄
）斎

と
い
ふ
が
か
た
り
け
る
は
、
今

綏
靖
天
皇
の
御
陵
と
申
す
は
、
な
ほ
綏
靖
天
皇
な
る
べ
く
、
神
武
天
皇
の
御
は
、
お
の
れ
さ
だ
か
に
尋
ね
出

奉
り
た
り
、
日
本
紀
に
し
る
さ
れ
た
る
に
、
方
も
よ
く
あ
へ
り
、
そ
は
畝
火
山
の
東
北
の
方
の
麓
に
つ
き
て
、

天
皇
宮
と
い
ふ
祠
ホ
コ
ラの

あ
る
山
也
、
そ
こ
に
字
ア
ザ
ナを

加カ

志シ

と
い
ふ
所
あ
り
、
古
事
記
に
し
る
さ
れ
た
る
、
か
し
の

尾ノて
ふ
名
の
ゝ
こ
れ
る
な
る
べ
し
、
山
本
村
な
る
神
八
井
耳ノ命
の
御
墓
山
よ
り
は
東
、
小コ

泉セ

堂ダ
ウ

村
よ
り
は
南
、

大
久
保
村
よ
り
は
西
に
て
、
保
良
村
と
い
ふ
里
の
あ
た
り
也
、
そ
の
近
き
あ
た
り
の
田タ

所
ド
コ
ロ

の
字
に
、
神ジ

武ブ

田テ
イ

ま
た
み
さ
ん
ざ
い
な
ど
い
ふ
所
も
あ
り
と
い
ひ
て
、
す
べ
て
此
う
ね
び
山
に
つ
き
た
る
御
陵
ど
も
、
そ
の
あ

た
り
い
と
く
は
し
く
考
へ
て
書
た
る
図
を
も
見
せ
た
り
き
、
同
じ
国
の
内
に
て
、
こ
と
に
ち
か
き
と
こ
ろ
な

れ
ば
、
し
ば
〳
〵
行
見
て
、
考
え
さ
だ
め
た
る
也
と
ぞ
か
た
り
け
る
、
こ
れ
を
き
ゝ
見
れ
ば
、
お
の
が
さ
き

の
か
む
か
へ
は
、
猶
あ
た
ら
ず
、
ま
こ
と
に
此
人
の
い
へ
る
所
ぞ
、
其ソ

な
ら
む
と
思
は
る
ゝ
、
さ
れ
ど
な
ほ

綏
靖
天
皇
の
御
は
、
か
な
ら
ず
今
い
ふ
と
こ
ろ
に
は
あ
ら
じ
と
思
は
る
ゝ
を
、
今
そ
れ
と
申
す
は
、
い
づ
れ

の
帝
の
御
な
ら
ぬ
、
こ
は
な
ほ
い
ふ
か
し
く
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
、
さ
て
此
英
（
栄
）斎

と
い
ふ
人
は
、
す
べ
て
御
代

〳
〵
の
天
皇
の
御
陵
を
始
め
奉
り
て
、
皇
后
皇
子
皇
女
た
ち
な
ど
の
御
墓
ま
で
、
広
く
考
へ
て
、
陵
墓
志
と

い
ふ
物
を
あ
ら
わ
さ
む
と
す
と
て
、
か
つ
〴
〵
書
出
た
る
を
も
、
見
せ
た
り
し
は
、
お
の
れ
は
た
つ
ね
に
深

く
思
ひ
わ
た
る
す
ぢ
の
事
な
れ
ば
、
い
と
〳
〵
う
れ
し
く
て
、
必ズな
し
を
へ
ら
れ
よ
と
、
か
へ
す
〳
〵
す
ゝ
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め
お
き
し
は
、
い
か
に
な
り
ぬ
ら
む
、
そ
の
ゝ
ち
は
し
ら
ず
な
ん（

42
）、

　

右
の
引
用
か
ら
何
が
導
き
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
竹
口
栄
斎
の
主
張
す
る
神
武
天
皇
陵
「
カ
シ

フ
」
説
に
本
居
宣
長
が
賛
同
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
骨
格
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
こ
ま
で
の
経
緯

も
ま
た
重
要
で
あ
る
。
竹
口
栄
斎
は
ど
の
よ
う
な
話
を
本
居
宣
長
に
し
、
本
居
宣
長
は
そ
の
竹
口
栄
斎
の
話
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
箇
条
書
に
す
る
。
ま
ず
、
竹
口
栄
斎
の
話
で
あ
る
。

・
今
日
綏
靖
天
皇
陵
と
さ
れ
て
い
る
所
は
、
依
然
と
し
て
綏
靖
天
皇
陵
で
あ
る
。

・
神
武
天
皇
の
御
陵
は
自
分
が
確
か
に
捜
し
出
し
た
。

・（
そ
こ
は
）『
日
本
書
紀
』
の
記
述
（「
畝
傍
山
東
北
陵
」）
に
、
方
角
も
よ
く
合
う
。

・
そ
れ
は
畝
火
山
の
東
北
の
方
の
麓
に
沿
っ
て
い
て
、「
天
皇
宮
」
と
い
う
祠
の
あ
る
山
で
あ
る
。

・
そ
こ
に
字
「
加カ

志シ

」
と
い
う
所
が
あ
る
。

・『
古
事
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
「
か
し
の
尾
の
」（『
古
事
記
』
に
は
「
檮
尾
」
と
あ
る
）
と
い
う
地
名
は
こ
の

こ
と
で
あ
る
。

・
山
本
村
の
神
八
井
耳
の
命
の
「
御
墓
山（

43
）」

よ
り
は
東
、
小こ

泉せ

堂ど
う

村
よ
り
は
南
、
大
久
保
村
よ
り
は
西
で
、
保

良
村
と
い
う
「
里
」
の
辺
り
で
あ
る
。
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・
そ
の
辺
り
の
田
（「
田
所
」）
の
字
に
「
神ジ

武ブ

田テ
イ

」
ま
た
は
「
み
さ
ん
ざ
い
」
な
ど
と
い
う
所
も
あ
る
。

　

そ
し
て
竹
口
栄
斎
は
本
居
宣
長
に
、（
こ
れ
ら
）
す
べ
て
こ
の
「
う
ね
び
山
」
に
接
続
し
た
「
御
陵
」（
に
つ

い
て
）
そ
の
辺
り
を
と
て
も
詳
し
く
考
察
し
て
作
成
し
た
図
も
（
本
居
宣
長
に
）
見
せ
、
そ
の
上
で
、
竹
口
栄

斎
は
本
居
宣
長
に
次
の
よ
う
に
言
っ
た
と
い
う
。

・
同
じ
（
大
和
の
）
国
で
と
て
も
近
い
所
な
の
で
、
何
度
も
行
っ
て
見
て
考
え
て
（
そ
こ
を
）
神
武
天
皇
陵
と

（
自
分
は
）
決
め
た
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
た
っ
た
一
度
の
両
者
の
こ
の
邂
逅
は
、
本
居
宣
長
に
と
っ
て
は
竹
口
栄
斎
の
研
究
の
内
容
を

よ
く
知
り
か
つ
そ
の
説
に
賛
同
す
る
契
機
と
な
っ
た
と
と
も
に
、
竹
口
栄
斎
に
対
す
る
敬
愛
の
気
持
ち
を
抱
く

に
至
っ
た
よ
い
機
会
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

右
の
引
用
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
示
す
部
分
を
や
は
り
箇
条
書
き
に
し
て
次
に
記
す
。

・
さ
て
こ
の
竹
口
栄
斎
と
い
う
人
は
、
す
べ
て
の
代
々
の
天
皇
の
陵
を
始
め
と
し
て
、
皇
后
・
皇
子
・
皇
女
ら

の
「
御
墓
」
ま
で
を
も
広
く
考
察
し
（
た
上
で
）『
陵
墓
志
』
と
い
う
本
を
著
そ
う
と
し
て
（
い
て
）、
よ
う
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や
く
書
き
始
め
た
も
の
も
見
せ
て
く
れ
た
。

・
や
は
り
自
分
（
本
居
宣
長
）
も
い
つ
も
思
い
続
け
て
い
る
方
面
の
こ
と
な
の
で
、
大
変
に
嬉
し
く
、「
必
ず
完

成
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
何
回
も
勧
め
て
お
い
た
の
だ
が
、
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
後
の
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
。

　

こ
の
何
行
か
の
文
章
か
ら
は
、
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
竹
口
栄
斎
の
説
の
詳
細
と
と
も
に
、
本
居
宣
長
に

よ
る
竹
口
栄
斎
の
説
へ
の
同
意
と
竹
口
栄
斎
の
人
と
な
り
に
対
す
る
敬
意
を
よ
く
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
御
陵
山
」
説
―
蒲
生
君
平
『
山
陵
志
』―

　

蒲
生
君
平
は
明
和
五
年
の
生
れ
で
、
本
居
宣
長
よ
り
も
三
十
八
歳
年
下
で
あ
り
、
お
よ
そ
一
世
代
ほ
ど
の
差

が
あ
る
。
そ
し
て
本
稿
の
関
心
か
ら
蒲
生
君
平
と
本
居
宣
長
・
竹
口
栄
斎
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
み
る
と
、
何

と
言
っ
て
も
神
武
天
皇
陵
を
「
加
志
」（
本
居
宣
長
・
竹
口
栄
斎
）
あ
る
い
は
「
御
陵
山
」（
蒲
生
君
平
）
と
す

る
こ
と
で
一
致
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
蒲
生
君
平
が
神
武
天
皇
陵
を
「
御
陵
山
」
と
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
本
節
で
後
に
検
討
す
る
。

　
『
山
陵
志
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
蒲
生
君
平
で
あ
る
が
、
そ
の
執
筆
の
た
め
の
現
地
調
査
等
と
し
て
、

二
十
九
歳
の
寛
政
八
年
か
ら
翌
九
年
に
か
け
て
と
三
十
二
歳
の
同
十
一
年
か
ら
翌
十
二
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
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西
遊
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
二
回
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
蒲
生
君
平
は
本
居
宣
長
と
面
会
し
て
お
り（

44
）、

ま
た
自
著
『
山
陵
志
』
に
つ
い
て
の
批
評
を
乞
う
書
簡
も
本
居
宣
長
に
送
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
蒲
生
君
平
は
、

竹
口
栄
斎
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
寛
政
十
二
年
七
月
二
十
日
付
の
蒲
生
君
平
か
ら
黒
羽
藩
士
鈴
木
武

助
（
為
蝶
軒
）
に
宛
て
た
書
状
で
、
竹
口
英
斎
の
こ
と
を
「
同
志
之
者
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
察
す
る
こ
と

が
で
き
る（

45
）。

た
だ
し
こ
の
本
居
宣
長
・
竹
口
栄
斎
・
蒲
生
君
平
の
三
者
の
間
の
交
流
に
お
い
て
、
神
武
天
皇

陵
の
場
所
を
め
ぐ
っ
て
は
、
す
で
に
み
た
本
居
宣
長
著
『
玉
勝
間
』
に
み
ら
れ
る
も
の
を
除
い
て
、
ど
の
よ
う

な
意
見
の
交
換
が
あ
っ
た
の
か
を
具
体
的
に
示
す
史
料
に
は
恵
ま
れ
て
い
な
い（

46
）。

　

以
下
、
蒲
生
君
平
著
『
山
陵
志
』
の
神
武
天
皇
陵
に
関
す
る
記
述
か
ら
本
稿
の
視
点
に
係
わ
る
部
分
を
引
用

し
、
蒲
生
君
平
が
神
武
天
皇
陵
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
原
文

は
漢
文
で
あ
る
が
引
用
は
書
き
下
し
文
と
し
た
。
二
行
割
の
部
分
は
改
行
の
上
さ
ら
に
一
字
分
下
げ
た
。
カ
タ

カ
ナ
の
振
仮
名
は
原
文
に
あ
る
も
の
、
ひ
ら
か
な
の
振
仮
名
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
底
本
に
は
、
安

藤
英
男
著
『
蒲
生
君
平
著
山
陵
志
』（
昭
和
五
十
四
年
六
月
、
り
く
え
つ
）
所
収
の
版
本
に
拠
っ
た
。
ま
た
、

便
宜
の
た
め
に
Ａ
～
Ｆ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
た
。

【『
山
陵
志
』】

〔
書
き
下
し
文
〕
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Ａ
大
祖
は
神
武
な
り

相
伝
ふ
、
下
鴨
の
祠
神
武
を
奉
ず
、
故
に
號
し
て
御
祖
の
神
と
し
て
、
御ミ

祖オ
ヤ

は
猶
大
祖
と
言
ふ
が
ご
と

し

Ｂ
神
武
陵
は
畝ウ
子

旁ヒ

山
東
北
の
隅ス
ミ

に
在
り

諸
陵
式
畝
旁
山
東
北
陵
、
兆
域
東
西
一
町
南
北
二
町
〇
凡
そ
陵
地
其
の
地
方
を
指
し
、
南
北
の
類
を
曰

う
、
率
お
お
む
ねね

諸
陵
式
に
據
る
、
復ま

た
多
く
他
書
を
引
て
之
を
證あ
か

さ
ず
、
盖
し
延
喜
中
議
有
て
定
む
る
所
也
、

式
以
外
は
否し
か

ら
ず

Ｃ
白カ

檮シ
ノ

尾オ
ノ

上
と
曰
う

古
事
記

Ｄ
按
、
大
祖
の
中
國
を
平
定
し
、
畝
旁
の
東
南
を
相ミ

以
て
土ク
ニ

中ナ
カ

と
為
し
王
宮
を
營
て
、
橿
原
の
宮
と
曰
う
、

盖
し
其
宮
に
橿
を
樹
る
を
以
て
名
づ
く
所
か
、
古
事
記
に
橿
を
白
檮
に
作
る
、
白
檮
は
即
ち
橿
也
、
又
陵

の
在
る
所
を
稱
し
て
、
白
檮
尾
上
と
曰
う
、
是
之
を
移
す
に
宮
樹
を
以
て
せ
ず
、
則
ち
宮
名
を
取
る
也
、

尾
上
は
山
嵎
の
尾
の
如
き
者
の
上
、
今
畝
旁
山
東
北
の
隅
に
呼
て
御
陵
山
と
曰
う
所
、
墳
然
と
し
て
隆
起

す
、
此
な
り

大
和
志
、
此
を
以
て
神
八
井
の
墳
と
為
す
、
神
八
井
の
畝
旁
山
北
に
葬
る
は
史
に
於
て
之
れ
有
る
と
雖

も
、
其
の
在
る
所
は
山
隅
の
平
地
に
し
て
、
未
だ
何
處
な
る
か
詳
ら
か
に
せ
ず
、
今
妄
に
認
て
爾
云
う
、



二
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若
果
し
て
神
八
井
の
墳
な
ら
ん
か
、
そ
の
位
已
に
人
臣
、
又
何
を
以
て
傳
て
之
を
御
陵
と
謂
わ
ん
か
、

今
呼
て
御
陵
と
曰
う
は
是
土
人
の
口
碑
、
素
に
し
て
偽
ら
ず
、
凡
そ
此
類
は
擇
て
采
る
べ
し
、
大
に
夫

の
好
事
者
の
臆
を
以
て
傅ふ

会か
い

す
る
が
如
き
に
非
ざ
る
也

Ｅ
但
し
其
の
状
甚
し
く
は
高
荘
な
ら
ず
、
且
つ
宮
車
に
象
か
た
どら

ず
、
乃
ち
上
古
大
朴
に
し
て
制
未
だ
備
わ
ざ
る

を
以
て
也
、

廟
陵
記
に
云
う
、
畝
旁
山
東
北
の
陵
、
百
年
以
来
犂
て
糞
田
と
な
る
、
名
づ
け
て
神シ

武ム

田タ

と
い
う
、
猶

數
畝
を
餘
し
一
封
の
冢
を
為
す
、
今
其
地
を
問
う
に
、
果
し
て
所
謂
神
武
田
、
然
れ
ど
も
是
れ
平
地
に

し
て
山
嵎
を
距
て
る
こ
と
東
北
三
町
許
、
乃
ち
尾
上
の
名
に
合
わ
ず
、
且
つ
所
謂
数
畝
を
餘
し
て
一
封

の
冢
を
為
す
は
、
亦
神
武
田
に
在
ず
、
神
武
田
を
距
て
又
東
北
に
三
町
許
古
墳
の
在
る
有
り
、
盖
し
此

を
指
す
也
、
夫
民
の
無
知
惟
れ
地
利
を
貪
る
、
乃
ち
妄
に
天
子
の
陵
墓
を
犂
く
に
至
る
、
然
ど
も
殆
ど

其
の
石
棺
に
及
び
て
、
慄
慄
畏
怖
し
て
敢
て
之
を
侵
さ
ず
、
遂
に
其
の
数
畝
を
餘
し
一
封
の
冢
を
な
す
、

是
物
の
情
也
、
苟
も
之
を
夷
た
い
ら
かに

し
其
の
上
を
糞
田
と
す
、
乃
ち
是
の
若
く
恝
お
ろ
そ
か

也
、
尚
何
ぞ
更
に
一
封

を
三
町
の
外
に
営
ん
哉
、
疑
う
ら
く
は
、
其
の
古
墳
は
是
当
時
の
陪
葬
す
る
所
、
或
は
神
八
井
の
類
、

決
し
て
神
武
陵
に
非
る
也
、
神
武
田
一
名
は
美
賛
佐
伊
、
是
美
佐
佐
岐
の
訛
る
所
、
即
山
陵
を
謂
う
也
、

山
陵
と
廟
は
俗
に
そ
の
言
を
互
に
す
、
今
神
武
田
を
謂
て
美
佐
佐
岐
と
曰
う
、
盖
其
の
嘗
て
廟
あ
る
を

以
て
焉な
り

、
相
伝
う
る
に
、
舊
嘗
て
神
武
の
祠
廟
有
り
、
神
武
田
の
地
に
在
り
、
昔
年
水
潦
し
、
廟
之
に
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漂
う
所
と
な
る
、
而
て
後
大
窪
村
に
遷
る
、
大
窪
寺
の
趾
は
國
源
寺
に
有
る
焉な
り

、
又
傳
う
、
國
源
寺
亦

嘗
て
神
武
田
の
旁
よ
り
此
に
遷
る
、
多
武
峰
記
に
據
る
に
泰
善
法
師
有
り
、
天
延
二
年
三
月
十
一
日
、

畝
旁
の
東
北
に
行
く
に
一
奇
老
人
に
遇
う
、
泰
善
を
顧
て
謂
い
て
曰
く
、
朕
が
為
に
大
乗
法
を
講
じ
國

家
の
榮
福
を
禱
れ
、
朕
は
是
れ
人
皇
の
始
祖
な
り
、
言
い
畢
て
乃
ち
見
え
ず
、
泰
善
此
瑞
を
以
て
毎
年

三
月
十
一
日
輙
ち
来
て
法
華
を
誦
ず
、
故
に
貞
元
二
年
大
和
守
藤
原
國
光
為
に
堂
宇
を
創
り
、
國
源
寺

と
號
す
と
云
う
、
夫
れ
其
の
説
誕
妄
、
固
よ
り
浮
屠
氏
の
常
な
り
、
然
れ
ど
も
其
の
堂
宇
は
此
に
由
て

創
造
さ
る
、
則
ち
神
武
の
祠
廟
も
亦
た
當
に
其
の
寺
中
に
在
る
べ
し
、
即
ち
神
武
田
の
旁
を
塔
ト
フ
ノ

垣カ
イ

内チ

と

曰
う
、
其
名
に
就
て
考
う
れ
は
疑
ら
く
は
是
當
時
塔
廟
を
建
る
處
、
因
て
美
佐
佐
岐
と
稱
す
る
か

Ｆ
そ
の
下
を
、
洞
村
と
曰
う

今
屠ヱ
タ

者シ

の
聚ム
ラ

也
。
相
伝
う
る
に
其
の
民
故モ
ト

神
武
陵
の
守シ

戸コ

か
。
凡
そ
守
陵
の
戸
は
皆
賤
種
、
本
罪
隷
を

以
て
没
入
の
者
は
郷
人
に
歯な
ら

ば
ざ
る
也
、
故
を
以
て
其
の
守
戸
の
子
孫
、
遂
に
業
を
屠
者
に
轉
じ
穢
多

と
稱
す
、
亦
勢
い
也

　

さ
て
こ
の
中
で
蒲
生
君
平
は
、「
御
陵
山
」
を
神
武
天
皇
陵
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
を
ど
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
Ｄ
の
「
按
」
以
下
の
部
分
を
現
代
文
に
し
て
載
せ
る
。



三
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【『
山
陵
志
』】

〔
現
代
文
訳
〕

調
べ
て
み
る
と
、
神
武
天
皇
（「
大
祖
」）
が
「
中
な
か
つ

国く
に

」（
中
央
に
あ
る
国
）
を
平
定
し
て
、
畝
傍
の
東
南
を

よ
く
調
べ
て
「
土く
に

中な
か

」（
国
の
中
央
）
と
し
て
王
宮
を
営
み
、（
そ
こ
を
）「
橿
原
宮
」
と
い
っ
た
。
思
う
に
、

そ
の
宮
に
「
橿
」
を
植
え
た
の
で
そ
の
よ
う
に
名
付
け
た
の
か
。『
古
事
記
』
で
は
「
橿
」
を
「
白
檮
」
と
す

る
。「
白
檮
」
と
は
つ
ま
り
「
橿
」
で
あ
る
。
ま
た
（
神
武
天
皇
）
陵
の
あ
る
場
所
を
称
し
て
「
白
檮
尾
上
」

と
い
う
の
は
、（
橿
原
）
宮
の
樹
を
移
植
し
た
の
で
は
な
く
、（
橿
原
）
宮
の
名
を
用
い
た
の
で
あ
る
。「
尾

上
」
と
は
山
の
嵎
（
隅
）
の
尾
の
よ
う
な
所
の
上
（
の
こ
と
）
で
あ
り
、
今
畝
傍
山
の
東
北
の
嵎
で
「
御
陵

山
」
と
い
う
所
は
、
ま
る
で
古
墳
（
古
い
時
代
の
墓
地
）
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。（
そ

れ
が
）
こ
れ
（
神
武
天
皇
陵
）
な
の
で
あ
る
。『
大
和
志
』
は
、
こ
こ
を
神
八
井
（
耳
命
）
の
墳
と
す
る
。
神

八
井
（
耳
命
）
が
畝
傍
山
の
北
に
葬
ら
れ
た
の
は
「
史
（
書
）」（『
日
本
書
紀
』）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
場
所
は
山
の
隅
の
平
地
で
あ
っ
て
、（
そ
の
場
所
が
）
ど
こ
な
の
か
は
未
だ
に
詳
ら
か
で
は
な
い
。（
と

こ
ろ
が
『
大
和
志
』
は
）
軽
率
に
こ
の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
果
た
し
て
（
こ
れ
が
本
当
に
）
神
八

井
（
耳
命
の
「
墳
」）
で
あ
れ
ば
、
そ
の
（
神
八
井
耳
命
の
）
位
は
す
で
に
「
人
臣
」
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に

ど
う
い
う
理
由
で
（
神
八
井
耳
命
の
墓
を
）「
御
陵
」
と
い
う
の
か
。
今
こ
れ
を
「
御
陵
」
と
い
う
の
は
「
土

人
」
の
「
口
碑
」（
伝
承
）
で
あ
り
、
質
素
で
偽
り
は
な
い
。
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
も
の
は
、
よ
く
調
べ
た
上
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で
採
用
す
る
べ
き
で
、
物
好
き
な
者
が
臆
断
で
理
由
も
な
く
こ
じ
つ
け
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
い（

47
）。

　

こ
こ
に
は
、
蒲
生
君
平
の
神
武
天
皇
陵
の
所
在
地
に
つ
い
て
の
考
え
が
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
畝
傍
山

の
東
北
の
嵎
の
「
御
陵
山
」
が
神
武
天
皇
陵
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
は
、『
古
事
記
』
の

記
述
を
繙
く
こ
と
に
よ
っ
て
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
し
、
そ
の
「
御
陵
山
」
の
様
子
も
直
接
見
て
き
た
と

い
う
の
が
蒲
生
君
平
の
書
振
で
あ
る
。
そ
し
て
Ｆ
で
蒲
生
君
平
は
「
そ
の
（「
御
陵
山
」
の
）
下
を
、
洞
村
と

い
う
」
と
す
る
が
、「
洞
村
」（
保
良
村
）
は
、
竹
口
栄
斎
や
本
居
宣
長
が
神
武
天
皇
陵
と
し
た
「
加
志
」
が
あ

る
村
で
も
あ
る
。

　

次
に
は
Ｄ
の
後
段
の
、「
大
和
志
、
此
を
以
て
神
八
井
の
墳
と
為
す
」
と
あ
る
箇
所
以
降
の
部
分
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、『
大
和
志
』
の
該
当
す
る
部
分
は
「
神
八
井
耳
命ノ墓

〔
在
二
山
本
村ニ
一
稱
二
御
陵
山ト
一
傍ニ
有
二
小
祠
一
曰
二
若
井
耳ト
一
綏
靖
天
皇
四
年
夏
四
月
神
八
井
耳ノ命
薨ス葬
二
于
畝
傍

山　
ノ
　
ニ北一

即
此
〕」（〔　

〕
内
は
二
行
割（

48
））

と
す
る
よ
う
に
、『
大
和
志
』
は
山
本
村
に
あ
る
「
御
陵
山
」
を
神
八

井
耳
墓
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
る
に
蒲
生
君
平
は
、『
大
和
志
』
の
こ
の
部
分
を
『
山
陵
志
』
に
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
大
和
志
、

此
を
以
て
神
八
井
の
墳
と
為
す
」
と
、
本
来
『
大
和
志
』
に
あ
っ
た
「
在
二
山
本
村ニ
一
稱
二
御
陵
山ト
一
」
と
の
部

分
を
欠
落
さ
せ（

49
）、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
山
本
村
」
に
あ
る
べ
き
「
御
陵
山
」
が
「
洞
村
」
に
あ
る
と
い
う
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こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
結
果
的
に
み
れ
ば
蒲
生
君
平
は
、
竹
口
栄
斎
が
見
出
し
本
居
宣
長
が
継
承

し
た
「
洞
村
」（
あ
る
い
は
「
保
良
村
」）
の
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
、
そ
の
所
在
地
に
つ
い
て
の
説
は
継
承
し

た
も
の
の
、
そ
の
名
称
に
つ
い
て
は
継
承
し
な
か
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
Ｅ
で
あ
る
が
、
ま
ず
Ｅ
の
冒
頭
は
神
武
天
皇
陵
の
形
状
に
つ
い
て
の
説
で
、
い
ま
こ
こ
で
議
論
し
て

い
る
事
柄
と
は
直
接
関
係
な
い
。
ま
た
そ
れ
に
続
く
部
分
も
、
松
下
見
林
著
『
前
王
廟
陵
記
』（
元
禄
九
年
序
、

同
十
一
年
刊
）
や
『
多
武
峰
記
』
の
検
討
や
、
山
本
村
に
所
在
す
る
神
武
天
皇
陵
の
候
補
の
「
神
武
田
」
に
つ

い
て
の
事
柄
で
あ
り
、
ま
た
Ｆ
は
「
洞
村
」
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
な
か
ん
ず
く
本
章
の
検

討
範
囲
か
ら
は
外
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
　『
卯
花
日
記
』
に
み
る
神
武
天
皇
陵

　

以
下
、『
卯
花
日
記
』
か
ら
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
記
述
を
取
り
上
げ
て
、
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
「
な

か
ミ
ち
」
の
考
え
方
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。「
な
か
ミ
ち
」
は
、
神
武
天
皇
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
知
識
を

有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
疑
問
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
疑
問
を
、
ど

の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
事
柄
に
注
目
し
て
ま
ず
原
文
を
引
用
し
、
続
け
て
そ
れ
に
相
当
す
る
現
代
文
訳
を
載
せ
、
そ
れ
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か
ら
そ
の
部
分
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
。

「
あ
な
く
り
求
て
ま
さ
し
く
た
ゝ
し
な
ん
」（
四
月
二
十
二
日
条
）

　

こ
こ
で
み
る
の
は
「
な
か
ミ
ち
」
が
、
文
政
十
二
年
四
月
十
七
日
に
「
難
波
」
を
出
て
途
中
「
た
い
ま
（
當

麻
）
の
里
」
に
一
泊
し
た
後
「
今
井
の
里
」
の
「
津
川
氏
」
に
滞
在
し
、
い
よ
い
よ
周
辺
の
天
皇
陵
等
の
探
索

の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
そ
の
四
月
二
十
二
日
条
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
な
か
ミ
ち
」
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

【『
卯
花
日
記
』】

〔
原
文
〕

こ
ハ
や
つ
か
れ
若
き
時
よ
り
の
ね
か
ひ
に
て
此
大
和
国
々
ハ
天
皇
の
御
陵
も
こ
と
に
多
き
に
年
久
し
き
ま
ゝ

に
う
つ
も
れ
ゆ
く

の
か
な
し
く
又
ハ
此
ま
て
に
公
の
仰
こ
と
も
あ
り
て
か
し
こ
き
人
た
ち
の
沙
汰
し
た
ま

ふ
も
た
ひ
〳
〵
な
れ
と
も
古
記
に
た
ゝ
セ
ハ
た
か
ゑ
る
も
多
き
を
あ
は
れ
ち
か
ら
の
お
よ
ふ
た
け
ハ
あ
な
く

り
求
て
ま
さ
し
く
た
ゝ
し
な
ん
と
思
へ
り

〔
現
代
文
訳
〕

（
こ
の
度
の
道
中
は
）
私
が
若
い
頃
に
望
ん
で
い
た
こ
と
で
、
こ
の
大
和
国
に
は
天
皇
の
御
陵
も
特
に
多
い

が
、
長
い
年
月
が
経
つ
と
そ
の
ま
ま
埋
も
れ
て
い
く
こ
と
が
悲
し
く
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
「
公
」
の
命
も



三
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あ
り
貴
い
人
び
と
の
指
図
も
度
々
で
は
あ
っ
た
が
、「
古
記
」
に
照
ら
す
と
（
そ
の
天
皇
陵
の
場
所
が
）
間

違
っ
て
い
る
の
も
度
々
で
あ
る
の
が
哀
れ
で
、
力
の
及
ぶ
限
り
（
天
皇
陵
の
正
し
い
場
所
を
）
探
し
て
求
め

正
し
く
直
そ
う
と
思
っ
た
。

　

こ
れ
は
ま
さ
に
、
こ
の
度
の
道
中
に
つ
い
て
の
「
な
か
ミ
ち
」
自
身
に
よ
る
心
中
の
表
白
で
あ
る
。
右
の
引

用
に
み
え
る
こ
と
ば
を
別
の
表
現
に
置
き
換
え
て
み
れ
ば
、
天
皇
陵
の
衰
微
に
寄
せ
る
感
傷
あ
る
い
は
悲
憤
慷

慨
、
ま
た
、
天
皇
陵
の
所
在
地
に
つ
い
て
の
疑
問
の
解
決
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
な
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
言
え

ば
、
今
回
の
道
中
の
動
機
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
自
信
に
満
ち
た
「
な
か
ミ
ち
」
の
言
に
は
根
拠
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
な
か
ミ
ち
」

が
蓄
積
し
た
該
博
な
天
皇
陵
等
に
つ
い
て
の
知
識
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
知
識
を
実
地
に
当
っ
て
応
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
柔
軟
な
思
考
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
「
な
か
ミ
ち
」
は
、
以
降
の
『
卯
花
日
記
』
の
記

述
の
中
で
存
分
に
披
瀝
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
字
ミ
サ
ン
ザ
イ
」「
う
た
が
ひ
も
な
き
八
井
命
の
御
墓
也
」（
四
月
二
十
二
日
条
）

　

四
月
二
十
二
日
条
が
続
く
。「
な
か
ミ
ち
」
一
行
は
よ
う
や
く
「
今
井
の
里
」
を
出
て
南
に
十
町
程
の
「
山

も
と
の
里
」（
山
本
村
）
に
着
く
。「
巴
人
子
」「
友
子
」
も
同
行
し
て
い
る
。



三
五

『卯花日記』（文政十二年）にみる神武天皇陵の探索

【『
卯
花
日
記
』】

〔
原
文
〕

今
井
よ
り
南
ニ
十
町
は
か
り
山
も
と
の
里
此
里
ハ
畝
傍
山
の
北
の
ふ
も
と
也
此
所
に
弘
法
井
と
て
い
と
よ
き

水
あ
り
大
和
志
に
ハ
井
谷
の
井
と
い
へ
り
此
井
の
少
し
上
の
山
に
社
あ
り
土
人
ハ
八
幡
又
ハ
若
宮
と
い
ふ
ニ

ハ
神
八
井
耳
命
を
ま
つ
る
祠
也
志
に
ハ
若
井
耳
と
い
ふ
今
ハ
よ
こ
な
ま
り
て
若
宮
と
い
ひ
又
此
山
の
神
も
も

と
ハ
式
に
見
た
る
畝
火
山
口
の
神
社
な
れ
り
と
も
今
ハ
神
功
皇
后
を
あ
わ
セ
ま
つ
り
奉
り
し
よ
り
若
宮
な
れ

ハ
八
幡
宮
也
と
い
へ
り
神
八
井
命
ハ
綏
靖
天
皇
の
こ
の
か
み
に
て
渡
せ
た
ま
ひ
こ
と
に
遜
譲
の
徳
あ
り
て
記
（
紀
）

に
も
畝
火
山
の
北
に
か
く
す
と
明
文
あ
り
こ
の
御
墓
の
跡
を
尋
ね
し
に
村
長
字
孫
七
い
は
く
此
ゟ
北
少
し
東
に

あ
た
り
て
山
本
村
の
枝
村
保
良
村
と
い
ふ
餌
取
の
住
里
あ
り
此
北
の
田
の
中
に
字
ミ
サ
ン
ザ
イ
ト
い
ふ
所
有

土
人
ハ
ミ
サ
ン
ダ
イ
と
い
ふ
此
所
近
比
ま
て
ハ
塚
の
如
く
小
高
き
所
な
り
し
に
近
年
ひ
ら
き
て
田
と
す
四
条

村
の
人
此
田
を
か
い
て
た
ゝ
り
有
て
お
そ
れ
て
又
山
本
村
の
人
に
か
へ
す
今
ハ
山
本
の
人
こ
の
田
を
つ
く
れ

と
も
す
こ
し
斗
り
芝
生
を
の
こ
す
し
る
し
に
枩
を
う
ゆ
此
芝
生
の
上
に
あ
か
れ
ハ
か
な
ら
す
た
ゝ
り
あ
り
と

て
村
人
も
お
そ
れ
を
な
す
と
い
へ
り
此
な
ん
う
た
か
ひ
も
な
き
八
井
耳
命
の
御
墓
也

〔
現
代
文
訳
〕

「
今
井
」
か
ら
南
に
十
町
ば
か
り
行
く
と
「
山
も
と
の
里
」（
山
本
村
）
が
あ
る
。
こ
の
里
は
、
畝
傍
山
の
北
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の
麓
に
あ
る
。
こ
こ
に
「
弘
法
井
」
と
い
う
と
て
も
良
い
水
が
あ
る
。『
大
和
志
』
は
「
井
谷
の
井
」
と
い

う
。
こ
の
井
戸
の
少
し
上
の
山
に
社
が
あ
る
。（
そ
こ
を
）「
土
人
」
は
「
八
幡
」
ま
た
は
「
若
宮
」
と
い
い
、

「
神
八
井
耳
命
」
を
祀
る
祠
で
あ
る
。『
大
和
志
』
に
は
（
祀
ら
れ
て
い
る
神
を
）「
若
井
耳
」
と
い
う
。
今
で

は
訛
っ
て
「
若
宮
」
と
い
い
、
ま
た
こ
の
山
の
神
も
も
と
は
『
延
喜
式
』
に
み
え
る
「
畝
火
山
口
の
神
社
」

（
に
祀
ら
れ
て
い
た
）
と
も
い
っ
た
。
今
で
は
神
功
皇
后
を
あ
わ
せ
て
祀
っ
て
い
る
の
で
「
若
宮
」
と
さ
れ
る

の
で
「
八
幡
宮
」
と
い
う
。「
神
八
井
（
耳
）
命
」
は
綏
靖
天
皇
の
兄
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
と
て
も
「
遜
譲
の

徳
」（
へ
り
く
だ
っ
て
人
に
譲
る
優
れ
た
人
格
）
が
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
に
も
「
畝
火
（
傍
）山

の
北
に
か
く
す
」

と
明
ら
か
に
書
か
れ
て
い
る
。（
神
八
井
命
の
）
御
墓
の
跡
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、（
山
本
村
の
）「
村

長
」
の
孫
七
が
言
う
に
は
、「
こ
こ
か
ら
北
少
し
東
に
山
本
村
の
枝
村
の
保
良
村
と
い
う
「
餌
取
」
の
住
む

「
里
」
が
あ
る
。
こ
の
北
の
田
の
中
に
字
ミ
サ
ン
ザ
イ
と
い
う
所
が
あ
る
。「
土
人
」
は
（
こ
れ
を
）「
ミ
サ
ン

ダ
イ
」
と
い
う
。
こ
こ
は
近
頃
ま
で
塚
の
よ
う
に
小
高
い
所
で
あ
っ
た
が
、
近
年
開
墾
し
て
田
と
し
た
。
四

条
村
の
人
が
こ
の
田
を
耕
し
て
祟
り
が
あ
り
、
恐
れ
て
ま
た
山
本
村
に
（
土
地
を
）
返
し
た
。
今
で
は
山
本

（
村
）
の
人
が
こ
の
田
を
耕
作
す
る
が
、
少
し
だ
け
芝
生
を
残
し
て
い
る
。「
し
る
し
」（
引
用
註
、
目
印
）
に

松
を
植
え
た
。
こ
の
芝
生
の
上
に
あ
が
る
と
必
ず
祟
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
村
人
も
恐
れ
て
い
る
」
と

い
う
。
こ
れ
は
疑
う
余
地
も
な
く
「（
神
）
八
井
耳
命
」
の
御
墓
で
あ
る
。
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『卯花日記』（文政十二年）にみる神武天皇陵の探索

　
「
な
か
ミ
ち
」
に
よ
る
現
地
調
査
の
著
し
い
特
色
に
、
そ
の
地
の
「
村
長
」
に
会
お
う
と
し
、
多
く
の
場
合

に
は
そ
れ
を
果
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
い
を
し
、「
村
長
」
な
ら
で
は
の
返
答
を
引
き
出
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、『
卯
花
日
記
』
を
一
貫
し
て
い
る
と
と
も
に
、
殊
に
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
問
い
と
そ
の
返

答
の
場
合
、
極
め
て
貴
重
な
史
料
的
価
値
を
『
卯
花
日
記
』
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
そ
の
前
段
に
つ
い
て
み
る
。「
な
か
ミ
ち
」
は
ま
ず
、
山
本
村
が
畝
傍
山
の
「
北
の
ふ
も
と
」
に
あ

る
と
述
べ
る
が
、
そ
の
含
意
は
山
本
村
と
「
神
八
井
耳
命
」
と
の
密
接
な
関
連
性
の
指
摘
で
あ
る
。
そ
れ
は
文

中
に
、『
日
本
書
紀
』
に
あ
る
「
神
八
井
耳
命
」
が
「
畝
火
山
の
北
」
に
葬
ら
れ
て
い
る
と
の
記
述
を
引
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
右
の
引
用
の
後
段
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
な
か
ミ
ち
」
が
同
村
の
「
村
長
」
の
孫
七

に
「
神
八
井
耳
命
」
の
墓
の
「
跡
」
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
孫
七
は
「
字
ミ
サ
ン
ザ
イ
」
ま
た
は
「
ミ
サ

ン
ダ
イ
」
を
そ
の
場
所
と
し
て
示
し
た
こ
と
が
何
よ
り
も
興
味
深
い
。
し
か
も
そ
こ
で
は
、
四
条
村
の
人
が
そ

の
田
を
耕
し
て
祟
り
が
あ
り
、
そ
の
土
地
は
山
本
村
に
返
さ
れ
た
、
そ
れ
も
「
近
年
」
の
こ
と
だ
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
な
か
ミ
ち
」
は
、
そ
の
「
字
ミ
サ
ン
ザ
イ
」
ま
た
は
「
ミ
サ
ン
ダ
イ
」
を
「
う
た

か
ひ
も
な
き
（
神
）
八
井
耳
命
の
御
墓
也
」
と
断
ず
る
の
で
あ
る
。

　

山
本
村
の
「
字
ミ
サ
ン
ザ
イ
」
ま
た
は
「
ミ
サ
ン
ダ
イ
」
が
す
で
に
元
禄
期
に
お
い
て
神
武
天
皇
陵
の
候
補

地
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
こ
と
も
あ
る
が（

50
）、

少
な
く
と
も
こ
の
文
政
期
に
あ
っ
て
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は
、
右
の
よ
う
な
山
本
村
の
「
村
長
」
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

　

ま
た
右
の
引
用
に
み
ら
れ
る
「
字
ミ
サ
ン
ザ
イ
」
ま
た
は
「
ミ
サ
ン
ダ
イ
」
に
つ
い
て
の
祟
り
を
め
ぐ
る
伝

承
の
記
録
は
、
以
降
の
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
各
種
の
記
録
に
も
繰
り
返
し
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自

体
興
味
深
い
事
柄
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
引
き
続
き
「
な
か
ミ
ち
」
が
た
ど
っ
た
文
脈
に
沿
っ
て
『
卯
花
日

記
』
を
読
み
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
白
か
し
」「
こ
ゝ
な
り
と
さ
だ
め
侍
り
ぬ
」（
四
月
二
十
六
日
条
）

　

四
月
二
十
六
日
条
に
入
る
前
に
、
二
十
二
日
条
の
記
載
の
う
ち
前
節
で
み
た
部
分
の
続
き
を
み
る
。「
な
か

ミ
ち
」
一
行
は
引
き
続
き
周
辺
各
地
を
精
力
的
に
回
っ
た
。
天
皇
陵
関
連
を
中
心
に
順
に
挙
げ
る
と
、
山
本
村

（「
字
ミ
サ
ン
ザ
イ
」）、
慈
明
寺
村
（
綏
靖
天
皇
陵
〔
ス
イ
セ
ン
塚
古
墳
〕）、
吉
田
村
（
安
寧
天
皇
陵
）、
池
尻

村
（
宣
化
天
皇
陵
）、
三
瀬
村
、
五
条
野
村
、
輕
村
、
北
越
智
村
（
斉
明
皇
極
天
皇
陵
）、
野
口
村
（
天
武
持
統

天
皇
陵
）、
石
川
村
（
孝
元
天
皇
陵
）
と
回
り
、「
今
井
の
里
」
の
「
津
川
氏
の
家
」
に
戻
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

驚
く
べ
き
過
密
日
程
で
あ
る
。
そ
し
て
同
日
の
条
を
、「
け
ふ
の
諸
陵
拝
ミ
め
く
り
し
物
語
し
て
夜
い
た
く
更

る
ま
て
物
語
し
ぬ
」
と
結
ぶ
。
探
索
に
つ
い
て
の
「
な
か
ミ
ち
」
の
姿
勢
に
は
、
あ
く
ま
で
も
「
拝
ミ
」
が
根

本
に
あ
る
。

　

翌
日
以
降
は
二
十
三
日
は
晴
れ
た
が
休
み
、
二
十
四
日
は
雨
に
て
碁
、
二
十
五
日
は
雨
は
止
ん
だ
が
碁
の
続



三
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『卯花日記』（文政十二年）にみる神武天皇陵の探索

き
と
酒
宴
、
そ
し
て
二
十
六
日
は
曇
り
が
ち
で
あ
っ
た
が
、「
な
か
ミ
ち
」
は
「
巴
人
子
」「
呉
友
子
」
と
と
も

に
神
武
天
皇
陵
に
向
か
う
。
行
先
は
ま
ず
は
四
条
村
の
「
塚
根
山
」
で
あ
る
。

【『
卯
花
日
記
』】

〔
原
文
〕

け
ふ
は
神
武
天
皇
の
御
陵
を
お
か
ま
ん
と
て
先
四
条
村
な
る
塚
根
山
に
ま
う
て
ぬ
今
井
の
里
ゟ
ハ
五
町
は
か

り
東
南
な
り
四
條
邑
ゟ
ハ
一
町
は
か
り
東
也
享
保
陵
考
ニ
ハ
名
は
福
塚
と
い
へ
り
塚
山
高
き
（
さ
）七

尺
は
か
り
す

べ
て
廻
り
五
十
間
上
に
松
二
三
株
あ
り
近
き
比
桜
紅
葉
な
ん
と
を
う
ゆ
南
の
方
ニ
拝
所
有
之
近
き
こ
ろ
石
燈

爐
を
た
つ
十
年
は
か
り
前
に
難
波
人
三
上
氏
な
る
医
師
石
の
垣
を
ま
う
け
て
塚
の
根
を
め
く
り
て
い
と
お
こ

そ
か
に
物
し
ぬ
里
人
ハ
字
塚
根
山
と
い
ふ
此
な
ん
神
武
天
皇
の
御
ン
な
り
と
て
元
禄
の
比
江
戸
よ
り
仰
事
あ

り
し
時
に
つ
か
さ
の
人
々
も
さ
た
め
た
ま
ひ
村
長
に
も
し
る
し
の
札
を
玉
ハ
り
て
雑
人
樵
牧
を
い
ま
し
め
給

ふ
お
き
て
の
御
制
度
あ
り
ぬ
る
所
な
り
さ
れ
ど
も
此
塚
の
あ
ま
り
に
セ
ま
く
小
さ
く
て
さ
ら
に
天
皇
の
御
ン

の
さ
ま
と
ハ
ミ
え
す
あ
か
れ
る
世
ニ
ハ
よ
ろ
つ
質
朴
ニ
ハ
あ
り
た
れ
共
神
武
天
皇
よ
り
先
つ
か
た
日
向
挨
山

陵
高
屋
山
上
陵
五
（
吾
）平

山
上
陵
な
ん
と
も
い
つ
れ
も
た
か
く
大
な
る
物
と
見
た
り
ま
た
こ
の
倭
の
国
に
都
さ
た

め
た
ま
ひ
て
よ
り
倭
（
綏
）靖

安
寧
懿
徳
孝
安
孝
元
の
陵
い
つ
れ
も
高
く
大
な
る
物
に
し
て
此
御
ン
に
似
る
べ
き
も

あ
ら
ず
さ
れ
は
貝
原
の
翁
も
こ
れ
を
な
げ
き
枩
下
氏
も
こ
れ
も
哀
ミ
本
居
大
人
ハ
此
所
ニ
て
ハ
な
き
な
り
と



四
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こ
れ
を
う
た
が
へ
り
近
き
比
江
戸
柴（
柴
野
栗
山
）

邦
彦
も
此
陵
を
お
か
ミ
奉
り
て
か
く
な
ん

遺
陵
纔
向
二
里
人
一
求ム半
死ノ枯
松
數
尺
丘
不
レ
有
三
聖
神
開
二
帝
運
一
誰
教
三
品
庶
晩
二
夷
流
一
厩
王
像
設
敷
二
金

壇
一
藤
相
墳
瑩
重
二
玉
樓
一
百
代
本
支
麗カ
ス

不
レ
億
此
處
何
無ナ
キ

レ
焙
二
一
杯
一 

陪
臣
無
位
柴
邦
彦
謹
書（

51
）

并（
並
）河

氏
の
大
和
志
つ
く
れ
る
時
も
外
に
求
む
へ
き
方
も
な
け
れ
は
此
塚
を
御
ン
と
さ
た
め
て
四
条
村
ニ
あ
り

祠
庿
は
大
窪ク
ホ

村
と
し
る
さ
れ
た
り
や
つ
か
れ
若
き
時
ゟ
こ
れ
を
う
た
が
ひ
て
あ
ま
ね
く
ふ
る
き
文
に
も
と
め

又
里
の
翁
に
あ
な
ぐ
り
尋
れ
ど
も
そ
こ
と
定
む
へ
き
方
も
な
く
た
ゝ
あ
や
し
ミ
お
も
ふ
ば
か
り
也
元
禄
享
保

を
さ
る
こ
と
百
年
に
あ
ま
り
て
其
時
さ
へ
も
知
れ
か
た
き
事
の
今
に
な
り
て
し
る
へ
き
に
あ
ら
す
さ
れ
と
も

似
雲
師
の
西
行
上
人
の
お
く
つ
き
の
跡
を
も
と
め
何
か
し
の
秋
篠
の
外
山
の
里
を
さ
く
り
し
に
あ
る
ハ
佛
の

冥
助
神
の
御
つ
け
有
し
千
年
の
う
た
か
ひ
を
と
き
し
た
め
し
も
あ
ん
な
れ
ハ
し
る
ま
し
き
に
も
あ
ら
ず
さ
し

も
此
天
皇
ハ
吾
郡
神
代
草
昧
の
蹤
を
つ
ぎ
て
中
つ
洲
を
安
国
と
た
い
ら
け
た
ま
ひ
四
門
を
闢
て
八
方
を
朝
セ

し
め
た
ま
ふ
帝
業
の
お
こ
り
治
教
の
う
る
は
し
き
ま
こ
と
に
此
時
よ
り
は
し
め
た
ま
ふ
吾
郡
の
太マ
マ

神
と
も
申

奉
る
へ
き
皇
な
り
申
も
畏
懼
け
れ
ど
も
我
国
の
人
ハ
上
は
雲
の
上
ゟ
下
ハ
賤
の
民
草
に
い
た
る
ま
て
た
れ
か

う
や
ま
ひ
た
う
と
み
奉
ら
さ
ら
ん
や
さ
ら
に
か
く
御
陵
さ
へ
た
し
か
な
ら
ぬ
ハ
い
か
に
ぞ
や
い
と
も
〳
〵
か

し
こ
き

に
な
ん
い
に
し
へ
皇
朝
の
盛
な
り
し
時
ニ
諸
陵
寮
を
置
て
荷
前
使
を
奉
り
た
ま
ひ
臨
時
奉
幣
即
位

を
つ
け
た
ま
ひ
唐
国
の
信
物
を
頒
た
ま
ひ
し
事
史
に
明
文
あ
り
て
筆
を
た
ゆ
る
事
な
し
式
ニ
見
た
る
守
戸
陵
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戸
を
お
ゐ
て
放
牧
樵
漁
を
い
ま
し
め
た
ま
ふ
御
お
き
て
萬
つ
お
こ
そ
か
な
し
に
中
つ
此
仏
の
法
の
盛
に
な
り

て
ゆ
く
よ
り
お
の
つ
か
ら
こ
う
や
う
の
事
も
お
こ
た
り
か
ち
に
な
り
て
つ
い
に
世
の
乱
れ
と
な
り
ぬ
れ
ハ
か
ゝ

る
事
も
た
え
は
て
ぬ
る
ぞ
か
な
し
き
今
や
四
の
海
し
つ
か
に
て
何
事
も
ふ
る
さ
に
か
え
し
給
ふ
御
改
い
み
し

き
ひ
し
り
の
御
世
と
や
申
へ
き
な
か
に
此
御
こ
と
ば
か
り
ハ
む
か
し
に
か
へ
ら
ざ
る
ハ
い
か
に
ぞ
や
と
い
に

し
へ
し
の
ふ
お
ろ
か
な
る
こ
ゝ
ろ
よ
り
な
ミ
た
け
ぶ
り
お
ち
て
袖
を
ぬ
ら
し
ぬ
古
き
文
に
見
た
る
日
本
記（
紀
）ニ

ハ
畝
火
（
傍
）山

東
北
陵
と
し
る
さ
れ
古
事
記
ニ
畝
火
山
之
北
方
白
檮
尾
上
と
し
る
さ
れ
た
り
延
喜
式
ニ
ハ
畝
火
（
傍
）山

東
北
陵
畝
火
橿
原
宮
御
宇
神
武
天
皇
在
大
和
国
髙
市
郡
兆
域
東
西
一
町
南
北
二
町
守
戸
五
𤇆
と
し
る
さ
れ
た

り
か
ゝ
る
明
文
あ
る
に
今
の
所
ハ
た
が
へ
り
此
古
事
記
を
か
き
た
る
人
も
こ
の
大
和
の
国
の
人
な
り
書
記（
紀
）を

つ
く
り
た
ま
ふ
舎
人
親
王
ハ
も
と
よ
り
此
高
市
郡
に
う
ま
れ
給
ふ
御
事
な
り
式
ハ
今
の
京
に
な
り
て
よ
り
の

物
な
れ
ど
も
そ
の
時
代
ハ
年
毎
ニ
奉
幣
の
わ
ざ
も
あ
り
又
諸
陵
寮
の
つ
か
さ
下
づ
か
さ
あ
り
て
つ
ね
に
事
あ

り
し
時
な
れ
ハ
あ
や
ま
り
の
あ
る
へ
き
や
う
な
し
さ
れ
ハ
文
字
の
あ
や
ま
り
も
あ
り
て
こ
の
と
こ
ろ
な
ら
ん

と
い
ふ
は
ひ
が
お
も
ひ
な
り
た
ゞ
三
書
に
し
る
さ
れ
た
る
ぞ
た
ゞ
し
き

に
こ
そ
と
お
も
ひ
や
り
て
さ
ら
ハ

畝
火
山
の
東
北
も
し
く
は
北
の
山
ぶ
ミ
し
て
も
と
め
て
ん
と
て
此
御
冢
に
ま
う
て
ぬ
か
づ
き
て
し
り
ぞ
き
ぬ

此
よ
り
四
五
丁
ゆ
け
ハ
畝
火
山
東
北
の
ふ
も
と
保
良
村
な
り
此
里
ハ
山
本
村
の
枝
村
に
て
餌
取
の
住
と
こ
ろ

也
此
村
の
神
祠
に
ま
う
つ
る
に
祭
神
た
し
か
な
ら
す
里
人
に
と
へ
ば
生
玉
と
こ
と
ふ
此
よ
り
山
え
の
ほ
り
て

道
も
な
き
け
わ
し
き
坂
を
こ
ゑ
そ
こ
こ
ゝ
と
申
尋
ね
し
に
こ
の
山
の
東
北
の
尾
上
に
松
た
か
く
し
げ
り
て
こ
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と
に
高
き
所
あ
り
里
人
ハ
白
𡈽
の
ハ
ナ
ま
た
ハ
岩
ハ
ナ
と
い
へ
り
岩
を
き
り
て
か
さ
ね
つ
ミカ

た
る
形
ち
な
り

東
北
西
の
三
方
ハ
山
に
は
な
れ
南
の
一
方
ハ
山
に
つ
ゝ
き
た
り
此
ま
て
や
つ
か
れ
若
き
時
ゟ
此
処
を
ゆ
か
し

く
お
も
ひ
て
い
く
た
び
も
此
処
を
た
つ
ぬ
れ
と
も
い
つ
も
し
も
と
か
や
な
ん
と
の
は
へ
し
げ
り
て
そ
こ
と
も

わ
か
ず
か
へ
り
に
き
今
日
ハ
折
よ
く
も
し
も
と
原
を
苅
と
り
て
た
か
き
枩
の
ミ
し
げ
り
あ
い
ぬ
れ
バ
あ
ゆ
ミ

よ
く
此
あ
た
り
三
町
ば
か
り
の
所
ハ
ゆ
か
ぬ
く
ま
も
な
く
あ
さ
り
あ
る
き
ぬ
此
所
に
ま
ゝ
居
し
て
し
つ
か
に

見
渡
す
に
何
と
な
く
御
陵
の
さ
ま
と
お
も
ハ
れ
侍
る
大
か
た
ハ
此
と
こ
ろ
に
た
が
ひ
ハ
あ
ら
し
物
を
と
お
し

は
か
り
仕
れ
と
な
ほ
明シ
ル
シ證

の
な
け
れ
ハ
此
山
を
南
へ
下
り
て
畝
火
村
に
ゆ
き
ぬ

（
略
）

か
く
て
翁
ニ
神
武
天
皇
の
御
陵
の
事
尋
侍
り
し
に
翁
い
は
く
こ
の
御
陵
の
事
ハ
塚
根
山
な
り
と
ふ
る
く
申
傳

へ
て
公
に
も
さ
た
め
た
ま
ふ
う
へ
ハ
外
に
し
る
へ
き
や
う
も
な
し
さ
れ
と
も
此
あ
た
り
の
ふ
る
き
翁
な
ん
ど

も
何
と
や
ら
今
の
所
ハ

た
が
ひ
た
る
へ
う
に
申
も
な
き
に
ハ
あ
ら
ず
と
云
さ
ら
ハ
此
山
の
中
の
字
に
も
し

も
か
し
の
尾
白
か
し
な
ん
と
云
所
か
な
き
に
や
と
と
ふ
に
翁
の
曰
此
畝
火
山
ハ
東
の
方
ハ
北
よ
り
南
へ
ま
わ

り
て
ミ
な
畝
火
村
の
領
也
南
西
ハ
真
名
子
谷
の
あ
た
り
ま
て
此
村
の
領
分
な
り
北
ハ
保
良
村
よ
り
山
本
村
の

領
に
て
西
北
の
す
ミ
は
慈
明
寺
村
の
領
真
西
ハ
大
谷
村
の
領
西
南
の
所
ハ
吉
田
村
の
領
也
畝
火
邑
の
さ
か
い

ハ
こ
と
に
廣
し
此
山
の
北
の
は
し
東
の
す
ミ
に
白
か
し
と
申
所
ハ
あ
る
な
り
さ
ら
ハ
山
ふ
み
し
て
道
し
る
べ

し
て
む
と
先
に
た
ち
て
ゆ
く
う
れ
し
き
事
か
ぎ
り
な
し
翁
に
し
た
が
ひ
て
行
に
此
山
の
東
方
の
大
道
を
ひ
た
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と
北
へ
ゆ
き
て
北
の
す
ミ
保
良
村
の
上
に
竹
む
ら
の
あ
る
所
を
お
し
へ
て
こ
ゝ
そ
白
か
し
と
云
所
也
此
畝
火

村
と
山
本
村
と
の
領
さ
か
い
な
り
と
云
こ
は
さ
き
に
見
つ
る
白
𡈽
の
ハ
ナ
又
ハ
岩
鼻
と
云
處
な
り
又
あ
た
り

の
村
里
に
郷
踊
と
云
こ
と
あ
り
て
畝
火
の
神
に
ね
き
事
し
て
そ
の
願
満
ぬ
れ
ハ
村
々
よ
り
い
て
ゝ
大
踊
を
な

す
事
あ
り
年
毎
ニ
あ
る
に
ハ
あ
ら
さ
れ
と
も
二
十
年
三
十
年
ニ
ハ
か
な
ら
す
あ
る
事
也
其
時
に
ハ
此
処
ニ
て

お
ど
り
を
す
る
事
ふ
る
き
よ
り
例
と
な
り
た
る
と
ぞ
此
処
の
有
さ
ま
山
に
そ
ひ
て
す
こ
し
き
平
地
に
し
て
何

さ
ま
い
に
し
へ
の
宣
命
所
な
る
へ
し
と
見
た
り
さ
て
こ
そ
い
よ
〳
〵
此
所
に
た
か
ひ
な
し
と
さ
た
め
ぬ
後
の

世
の
陵
ハ
ミ
な
〳
〵
南
面
に
て
北
ニ
た
か
く
御
ン
を
つ
き
た
る
物
な
れ
と
上
れ
る
世
に
ハ
そ
の
定
も
な
か
り

し
と
ミ
へ
て
た
ゝ
山
の
な
り
に
よ
り
て
お
の
つ
か
ら
な
し
た
る
也
綏
靖
陵
の
か
た
ち
に
て
し
る
べ
し
安
寧
ノ

陵
ハ
北
を
う
へ
に
し
た
る
や
う
な
れ
ど
も
こ
れ
も
後
の
世
の
さ
ま
の
こ
と
き
に
は
あ
ら
ず
東
高
く
西
の
ひ
き

く
た
ゝ
山
の
形
に
し
た
が
ひ
た
る
也
此
に
て
か
む
か
う
る
に
神
武
天
皇
御
ン
ハ
こ
ゝ
な
り
と
さ
だ
め
侍
り
ぬ

菅
の
尾
の
永
き
日
も
山
の
は
に
入
り
て
道
し
る
べ
の
翁
に
あ
ま
た
ゝ
び
い
や
を
な
し
て
今
井
に
帰
り
ぬ

〔
現
代
文
訳
〕

今
日
は
神
武
天
皇
の
御
陵
を
拝
も
う
と
、
ま
ず
四
条
村
の
「
塚
根
山
」
に
詣
で
た
。（「
塚
根
山
」
は
）「
今
井

の
里
」
か
ら
五
町
ば
か
り
東
南
で
あ
る
。
四
条
村
か
ら
は
一
町
ば
か
り
東
で
あ
る
。「
享
保
陵
考
」
は
（
そ
の

塚
の
名
を
）「
福
塚
」
と
い
う
。「
塚
山
」
は
高
さ
七
尺
ば
か
り
で
総
廻
り
五
十
間
、（
塚
の
）
上
に
松
が
二
～

三
株
あ
る
。
こ
の
頃
桜
・
紅
葉
な
ど
を
植
え
た
。
南
に
拝
所
が
あ
る
。
こ
の
頃
「
石
燈（
灯
籠
）爐」

を
立
て
た
。
十
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年
ば
か
り
前
に
難
波
の
人
三
上
氏
と
い
う
医
師
が
石
の
垣
を
設
け
て
塚
の
根
を
め
ぐ
っ
て
と
て
も
厳
か
に
し

た
。「
里
人
」
は
「
字
塚
根
山
」
と
い
う
。
こ
れ
は
神
武
天
皇
の
御
陵
と
い
う
こ
と
で
元
禄
の
頃
江
戸
か
ら
命

が
あ
っ
た
際
に
、
役
人
も
（
そ
の
よ
う
に
）
定
め
て
「
村
長
」
に
も
「
し
る
し
の
札
」
を
下
さ
れ
て
「
雑
人

（
身
分
の
低
い
人
）
樵
木
（
こ
り
き
。
木
の
伐
採
）」
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
塚
は

あ
ま
り
に
も
狭
く
小
さ
く
全
く
天
皇
の
御
陵
の
よ
う
に
は
み
え
な
い
。
古
い
時
代
に
は
何
事
に
も
「
質
素
朴

訥
」
で
あ
っ
た
が
、
神
武
天
皇
陵
よ
り
も
前
の
頃
の
日
向
の
「
挨
山
陵
」「
高
屋
山
上
陵
」「
吾
平
山
上
陵
」

な
ど
も
ど
れ
も
高
く
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
倭
や
ま
との

国
に
都
を
お
定
め
に
な
っ
て
か
ら
、
綏
靖
・
安

寧
・
懿
徳
・
孝
安
・
孝
元
天
皇
陵
は
ど
れ
も
高
く
大
き
な
も
の
で
、
当
然
こ
の
（
神
武
天
皇
）
陵
に
似
て
い

る
筈
も
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、「
貝
原
の
翁
」
も
こ
れ
を
嘆
き
、「
枩
下
氏
」
も
こ
の
こ
と
を
悲
し
み
、

「
本
居
大
人
」
は
（
神
武
天
皇
陵
は
）
こ
こ
で
は
な
い
と
こ
れ
（「
塚
山
」
や
「
神
武
田
」〔
ミ
サ
ン
ザ
イ
〕）

を
疑
っ
た
。
こ
の
頃
江
戸
の
「
柴
邦
彦
」（
栗
山
）
も
こ
の
陵
を
拝
ん
で
次
の
通
り
。

・
里
の
人
に
向
か
っ
て
（
尋
ね
て
）
よ
う
や
く
神
武
天
皇
陵
に
た
ど
り
着
い
た
が
、（
そ
こ
に
は
）
枯
れ
か
け

た
松
と
僅
か
数
尺
の
丘
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

・
神
武
天
皇
が
帝
王
と
し
て
の
運
を
開
く
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
誰
が
人
び
と
を
僻
遠
の
地
の
風
習
か
ら
抜
け

出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

・
聖
徳
太
子
の
像
は
金
の
壇
に
敷
か
れ
て
お
り
、
藤
原
鎌
足
の
墳
は
玉
で
飾
っ
た
高
殿
と
な
っ
て
い
る
。
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・
多
く
の
代
を
経
て
本
家
や
分
家
の
人
び
と
は
、
億
を
超
え
る
程
に
な
っ
た
。

・（
そ
れ
な
の
に
、）
い
っ
た
い
誰
が
こ
の
神
武
天
皇
の
陵
で
一
杯
の
茶
を
焙
煎
す
る
も
の
が
い
る
と
い
う
の

か
。

陪
臣
無
位
柴
邦
彦
謹
書

「
並
河
氏
」
が
『
大
和
志
』
を
著
し
た
時
も
、（
神
武
天
皇
陵
を
）
他
に
求
め
る
所
も
な
い
の
で
こ
の
塚
（「
塚

根
山
」）
を
（
神
武
天
皇
の
）
御
陵
と
定
め
て
、（
神
武
天
皇
陵
は
）
四
条
村
に
あ
り
（
そ
の
）「
祠
庿
」
は

「
大
窪
村
」（
に
あ
る
）
と
記
し
た
。
自
分
も
若
か
っ
た
頃
か
ら
こ
こ
を
疑
っ
て
残
ら
ず
古
い
書
物
（
の
神
武

天
皇
陵
に
つ
い
て
の
記
述
を
）
求
め
、
ま
た
「
里
の
翁
」
に
尋
ね
て
も
そ
こ
と
い
う
よ
う
な
所
も
な
く
、
た

だ
不
審
に
思
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
元
禄
・
享
保
年
間
か
ら
百
年
以
上
が
経
っ
て
、
そ
の
頃
で
さ
え
わ
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
を
今
に
な
っ
て
わ
か
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
似
雲
師
が
西
行
上
人
の
墓
を
探
し
て
何
と

か
い
う
秋
篠
の
外
山
の
里
を
探
り
求
め
た
の
は
、
仏
の
冥
助
神
の
お
告
げ
が
あ
り
千
年
の
疑
い
を
解
い
た
例

も
あ
る
そ
う
だ
か
ら
、（
神
武
天
皇
陵
の
場
所
が
）
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
神
武

天
皇
は
我
が
国
の
神
代
に
お
け
る
混
沌
の
後
を
継
い
で
「
中
つ
洲
」（
大
和
）
を
平
穏
に
治
め
、
四
門
を
開
い

て
す
べ
て
の
方
角
か
ら
人
び
と
を
参
内
さ
せ
た
。
そ
の
統
治
が
始
ま
っ
た
こ
と
や
政
治
・
宗
教
の
麗
し
い
こ

と
は
、
全
く
こ
の
時
か
ら
お
始
め
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。（
神
武
天
皇
は
）
わ
が
国
の
「
大
神
」
と
も
申
し

上
げ
る
べ
き
皇
す
め
らで

あ
る
。
申
す
も
畏
い
こ
と
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
人
び
と
は
上
は
雲
の
上
か
ら
下
は
「
賎
」
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の
民
草
ま
で
誰
で
あ
ろ
う
と
敬
い
尊
び
奉
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
に
（
神

武
天
皇
の
）
御
陵
さ
え
確
か
で
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
と
て
も
と
て
も
畏
い
こ
と
で
は
な

い
か
。
古
い
時
代
の
天
皇
に
よ
る
政
治
・
祭
祀
が
盛
ん
で
あ
っ
た
頃
に
は
諸
陵
寮
を
置
い
て
荷
前
使
を
奉
り

臨
時
奉
幣
・
即
位
を
お
告
げ
に
な
り
、
唐
国
の
信
物
を
頒
け
た
こ
と
は
史
書
に
明
ら
か
で
あ
り
筆
が
絶
え
る

こ
と
は
な
い
。「
延
喜
式
」
に
み
え
る
よ
う
に
守
戸
・
陵
戸
を
配
置
し
て
「
放
牧
樵
漁
」（
牛
・
馬
・
羊
な
ど

を
放
し
飼
い
に
す
る
こ
と
。
ま
た
漁
と
樹
木
の
伐
採
）
を
禁
じ
る
掟
が
作
ら
れ
た
が
、
中
頃
に
仏
法
が
盛
ん

に
な
っ
て
ゆ
く
と
自
ら
孝
養
も
怠
る
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
世
が
乱
れ
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
（
朝
廷
に
よ
る

天
皇
陵
の
祭
祀
）
も
絶
え
果
て
て
し
ま
っ
た
の
は
何
と
も
悲
し
い
。
今
で
は
国
内
は
静
か
で
あ
り
、
何
事
も

古
い
時
代
に
か
え
す
御
改
め
は
有
難
い
聖
の
御
世
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
（
神
武
天
皇
陵
の
衰

微
）
ば
か
り
は
昔
に
か
え
ら
な
い
の
は
い
か
が
か
と
、
古
い
時
代
を
偲
ぶ
愚
か
な
心
か
ら
涙
が
溢
れ
流
れ
て

袖
を
濡
ら
し
た
。
古
い
文
書
に
み
え
る
『
日
本
書
紀
』
に
は
「
畝
火
（
傍
）山

東
北
陵
」
と
、『
古
事
記
』
に
は
「
畝

火
山
之
北
方
白
檮
尾
上
」
と
記
さ
れ
、『
延
喜
式
』
に
は
「
畝
火
（
傍
）山

東
北
陵
畝
火
橿
原
宮
御
宇
神
武
天
皇
在

大
和
国
髙
市
郡
兆
域
東
西
一
町
南
北
二
町
守
戸
五
烟
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
明
ら
か
な
文
が
あ

る
の
に
今
の
（
神
武
天
皇
陵
の
）
場
所
は
違
っ
て
い
る
。
こ
の
『
古
事
記
』
を
著
し
た
人
も
こ
の
大
和
国
の

人
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
を
作
っ
た
舎
人
親
王
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
高
市
郡
の
生
ま
れ
で
あ
る
。『
延
喜
式
』

は
現
在
の
京
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
代
は
毎
年
奉
幣
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
諸
陵
寮
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が
あ
り
そ
こ
に
は
役
人
が
い
て
常
に
天
皇
陵
に
赴
い
て
な
さ
れ
る
祭
祀
が
あ
っ
た
の
で
（
天
皇
陵
の
場
所
を
）

誤
る
わ
け
も
な
か
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、（
文
書
に
は
）
文
字
の
誤
り
も
あ
る
か
ら
、（
そ
こ
で
は
な
く
）

こ
こ
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
は
悪
い
考
え
で
あ
る
。
た
だ
（
こ
の
）
三
書
に
記
さ
れ
た
こ
と
こ
そ
が
正
し
い
と

思
っ
て
、
さ
ら
に
は
畝
火
山
の
東
北
あ
る
い
は
北
の
山
歩
き
を
し
て
（
神
武
天
皇
陵
を
）
探
す
こ
と
だ
と
、

こ
の
冢
に
詣
で
額
づ
い
て
退
い
た
。
こ
こ
か
ら
四
～
五
丁
行
く
と
畝
火
山
東
北
の
麓
の
保
良
村
で
あ
る
。
こ

の
里
は
山
本
村
の
枝
村
で
「
餌
取
」
が
住
む
。
こ
の
村
の
神
祠
に
詣
で
る
が
祭
神
が
わ
か
ら
な
い
。「
里
人
」

に
問
う
と
「
生
玉
」
と
答
え
た
。
そ
れ
か
ら
山
に
登
っ
て
道
も
な
い
険
し
い
坂
を
越
え
て
そ
こ
こ
こ
と
尋
ね

る
と
、
こ
の
山
（
畝
火
山
）
の
東
北
の
尾
上
に
松
が
高
く
繁
っ
て
い
て
特
に
高
い
所
が
あ
る
。「
里
人
」
は

「
白
𡈽
の
ハ
ナ
」
ま
た
「
岩
ハ
ナ
」
と
い
う
。
岩
を
切
っ
て
重
ね
て
積
ん
だ
形
（
の
所
）
が
あ
る
。
東
・
北
・

西
の
三
方
は
山
に
は
離
れ
て
い
て
南
の
方
向
は
山
に
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
私
が
若
い
時
か
ら
こ
こ
に
関

心
を
寄
せ
て
何
度
も
こ
こ
を
尋
ね
て
い
た
が
、
い
つ
も
「
し
も
と
」（
楉
。
細
長
く
伸
び
た
枝
）
や
「
か
や
」

（
萱
）
な
ど
が
生
え
繁
っ
て
そ
こ
が
何
で
あ
る
の
か
も
わ
か
ら
ず
帰
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
今
日
は
折
よ
く

「
し
も
と
の
原
」
を
刈
り
取
っ
て
高
い
松
が
繁
り
あ
っ
て
い
た
の
で
、
具
合
よ
く
こ
の
辺
り
三
町
ば
か
り
の
所

は
行
か
な
い
所
も
な
く
歩
き
ま
わ
っ
た
。
こ
こ
に
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま
っ
て
静
か
に
見
渡
す
と
、
な
ん
だ
か

御
陵
の
様
子
と
思
わ
れ
た
。（
神
武
天
皇
陵
は
）
恐
ら
く
は
こ
こ
で
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
も
の

の
、
な
お
確
か
な
証
拠
が
な
い
の
で
こ
の
山
を
南
に
下
り
て
畝
火
村
に
行
っ
た
。



四
八

（
略
）

そ
れ
か
ら
翁
に
神
武
天
皇
の
御
陵
に
つ
い
て
尋
ね
た
が
、
翁
が
い
う
に
は
、「
こ
の
御
陵
（
神
武
天
皇
陵
）
は

「
塚
根
山
」
で
あ
る
と
古
く
か
ら
申
し
伝
え
て
「
公
」
で
も
（
そ
の
よ
う
に
）
お
定
め
に
な
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、（
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
）
他
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
あ
た
り
の
年
を
と
っ
た
翁
な
ど

も
何
と
な
く
今
の
所
（「
塚
根
山
」）
は
（
神
武
天
皇
陵
と
は
）
違
う
よ
う
に
言
う
者
も
な
い
の
で
は
な
い
」

と
い
う
。
そ
れ
な
ら
ば
こ
の
山
（
畝
火
山
）
の
中
の
字
に
も
し
か
し
た
ら
「
か
し
の
尾
」「
白
か
し
」
な
ど
と

い
う
所
が
な
い
か
と
問
う
と
、
翁
が
い
う
に
は
、「
こ
の
畝
火
山
は
東
の
方
は
北
か
ら
南
へ
回
る
ま
で
み
な
畝

火
村
の
領
で
あ
る
。
南
西
は
真
名
子
谷
の
辺
り
ま
で
こ
の
村
（
山
本
村
）
の
領
で
あ
る
。
北
は
保
良
村
か
ら

山
本
村
の
領
で
、
西
北
の
隅
は
慈
明
寺
村
の
領
、
真
西
は
大
谷
村
の
領
、
西
南
は
吉
田
村
の
領
で
あ
る
。
畝

火
村
（
と
）
の
境
は
こ
と
に
広
い
。
こ
の
山
（
畝
火
山
）
の
北
の
端
東
の
隅
に
「
白
か
し
」
と
い
う
所
は
あ

る
。
そ
れ
で
は
山
道
を
歩
い
て
道
案
内
を
し
よ
う
」
と
（
翁
は
）
先
に
立
っ
て
行
く
。
う
れ
し
い
こ
と
限
り

な
い
。
翁
に
従
っ
て
行
く
と
こ
の
（
畝
火
）
山
の
東
方
の
大
道
を
に
わ
か
に
北
へ
行
っ
て
北
の
隅
の
保
良
村

の
上
に
竹
叢
が
あ
る
所
を
教
え
て
、「
こ
こ
こ
そ
が
「
白
か
し
」
と
い
う
所
で
あ
る
。
こ
の
畝
火
村
と
山
本
村

の
領
の
境
で
あ
る
」
と
い
っ
た
。
こ
こ
は
、
先
に
み
た
「
白
𡈽
の
ハ
ナ
」
ま
た
は
「
岩
鼻
」
と
い
う
所
で
あ

る
。
ま
た
、「
あ
た
り
の
村
里
に
「
郷
踊
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
畝
火
の
神
に
願
い
事
を
し
て
そ
の
願
い
が

満
ち
る
と
村
々
か
ら
（
人
び
と
が
）
出
て
大
踊
り
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
年
ご
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
が
二
十
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年
三
十
年
（
の
内
）
に
は
必
ず
あ
る
。
そ
の
時
に
は
こ
こ
で
踊
り
を
す
る
の
が
古
い
頃
か
ら
の
例
と
な
っ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
の
有
様
は
、
山
に
沿
っ
て
少
し
の
平
地
で
あ
っ
て
い
か
に
も
古
く
の
宣

命
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。
果
た
し
て
い
よ
い
よ
こ
こ
に
（
神
武
天
皇
陵
は
）
間
違
い
な
い

と
定
め
た
。
後
の
世
の
陵
は
す
べ
て
南
面
で
北
に
高
く
御
陵
を
築
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
昔
の
世
で
は
そ

の
よ
う
な
定
め
も
な
か
っ
た
よ
う
で
、
た
だ
山
の
形
に
自
然
に
で
き
た
も
の
で
あ
る
。（
こ
の
こ
と
は
）
綏
靖

天
皇
陵
の
形
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
安
寧
天
皇
の
陵
は
北
を
上
に
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
後
の
世
の
様

子
の
よ
う
で
は
な
い
。
東
は
高
く
西
が
低
く
た
だ
山
の
形
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
考
え
る
に
、

神
武
天
皇
の
御
陵
は
こ
こ
で
あ
る
と
定
め
た
。
長
い
日
も
山
の
稜
線
に
入
り
、
道
案
内
に
何
度
も
お
礼
を
言
っ

て
今
井
に
帰
っ
た
。

　
「
な
か
ミ
ち
」
一
行
は
、
ま
ず
四
条
村
を
訪
れ
「
塚
根
山
」
に
詣
で
た
。
こ
れ
は
即
ち
幕
府
が
管
理
す
る
神

武
天
皇
陵
で
あ
る
。
そ
し
て
「
な
か
ミ
ち
」
は
、「
塚
根
山
」
に
つ
い
て
の
形
状
、
植
樹
の
種
類
、
拝
所
・
石

燈
籠
・
垣
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
て
そ
れ
が
余
り
に
も
狭
小
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
、
そ
れ
を
根
拠
に
そ
こ
は

神
武
天
皇
陵
で
は
な
い
と
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
貝
原
の
翁
」（
貝
原
益
軒
）・「
枩
下
氏
」（
松
下
見

林
）・「
本
居
大
人
」（
本
居
宣
長
）
そ
れ
ぞ
れ
の
神
武
天
皇
陵
の
所
在
地
に
つ
い
て
の
考
え
を
示
す
。
そ
の
上

で
、「
柴
邦
彦
」（
柴
野
栗
山
）
の
漢
詩
「
神
武
山
陵
」
を
引
く
。
そ
の
「
半
死ノ枯
松
數
尺
丘
」「
此
處
何
無ナ
キ

レ
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焙
二
一
杯
一
」
と
の
句
か
ら
は
、
初
代
神
武
天
皇
陵
の
衰
微
を
嘆
く
柴
野
栗
山
の
心
情
が
い
か
に
も
し
み
じ
み

と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

次
い
で
「
な
か
ミ
ち
」
は
、「
并
（
並
）河

氏
の
大
和
志
つ
く
れ
る
時
も
」
と
し
て
『
大
和
志
』
か
ら
引
用
す
る
。

そ
し
て
こ
れ
に
す
ぐ
に
続
け
て
「
外
に
求
む
へ
き
方
も
な
け
れ
は
此
塚
（
引
用
註
、
四
条
村
の
「
塚
根
山
」）

を
御
ン
と
さ
た
め
て
四
条
村
ニ
あ
り
祠
庿
は
大
窪ク
ホ

村
と
し
る
さ
れ
た
り
」
と
す
る
。
こ
の
部
分
の
冒
頭
の
「
外

に
求
む
へ
き
方
も
な
け
れ
は
」
は
「
現
代
文
訳
」
の
条
で
見
た
通
り
「（
神
武
天
皇
陵
を
）
他
に
求
め
る
所
も

な
い
の
で
」
と
の
意
味
に
な
る
。
そ
し
て
気
持
ち
と
し
て
は
「
止
む
を
得
ず
そ
う
し
た
」
と
い
う
意
味
合
い
に

な
る
。
こ
れ
は
、
如
何
に
も
「
な
か
ミ
ち
」
の
考
え
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
相
当
す
る
部
分
は

『
大
和
志
』
の
原
文
に
は
な
い（

52
）。

こ
れ
は
一
体
ど
う
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
か
の
よ

う
に
「
な
か
ミ
ち
」
は
続
け
て
「
や
つ
か
れ
若
き
時
ゟ
こ
れ
を
う
た
が
ひ
て
あ
ま
ね
く
ふ
る
き
文
に
も
と
め
又

里
の
翁
に
あ
な
ぐ
り
尋
れ
ど
も
そ
こ
と
定
む
へ
き
方
も
な
く
た
ゝ
あ
や
し
ミ
お
も
ふ
ば
か
り
也
元
禄
享
保
を
さ

る
こ
と
百
年
に
あ
ま
り
て
其
時
さ
へ
も
知
れ
か
た
き
事
の
今
に
な
り
て
し
る
へ
き
に
あ
ら
す
」
と
い
う
。
つ
ま

り
「
若
き
時
」
か
ら
「
な
か
ミ
ち
」
は
、
四
条
村
の
「
塚
山
」
が
神
武
天
皇
陵
で
あ
る
こ
と
を
疑
っ
て
各
種
文

献
に
そ
れ
に
つ
い
て
の
記
述
を
求
め
、「
里
の
翁
」
に
話
を
聞
い
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
元
禄
」

と
い
う
の
は
、
幕
府
が
四
条
村
の
「
塚
根
山
」
を
神
武
天
皇
陵
と
定
め
た
頃（

53
）、「

享
保
」
と
い
う
と
い
う
の
は
、

『
大
和
志
』
が
著
さ
れ
刊
行
さ
れ
た
頃（

54
）を

示
す
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、「
さ
る
こ
と
百
年
に
あ
ま
り
て
」
に
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つ
い
て
は
、
明
確
な
指
標
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、『
大
和
志
』
か
ら
の
引
用
に

言
寄
せ
て
「
外
に
求
む
へ
き
方
も
な
け
れ
は
」
と
の
一
言
を
あ
た
か
も
『
大
和
志
』
の
一
部
と
も
読
み
得
る
箇

所
に
加
え
た
の
は
、
や
は
り
牽
強
付
会
と
の
指
摘
を
免
れ
得
な
い
所
で
あ
る
。

　

続
い
て
「
な
か
ミ
ち
」
は
似
雲
が
西
行
の
墓
を
探
し
た
故
事
に
触
れ
、
そ
の
後
で
歴
史
を
振
り
返
る
視
点
か

ら
、
天
皇
陵
の
衰
微
に
至
る
経
過
が
語
ら
れ
る
。「
な
か
ミ
ち
」
の
該
博
な
知
識
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
件
で

あ
る
。

　

そ
し
て
「
な
か
ミ
ち
」
は
「
塚
根
山
」
を
辞
し
た
。
そ
し
て
向
か
っ
た
先
が
「
保
良
村
」
で
あ
る
。
前
に
も

触
れ
た
よ
う
に
「
保
良
村
」
は
山
本
村
の
枝
村
で
あ
る
。
そ
し
て
畝
火
山
に
登
り
、「
里
人
」
が
「
白
𡈽
の
ハ

ナ
」
ま
た
「
岩
ハ
ナ
」
と
い
う
所
に
着
い
た
。「
な
か
ミ
ち
」
は
自
ら
が
「
若
き
時
」
か
ら
こ
こ
に
関
心
が
あ

り
、
何
度
も
訪
れ
て
い
た
が
、
今
回
は
具
合
よ
く
観
察
で
き
た
と
い
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
具
合
よ
く
観
察
で

き
た
と
い
う
の
な
ら
、「
な
か
ミ
ち
」
は
何
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
記
録
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
そ
こ
で
何
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
事
柄
は
、「
な
か
ミ
ち
」
が
そ
こ
が
真
の
神
武
天
皇

陵
と
し
て
認
め
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
条
件
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
極
め
て
興
味
深
い
問
題
に
直

結
す
る
至
っ
て
大
切
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
「
な
か
ミ
ち
」
は
た
だ
こ
う
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。「
此

所
に
ま
ゝ
居
し
て
し
つ
か
に
見
渡
す
に
何
と
な
く
御
陵
の
さ
ま
と
お
も
ハ
れ
侍
る
」。「
し
つ
か
に
見
渡
す
」
と

い
う
が
、
何
を
見
た
の
か
を
知
り
た
い
所
で
あ
る
。「
何
と
な
く
御
陵
の
さ
ま
と
お
も
ハ
れ
侍
る
」
と
い
う
が
、
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「
何
と
な
く
」
で
良
い
の
か
聞
き
た
い
所
で
あ
る
。

　

し
か
し
ま
だ
決
着
が
つ
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
右
の
引
用
に
続
け
て
「
な
か
ミ
ち
」
は
こ
う
い
う
の
で
あ

る
。「
大
か
た
ハ
此
と
こ
ろ
に
た
が
ひ
ハ
あ
ら
し
物
を
と
お
し
は
か
り
仕
れ
と
な
ほ
明シ
ル
シ證

の
な
け
れ
ハ
此
山
を

南
へ
下
り
て
畝
火
村
に
ゆ
き
ぬ
」。「
な
か
ミ
ち
」
は
畝
火
山
に
行
っ
て
何
を
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、「（
略
）」
を
挟
ん
で
後
段
劈
頭
の
「
翁
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
「
翁
」
に
つ
い
て
は
、「（
略
）」

の
部
分
に
そ
の
動
向
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
な
か
ミ
ち
」
は
、「
人
王
四
代
懿
徳
天
皇
の
御
陵

と
公
よ
り
の
し
る
し
の
札
」
の
あ
る
「
小
さ
き
森（

55
）」

を
過
ぎ
た
。
そ
れ
か
ら
字
を
甚
右
衛
門
と
い
う
畝
火
村

の
「
村
長
」
に
会
っ
て
、「（
略
）」
の
前
段
の
後
半
の
部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
「
白
𡈽
の
ハ
ナ
」「
岩
ハ
ナ
」
に

つ
い
て
尋
ね
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
「
村
長
」
は
不
在
で
、
字
を
甚
兵
衛
と
い
う
「
若
き
人
」
の
案
内
を
受
け

て
畝
火
村
内
を
探
索
し
て
い
た
。
そ
こ
に
、
出
先
か
ら
戻
っ
て
き
た
畝
火
村
の
「
村
長
」
の
甚
右
衛
門
が
「
な

か
ミ
ち
」
を
追
い
か
け
て
き
て
合
流
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
や
は
り
「（
略
）」
の
部
分
に
は
、
こ
の
甚
右
衛
門
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
『
卯
花
日
記
』
に

書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
お
の
れ
（
引
用
註
、「
な
か
ミ
ち
」）
ハ
識
る
人
に
そ
あ
ら
ざ
れ
ど
も
巴
人
子
ハ

此
村
長
（
引
用
註
、
甚
右
衛
門
）
の
相
識
れ
る
人
」
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
な
か
ミ
ち
」
に
同
行
し

て
い
た
「
巴
人
子
」
は
こ
の
こ
と
に
気
が
付
い
て
、「
や
ゝ
と
よ
び
と
ゝ
め
先
酒
を
す
ゝ
む
此
翁
（
引
用
註
、

「
村
長
」
の
甚
右
衛
門
）
も
う
ち
よ
ろ
こ
び
て
酒
の
み
て
ま
と
居
（
引
用
註
、
親
し
い
者
同
士
の
楽
し
い
集
ま
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り
。
団
欒
）
し
た
り
」（
四
月
二
十
六
日
条
）
と
い
う
。
こ
う
し
た
間
柄
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
遣
り
取
り
が
、「
な

か
ミ
ち
」
と
こ
の
「
村
長
」
と
の
間
に
も
交
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
こ
の
「
翁
」「
村
長
」
に
つ
い

て
は
「
甚
右
衛
門
」
と
い
う
こ
と
に
す
る
。

　

早
速
「
な
か
ミ
ち
」
は
、
甚
右
衛
門
に
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
問
う
た
。
神
武
天
皇
陵
の
何
に
つ
い
て
問
う

た
の
か
は
『
卯
花
日
記
』
に
は
特
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
塚
根
山
」
が
真
の
天
皇
陵
で
あ
る
の
か
ど
う
か

に
つ
い
て
問
う
た
と
み
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
す
る
甚
右
衛
門
の
答
え
は
次
の
通
り
で
あ
る
。『
卯
花

日
記
』
の
原
文
を
再
掲
す
る
。

こ
の
御
陵
の
事
ハ
塚
根
山
な
り
と
ふ
る
く
申
傳
へ
て
公
に
も
さ
た
め
た
ま
ふ
う
へ
ハ
外
に
し
る
へ
き
や
う
も

な
し
さ
れ
と
も
此
あ
た
り
の
ふ
る
き
翁
な
ん
ど
も
何
と
や
ら
今
の
所
ハ

た
が
ひ
た
る
へ
う
に
申
も
な
き
に

ハ
あ
ら
ず

　

驚
く
べ
き
内
容
で
あ
る
。
一
見
し
て
明
白
な
通
り
、
そ
の
後
段
に
は
甚
右
衛
門
に
よ
る
「
此
あ
た
り
の
ふ
る

き
翁
な
ん
ど
も
何
と
や
ら
今
の
所
ハ

た
が
ひ
た
る
へ
う
に
申
も
な
き
に
ハ
あ
ら
ず
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ

こ
で
は
「
此
あ
た
り
の
ふ
る
き
翁
な
ん
ど
」
が
、
四
条
村
の
「
塚
根
山
」
が
幕
府
に
よ
っ
て
神
武
天
皇
陵
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
疑
問
と
す
る
考
え
の
あ
っ
た
こ
と
が
存
分
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
の
こ
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と
を
「
な
か
ミ
ち
」
が
『
卯
花
日
記
』
に
記
す
と
ま
で
甚
右
衛
門
が
想
定
し
て
い
た
か
は
全
く
わ
か
ら
な
い

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
数
あ
る
近
世
に
お
け
る
「
塚
根
山
」
の
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
の
言
説
の
中
で
も
、
最

も
印
象
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
全
く
間
違
い
な
い
。
し
か
も
そ
れ
は
、
右
に
み
た
「
な
か
ミ
ち
」
お
よ
び

そ
の
周
囲
の
人
的
関
係
を
介
す
る
こ
と
よ
っ
て
は
じ
め
て
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

　

次
い
で
「
な
か
ミ
ち
」
は
、「
此
山
の
中
の
字
に
も
し
も
か
し
の
尾
白
か
し
な
ん
と
云
所
か
な
き
に
や
」
と

問
う
。「
な
か
ミ
ち
」
と
し
て
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
が
聞
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
甚
右
衛
門
は
次
の
よ
う

に
答
え
た
。
や
は
り
、『
卯
花
日
記
』
の
原
文
を
再
掲
す
る
。

此
畝
火
山
ハ
東
の
方
ハ
北
よ
り
南
へ
ま
わ
り
て
ミ
な
畝
火
村
の
領
也
南
西
ハ
真
名
子
谷
の
あ
た
り
ま
て
此
村

の
領
分
な
り
北
ハ
保
良
村
よ
り
山
本
村
の
領
に
て
西
北
の
す
ミ
は
慈
明
寺
村
の
領
真
西
ハ
大
谷
村
の
領
西
南

の
所
ハ
吉
田
村
の
領
也
畝
火
邑
の
さ
か
い
ハ
こ
と
に
廣
し
此
山
の
北
の
は
し
東
の
す
ミ
に
白
か
し
と
申
所
ハ

あ
る
な
り
さ
ら
ハ
山
ふ
み
し
て
道
し
る
べ
し
て
む

　

甚
右
衛
門
は
「
村
長
」
と
し
て
、
畝
火
村
の
こ
と
は
知
悉
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
白
か
し
」
と
い
う
所
は

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
引
い
た
甚
右
衛
門
の
「
今
の
所
ハ

た
が
ひ
た
る
へ
う
に
申
も
な
き
に
ハ
あ
ら
ず
」

と
の
言
に
は
、
確
固
た
る
裏
付
け
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
な
か
ミ
ち
」
の
心
中
は
、
歓
喜
に
満
ち
溢
れ
た
こ
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と
で
あ
ろ
う
。

　

甚
右
衛
門
に
従
っ
て
「
な
か
ミ
ち
」
は
、
畝
傍
山
の
東
方
の
「
大
道
」
を
ひ
た
す
ら
北
に
行
く
。
す
る
と

「
北
の
す
ミ
保
良
村
の
上
に
竹
む
ら
の
あ
る
所
を
お
し
へ
て
こ
ゝ
そ
白
か
し
と
云
所
也
此
畝
火
村
と
山
本
村
と

の
領
さ
か
い
な
り
と
云
こ
は
さ
き
に
見
つ
る
白
𡈽
の
ハ
ナ
又
ハ
岩
鼻
と
云
處
な
り
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、
先
ほ

ど
ま
で
居
た
所
に
ま
た
来
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
こ
に
は
な
ん
と
、「
白
か
し
」「
白
𡈽
の
ハ
ナ
」「
岩

鼻
」
と
い
う
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
あ
た
り
の
村
里
」
の
「
郷
踊
」
の
伝
承
、「
宣
命
所
」
と
思
わ
れ
る
場
所
が
眼
前
に
現
れ
る
。
ま

た
、
必
ず
し
も
「
後
の
世
の
陵
ハ
ミ
な
〳
〵
南
面
に
て
北
ニ
た
か
く
御
ン
を
つ
き
た
る
物
な
れ
と
」
で
は
な
い
、

「
後
の
世
の
さ
ま
の
こ
と
き
に
は
あ
ら
ず
東
高
く
西
の
ひ
き
く
た
ゝ
山
の
形
に
し
た
が
ひ
た
る
也
」
と
い
う
、

「
後
の
世
」
と
は
異
な
る
「
上
世
」
の
天
皇
陵
築
造
の
原
則
に
も
考
え
を
及
ぼ
す
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。

「
此
に
て
か
む
か
う
る
に
神
武
天
皇
御
ン
ハ
こ
ゝ
な
り
と
さ
だ
め
侍
り
ぬ
」
と
は
、
こ
こ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え

た
上
で
の
「
な
か
ミ
ち
」
の
結
論
で
あ
る
。

　

そ
し
て
長
か
っ
た
日
も
落
ち
て
き
た
の
で
、
道
案
内
を
し
て
く
れ
た
甚
右
衛
門
に
何
度
も
お
礼
を
言
っ
て
別

れ
、「
な
か
ミ
ち
」
一
行
は
今
井
に
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
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「
白
か
し
尾
」「
う
た
か
ひ
の
晴
た
る
こ
と
の
う
れ
し
さ
云
ば
か
り
な
し
」（
四
月
二
十
七
日
条
）

　

翌
四
月
二
十
七
日
の
「
な
か
ミ
ち
」
の
動
向
に
つ
い
て
記
す
。「
な
か
ミ
ち
」
は
畝
火
山
に
行
っ
て
神
武
天

皇
陵
の
所
在
地
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
の
当
否
を
糺
そ
う
と
思
っ
た
が
、「
巴
人
子
」
の
家
に
用
事
が
あ
り
、

昼
食
を
食
べ
て
か
ら
「
巴
人
子
」「
田
川
氏
」
と
「
今
井
の
里
」
を
出
て
高
市
御
縣
神
社
（「
苔
の
宮
」
と
も
）

（
橿
原
市
四
条
町
）
に
詣
で
、
そ
れ
か
ら
南
に
向
か
っ
た
。
以
下
、
左
の
引
用
に
続
く
。

【『
卯
花
日
記
』】

〔
原
文
〕

か
く
て
南
に
ゆ
け
ハ
大
久
保
村
な
り
村
の
北
ニ
大
窪
廃
寺
の
跡
と
て
東
金
堂
西
金
堂
の
礎
石
あ
り
芝
生
の
中

に
大
石
七
ツ
八
ツ
見
た
り
又
此
所
に
細
き
河
の
あ
る
に
此
川
中
も
大
石
あ
ま
た
見
た
り
村
の
西
北
の
隅
に
森

あ
り
祠
庿
あ
り
神
武
天
皇
を
い
つ
き
祭
り
奉
る
也
と
村
老
の
い
へ
り
村
の
中
南
の
方
に
国
源
寺
の
跡
あ
り
今

ハ
小
堂
一
宇
観
世
音
ま
し
ま
す
又
小
祠
あ
り
め
く
ら
ずマ
マ

に
小
池
有
て
弁
才
天
を
ま
つ
る
寺
僧
に
ふ
る
き

た

つ
ね
ん
と
て
堂
の
方
へ
ゆ
く
に
折
か
ら
戸
さ
し
こ
め
て
人
有
と
も
見
へ
ず
大
窪
寺
の
事
ハ
大
和
旧
跡
書
考
に

多
武
峰
畧
記
を
引
て
云
円
融
院
の
天
延
二
年
泰
然
法
師
建
立
と
云
々
人
皇
一
の
国
王
の
為
に
す
と
い
へ
り
考

る
に
天
武
紀
朱
鳥
元
年
檜
隈
寺
軽
大
窪
寺
各
村
百
戸
限
二
三
十
年
一
を
し
る
さ
れ
た
り
さ
れ
は
天
延
二
年
建
立

と
す
る
ハ
た
が
へ
り
い
に
し
へ
よ
り
朝
家
尊
崇
の
御
寺
也
い
ま
の
礎
石
に
て
そ
の
む
か
し
の
有
さ
ま
思
ふ
べ
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し
再
か
む
か
う
る
に
大
窪
寺
日
本
紀
ニ
寺
號
を
し
る
さ
れ
す
今
の
礎
石
ハ
大
窪
寺
の
物
に
て
の
ち
に
天
延
二

年
ニ
泰
善
法
師
の
建
立
ハ
国
源
寺
と
名
つ
け
た
る
に
や
人
王
㐧
一
の
国
主
の
た
め
に
す
と
い
へ
る
ハ
国
源
の

名
も
神
武
天
皇
御
事
に
よ
れ
る
に
や
此
大
窪
の
村
は
畝
火
山
の
真
東
に
て
御
陵
に
ち
か
く
む
か
ひ
た
れ
ハ
い

よ
〳
〵
御
陵
の
所
の
し
る
し
也
ま
た
泰
善
法
師
の
建
立
の
時
も
神

老
翁
と
化
し
た
ま
ひ
丸
は
人
王
第
一
の

国
主
な
り
こ
の
所
に
寺
を
立
て
な
ん
に
は
永
く
宝
祈（
祚
）を

守
る
へ
し
と
の
た
ま
ふ
と
云
事
あ
り
例
の
そ
ら
こ
と

に
て
受
け
か
た
け
れ
共
御
陵
に
ち
か
き
あ
た
り
な
る
事
の
證
と
ハ
す
へ
き
な
り
こ
の
里
の
西
の
方
田
の
中
に

娘
の
塚
と
て
さ
ゝ
や
か
な
る
冢
あ
り
て
か
た
は
か
り
残
り
た
り
此
な
ん
万
葉
ニ
見
た
る
桜
児
の
お
き
つ
き
の

跡
な
り
と
ぞ
此
村
の
西
に
小
河
有
桜
河
と
云
此
川
を
渡
り
て
保
良
村
の
白
か
し
尾
也
此
川
よ
り
見
る
に
御
陵

の
所
ハ
三
段
に
丸
く
高
く
松
生
し
げ
り
て
山
の
つ
ゝ
き
と
ハ
い
ひ
な
か
ら
誠
に
き
つ
き
た
る
さ
ま
の
あ
り
〳
〵

と
見
ゆ
る
に
ぞ
か
の
式
の
兆
域
南
北
一
町
東
西
一
（
二
）町

と
あ
る
に
よ
く
か
な
ひ
て
い
よ
〳
〵
御
陵
に
う
た
が
ひ

な
く
年
を
へ
し
う
た
か
ひ
の
晴
た
る
こ
と
の
う
れ
し
さ
云
ば
か
り
な
し
こ
れ
ハ
巴
人
子
の
い
さ
を
な
り
此
あ

た
り
の
む
ら
さ
と
の
お
さ
に
相
識
る
人
多
く
い
つ
か
た
に
て
も
よ
く
案
内
し
て
を
し
へ
給
ふ
故
に
か
く
ま
て

に
明
ニ
な
り
ゆ
く
な
り
あ
は
れ
貝
原
并
（
並
）河

本
居
の
大
人
に
此
事
を
か
た
り
な
バ
い
か
ば
か
り
よ
ろ
こ
び
た
ま

ふ
ら
ん
こ
の
御
陵
よ
り
塚
根
山
ま
て
ハ
わ
つ（
づ
か
）がに

五
六
丁
を
へ
た
つ
れ
ど
も
そ
の
あ
い
た
に
川
筋
二
筋
も
あ

り
て
昔
よ
り
尾
上
と
云
へ
き
所
に
あ
ら
す
又
紀
の
東
北
と
し
る
さ
れ
た
る
も
記
の
畝
火
山
の
北
白
檮
尾
上
と

し
る
さ
れ
た
る
に
も
よ
く
か
な
ひ
た
り
塚
根
山
は
た
か
ひ
た
る
に
き
わ
ま
り
た
り
こ
れ
ハ
塚
根
山
ハ
い
か
に
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と
云
に
こ
れ
も
い
に
し
へ
の
尊
き
人
の
塚
な
る
へ
し
庶
ア
ラ
メ

兄
手
研
耳
命
の
冢
な
る
か
又
ハ
苔
の
宮
に
ち
か
き
な

れ
ハ
高
市
御
縣
の
神
の
塚
な
る
か
又
四
条
村
の
里
人
の
云
ニ
ハ
中
む
か
し
四
条
村
に
大
木
右
馬
允
と
云
人
有

て
こ
の
あ
た
り
知
る
人
に
て
い
ま
も
田
地
の
字
に
屋
敷
跡
の
名
残
れ
り
と
そ
此
塚
を
福
塚
と
い
ひ
た
る
な
り

と
い
へ
り
御
冢
寺
も
あ
り
た
る
に
や
又
日
本
記（
紀
）ニ

ハ
神
武
天
皇
の
皇
子
手タ

研キ
シ

耳
命
神カ
ン

渟ヌ

名ナ

川カ
ハ

耳
尊
神カ
ン

八ヤ
ツ

井イ

耳ミ
ヽ

命
三
柱ハ
シ
ラと

し
る
さ
れ
る
に
古
事
記
ニ
ハ
庶
兄
當
藝
志
美
命
又
皇
后
の
御
子
日ヒ

子コ

八ヤ
ツ

井イ

次
ツ
ギ
ニ

神カ
ン

八ヤ
ツ

井イ

耳ミ
ヽ

命

次ツ
キ
ニ

神カ
ン

沼ヌ

河カ
ハ

耳ミ
ヽ

命
と
す
へ
て
四ヨ

柱
ハ
シ
ラ

ま
し
ま
す
と
し
る
さ
れ
た
り
さ
れ
ハ
か
の
山
本
村
な
る
若
宮
を
大
和
志

に
若
井
耳
の
宮
と
し
る
さ
れ
た
る
ハ
日ヒ

子コ

八ヤ
ツ

井イ

命
の
御
事
に
し
て
山
本
村
に
あ
る
塚
ハ
こ
の
日
子
八
井
命
の

塚
に
し
て
記
（
紀
）に

い
わ
ゆ
る
畝
火
山
の
北
ニ
か
く
し
奉
る
と
し
る
さ
れ
た
る
そ
神
八
井
耳
命
の
御
塚
に
し
て
い

ま
の
塚
根
山
な
る
も
し
る
べ
か
ら
す
こ
ハ
枝
葉
の
事
に
て
し
い
て
あ
げ
つ
ら
ふ
へ
き
こ
と
も
な
く
さ
れ
と
も

の
つ
い
で
に
か
き
つ
く
と
ま
れ
か
く
ま
れ
天
皇
の
御
陵
と
い
ふ
は
い
た
く
た
が
へ
り

〔
現
代
文
訳
〕

そ
れ
か
ら
南
に
行
く
と
大
久
保
村
で
あ
る
。
村
の
北
に
は
大
窪
廃
寺
の
跡
の
東
金
堂
・
西
金
堂
の
礎
石
が
あ

る
。
芝
生
の
中
に
は
大
石
が
七
ツ
八
ツ
あ
る
。
ま
た
こ
こ
に
細
い
河
が
あ
る
が
、
こ
の
川
の
中
に
も
大
き
な

石
が
多
く
あ
る
。
村
の
西
北
の
隅
に
森
が
あ
る
。
祠
廟
が
あ
り
神
武
天
皇
を
祀
る
と
「
村
老
」
は
い
う
。
村

の
「
中
南
」
の
方
の
国
源
寺
の
跡
が
あ
る
。
今
で
は
、
小
堂
一
宇
に
観
世
音
が
お
わ
し
ま
す
。
ま
た
、
小
祠

が
あ
り
小
池
が
め
ぐ
っ
て
い
て
「
弁
才
天
」
を
ま
つ
る
。
寺
僧
に
古
い
こ
と
を
尋
ね
よ
う
と
堂
に
向
か
っ
て
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行
く
と
、
そ
の
時
に
は
戸
が
閉
ま
っ
て
い
て
人
が
い
る
よ
う
に
は
み
え
な
か
っ
た
。
大
窪
寺
の
こ
と
は
『
大

和
旧
跡
書
考
』
が
「
多
武
峰
畧
記
」
を
引
用
し
て
「
円
融
院
の
天
延
二
年
に
泰
善
法
師
建
立
」
云
々
と
し
、

「
人
皇
一
の
国
王
の
為
に
す
る
」
と
い
う
。
考
え
る
と
「
天
武
紀
」
に
、「
朱
鳥
元
年
檜
隈
寺
軽
大
窪
寺
各
村

百
戸
三
十
年
を
限
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
天
延
二
年
建
立
と
す
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
。

古
く
か
ら
「
朝
廷
尊
崇
」
の
御
寺
で
あ
る
。
い
ま
の
「
礎
石
」
か
ら
そ
の
昔
を
思
う
べ
き
で
あ
る
。
再
び
考

え
る
と
、
大
窪
寺
は
『
日
本
書
紀
』
に
は
寺
号
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
今
の
礎
石
は
大
窪
寺
の
物
で
、
後
に

天
延
二
年
に
泰
善
法
師
の
建
立
と
す
る
の
は
国
源
寺
と
名
付
け
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
王
第
一

の
国
主
の
た
め
に
す
る
と
い
う
の
は
、
国
源
と
の
名
も
神
武
天
皇
の
御
事
に
よ
っ
て
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
大
窪
村
は
畝
火
山
の
真
東
で
（
神
武
天
皇
）
陵
に
近
く
向
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、（
そ
の
大
窪
村

に
国
源
寺
が
あ
る
と
い
う
の
は
、）
確
か
に
（
大
窪
村
が
神
武
天
皇
の
）
御
陵
の
場
所
と
い
う
こ
と
の
証
拠
で

あ
る
。
ま
た
、
泰
善
法
師
が
（
国
源
寺
を
）
建
立
し
た
時
も
、（
神
武
天
皇
は
）「
神
霊
老
翁
」
と
化
し
、「
朕

は
人
王
第
一
の
国
主
で
あ
る
。
こ
こ
に
寺
を
立
て
た
ら
長
く
「
宝
祚
」（
天
皇
の
位
）
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
と
仰
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。（
し
か
し
こ
れ
は
）
よ
く
あ
る
（
僧
侶
の
）
虚
言
で
あ
り
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
が
、（
大
窪
村
が
神
武
天
皇
の
）
御
陵
の
近
く
に
あ
る
こ
と
の
證
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
里
の
西
の

方
の
田
の
中
に
「
娘
の
塚
」
と
い
っ
て
小
さ
な
冢
が
あ
り
少
し
だ
け
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
万
葉
集
』
に

み
え
る
「
桜
児
」
の
「
お
き
つ
き
」（
墓
所
）
の
跡
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
村
（
大
窪
村
）
の
西
に
小
川
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が
あ
っ
て
「
桜
河
」
と
い
う
。
こ
の
川
を
渡
る
と
保
良
村
の
「
白
か
し
尾
」
で
あ
る
。
こ
の
川
か
ら
見
る
と

（
神
武
天
皇
の
）
御
陵
の
場
所
は
三
段
に
丸
く
高
く
松
が
生
い
繁
っ
て
山
の
続
き
と
は
言
い
な
が
ら
、
実
際
に

築
か
れ
た
様
子
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
の
で
あ
っ
た
。
あ
の
『
延
喜
式
』
に
あ
る
兆
域
に
つ
い
て
の
「
南
北

一
町
東
西
二
町
」
と
あ
る
の
に
よ
く
叶
っ
て
い
て
、
ま
す
ま
す
（
神
武
天
皇
）
陵
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
な
く
、

年
を
経
て
（
神
武
天
皇
陵
の
所
在
地
に
つ
い
て
の
）
疑
い
が
晴
れ
た
こ
と
の
嬉
し
さ
は
言
葉
で
は
表
せ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
「
巴
人
子
」
の
功
績
で
あ
る
。
こ
の
付
近
の
「
む
ら
さ
と
」
の
「
お
さ
（
長
）」
に
は
互
い
に

知
っ
て
い
る
人
が
多
く
て
ど
こ
で
も
良
く
案
内
を
し
て
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
こ
こ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て

ゆ
く
の
で
あ
る
。
あ
あ
、「
貝
原
」「
並
河
」「
本
居
」
の
「
大
人
」
に
こ
の
こ
と
を
語
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
お

喜
び
な
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
（
神
武
天
皇
の
）
御
陵
か
ら
「
塚
根
山
」
ま
で
は
僅
か
に
五
～
六

町
を
隔
て
る
（
の
み
で
あ
る
）
が
、
そ
の
間
に
川
筋
が
二
筋
も
あ
り
、
昔
か
ら
「
尾
上
」
と
い
う
べ
き
所
で

は
な
い
。
ま
た
、（
そ
れ
に
対
し
て
「
白
か
し
尾
」
は
）『
日
本
書
紀
』
が
（
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
）「
東

北
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
も
、『
古
事
記
』
が
（
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
）「
畝
火
山
の
北
白
檮
尾
上
」
と

記
し
て
い
る
こ
と
に
も
よ
く
叶
っ
て
い
る
。「
塚
根
山
」
は
（
神
武
天
皇
陵
と
は
）
違
う
と
決
ま
っ
た
。
そ
れ

で
は
「
塚
根
山
」
は
何
な
の
か
と
い
う
と
、
こ
れ
も
古
い
時
代
の
尊
い
人
の
塚
で
あ
ろ
う
。（
綏
靖
天
皇
の
）

庶
兄
の
手
研
耳
命
の
冢
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
く
は
「
苔
の
宮
」
に
近
い
の
で
高
市
御
縣
神
社
の
神
の
塚
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
四
条
村
の
「
里
人
」
が
い
う
に
は
、「
中
む
か
し
」
に
四
条
村
に
「
大
木
右
馬
允
」
と
い
う
人
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が
い
て
こ
の
辺
（
の
こ
と
）
を
治
め
る
人
で
、
今
も
田
地
の
字
に
「
屋
敷
跡
」
と
の
名
が
残
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
塚
を
「
福
塚
」
と
い
う
。
御
冢
寺
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、（
そ
れ
に
対
し
て
「
白

か
し
尾
」
は
）『
日
本
書
紀
』
に
は
神
武
天
皇
の
皇
子
と
し
て
「
手
研
耳
命
」「
神
渟
名
川
耳
尊
」「
神
八
井
耳

命
」
の
三
柱
と
記
さ
れ
る
が
、『
古
事
記
』
に
は
庶
兄
と
し
て
「
當
藝
志
美
命
」
ま
た
皇
后
の
御
子
と
し
て

「
日
子
八
井
（
命
）」「
神
八
井
耳
命
」「
神
沼
河
耳
命
」
の
す
べ
て
で
四
柱
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

す
る
と
、
あ
の
山
本
村
の
「
若
宮
」
を
『
大
和
志
』
が
「
若
井
耳
の
宮
」
と
す
る
の
は
こ
の
「
日
子
八
井
命
」

の
（
塚
で
あ
る
と
い
う
）
こ
と
で
あ
る
。（
さ
ら
に
言
え
ば
、）
山
本
村
の
こ
の
塚
は
（
こ
の
『
大
和
志
』
の

記
す
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
）「
日
子
八
井
命
」
の
塚
な
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、（
そ
れ
よ
り
も
）『
日
本
書
紀
』

に
「（
神
八
井
命
を
）
畝
火
山
の
北
ニ
か
く
し
奉
る
」
と
あ
る
（
こ
と
の
方
が
よ
り
重
ん
じ
ら
れ
る
）
の
で
あ

れ
ば
、
そ
こ
（
こ
そ
）
が
「
神
八
井
命
の
御
塚
」
な
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
い
ま
の
（
四
条
村
の
）

「
塚
根
山
」
が
そ
こ
（「
神
八
井
命
の
御
塚
」）
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。（
し
か
し
）
こ
れ
は
枝
葉
の
事
で

あ
り
強
い
て
論
あ
げ
つ
らう

よ
う
な
こ
と
で
も
な
い
が
、
と
は
言
う
も
の
の
事
の
つ
い
で
に
書
き
付
け
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、（「
塚
根
山
」
は
神
武
）
天
皇
の
御
陵
と
い
う
の
と
は
甚
だ
し
く
違
う
。

　

以
下
右
の
引
用
部
分
よ
り
、「
な
か
ミ
ち
」
が
四
月
二
十
七
日
の
段
階
で
た
ど
り
つ
い
た
神
武
天
皇
陵
に
つ

い
て
の
考
察
に
直
接
関
連
す
る
部
分
に
特
に
焦
点
を
当
て
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
な
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か
ミ
ち
」
の
意
図
な
り
心
中
な
り
を
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
な
か
ミ
ち
」
は
、
大
久
保
村
で
「
大
窪
廃
寺
の
跡
」
や
そ
の
「
礎
石
」、
そ
し
て
「
国
源
寺
の
跡
」
を
訪
れ

た
。『
卯
花
日
記
』
は
、
そ
こ
で
の
観
察
に
沿
っ
て
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
各
種
文
献
に
よ
る
議
論
を
展
開
す

る
。
そ
し
て
、「
こ
の
里
」（
大
久
保
村
）
の
西
の
方
の
田
の
中
に
あ
る
「
娘
の
塚
」
と
い
う
小
さ
な
塚
が
『
万

葉
集
』
に
み
え
る
「
桜
児
」
の
「
お
き
つ
き
」（
墓
所
）
の
跡
と
い
う
と
し
た
後
で
、
い
よ
い
よ
「
白
か
し
尾（

56
）」

に
向
か
う
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
大
久
保
村
の
西
に
「
桜
河
」
が
あ
る
。「
な
か
ミ
ち
」
一
行
は
こ
の
川
を
渡
っ
て
洞
村
の
「
白
か
し

尾
」
に
着
い
た
。
こ
こ
で
「
な
か
ミ
ち
」
は
あ
る
観
察
を
し
た
。「
桜
河
」
か
ら
み
る
と
、（
神
武
天
皇
の
）
御

陵
の
場
所
（
洞
村
の
「
白
か
し
尾
」）
に
つ
い
て
「
な
か
ミ
ち
」
は
、「
御
陵
の
所
ハ
三
段
に
丸
く
高
く
松
生
し

げ
り
て
山
の
つ
ゝ
き
と
ハ
い
ひ
な
か
ら
誠
に
き
つ
き
た
る
さ
ま
の
あ
り
〳
〵
と
見
ゆ
る
に
ぞ
」
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
の
視
点
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
も
し
自
然
の
地
形
で
あ
る
な
ら
、
そ
こ
は
当
然
神
武
天
皇
陵
で
は
あ

り
得
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
そ
こ
が
人
の
力
が
加
わ
っ
て
で
き
た
地
形
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
、「
な
か
ミ

ち
」
は
そ
こ
が
「
三
段
に
丸
く
高
く
」
と
い
う
い
わ
ゆ
る
三
段
築
成
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
求
め
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
「
な
か
ミ
ち
」
の
慧
眼
と
言
う
べ
き
で
あ
る（

57
）。

そ
し
て
「
な
か
ミ
ち
」
は
、「
白
か
し
尾
」
が

『
延
喜
式
』
の
示
す
神
武
天
皇
陵
の
兆
域
に
合
致
す
る
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
そ
の
時
の
感
慨
を
露
わ
に

す
る
。
原
文
よ
り
再
掲
す
る
。
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い
よ
〳
〵
御
陵
に
う
た
が
ひ
な
く
年
を
へ
し
う
た
か
ひ
の
晴
た
る
こ
と
の
う
れ
し
さ
云
ば
か
り
な
し
こ
れ
ハ

巴
人
子
の
い
さ
を
な
り
此
あ
た
り
の
む
ら
さ
と
の
お
さ
に
相
識
る
人
多
く
い
つ
か
た
に
て
も
よ
く
案
内
し
て

を
し
へ
給
ふ
故
に
か
く
ま
て
に
明
ニ
な
り
ゆ
く
な
り
あ
は
れ
貝
原
并
（
並
）河

本
居
の
大
人
に
此
事
を
か
た
り
な
バ

い
か
ば
か
り
よ
ろ
こ
び
た
ま
ふ
ら
ん

　

こ
こ
で
「
こ
れ
ハ
巴
人
子
の
い
さ
を
な
り
」
と
い
う
の
は
、「
巴
人
子
」
が
甚
右
衛
門
と
会
っ
た
際
に
、「
相

識
れ
る
人
」
で
あ
る
と
す
ぐ
に
気
が
付
い
て
旧
交
を
温
め
、
甚
右
衛
門
の
「
な
か
ミ
ち
」
一
行
に
対
す
る
親
し

み
と
信
頼
を
得
た
こ
と
を
指
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
通
じ
て
地
域
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
よ
く
あ

る
の
は
「
な
か
ミ
ち
」
も
よ
く
承
知
し
て
い
た
よ
う
で
、
右
の
引
用
に
続
く
部
分
で
、「
此
あ
た
り
の
む
ら
さ

と
の
お
さ
に
相
識
る
人
多
く
い
つ
か
た
に
て
も
よ
く
案
内
し
て
を
し
へ
給
ふ
故
に
か
く
ま
て
に
明
ニ
な
り
ゆ
く

な
り
」
と
記
す
。
そ
し
て
更
に
続
け
て
「
あ
は
れ
貝
原
并
（
並
）河

本
居
の
大
人
に
此
事
を
か
た
り
な
バ
い
か
ば
か

り
よ
ろ
こ
び
た
ま
ふ
ら
ん
」
と
言
う
が
、
こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
籍
を
読
み
解
く
文
献
調
査
と
、
実
際
に
現

地
を
巡
っ
て
様
子
を
観
察
す
る
と
と
も
に
そ
こ
で
生
活
を
す
る
人
び
と
か
ら
話
を
聞
く
実
地
調
査
と
を
併
せ
て

行
な
う
「
な
か
ミ
ち
」
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
心
境
の
表
白
と
い
え
よ
う
。

　
「
な
か
ミ
ち
」
が
次
に
述
べ
る
の
は
、「
塚
根
山
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
即
ち
「
な
か
ミ
ち
」
は
そ
も
そ
も
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「
塚
根
山
」
は
「
尾
上
」
と
い
う
よ
う
な
所
に
は
な
く
、
そ
れ
に
対
し
て
「
白
か
し
尾
」
は
、『
日
本
書
紀
』
の

記
述
に
も
『
古
事
記
』
の
記
述
に
も
よ
く
叶
っ
て
い
る
、
そ
う
し
て
み
れ
ば
「
塚
根
山
」
は
神
武
天
皇
陵
と
は

違
う
と
決
ま
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。「
な
か
ミ
ち
」
は
、
遂
に
最
終
的
な
結
論
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
次
い
で
「
な
か
ミ
ち
」
が
取
り
上
げ
た
の
は
、
そ
れ
で
は
「
塚
根
山
」
は
何
な
の
か
、
と
い
う
問
題

で
あ
る
。「
な
か
ミ
ち
」
は
、
ま
ず
誰
が
葬
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
可
能
性
を
探
る
。
手
研
耳
命
、
高
市

御
縣
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
、
あ
る
い
は
、
か
つ
て
四
条
村
を
治
め
て
い
た
「
大
木
右
馬
允
」
な
の
か
。
こ

の
場
合
に
は
字
に
「
屋
敷
跡
」
と
の
名
が
残
る
し
「
御
冢
寺
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
、
考
え
得
る
限
り
の
候

補
を
挙
げ
る
。

　

そ
し
て
「
な
か
ミ
ち
」
は
、
神
武
天
皇
の
皇
子
に
つ
い
て
の
記
述
を
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
か
ら
書
き

出
し
て
ゆ
く
。
そ
の
上
で
「
な
か
ミ
ち
」
は
、
神
八
井
耳
命
墓
に
つ
い
て
の
あ
る
考
え
を
想
起
す
る
。
そ
の
考

え
と
い
う
の
は
、
そ
の
日
の
四
月
二
十
七
日
か
ら
五
日
遡
っ
た
同
月
二
十
二
日
条
の
『
卯
花
日
記
』
の
記
述
に

み
え
る
山
本
村
「
村
長
」
孫
七
の
考
え
で
、
同
村
の
「
字
ミ
サ
ン
ザ
イ
」
ま
た
は
「
ミ
サ
ン
ダ
イ
」
を
「
神
八

井
（
耳
）
命
の
御
墓
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
に
「
な
か
ミ
ち
」
は
、
そ
の
時
は
賛
同
し
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
度
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
か
ら
神
八
井
耳
命
を
含
め
て
神
武
天
皇
の
皇
子
に
つ

い
て
の
記
述
を
書
き
出
し
て
み
て
、
信
頼
が
置
か
れ
る
べ
き
『
日
本
書
紀
』
に
神
八
井
耳
命
の
墓
は
「
畝
傍
山

の
北
」
に
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
重
さ
を
「
な
か
ミ
ち
」
は
改
め
て
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
な
か



六
五

『卯花日記』（文政十二年）にみる神武天皇陵の探索

ミ
ち
」
は
、
四
条
村
の
「
塚
根
山
」
を
神
八
井
耳
命
墓
と
す
る
こ
と
に
改
め
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
な
か
ミ
ち
」
は
、
神
八
井
耳
命
に
つ
い
て
の
か
つ
て
の
自
説
に
は
全
く
固
執
し
な
い
。「
こ

ハ
枝
葉
の
事
」
と
ま
で
言
い
切
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
に
続
け
て
「
塚
根
山
」
に
つ
い
て
「
と
ま
れ
か
く

ま
れ
天
皇
の
御
陵
と
い
ふ
は
い
た
く
た
が
へ
り
」
と
い
う
。
し
か
し
、「
塚
根
山
」
が
神
武
天
皇
陵
と
し
て
幕

府
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
合
せ
れ
ば
、
い
か
に
も
こ
れ
は
手
厳
し
い
。「
白
か
し
尾
」
を
神

武
天
皇
の
真
陵
と
の
考
え
を
強
く
推
進
し
た
「
な
か
ミ
ち
」
の
、
意
思
の
強
さ
の
裏
返
し
と
み
る
べ
き
一
言
で

あ
る
。

お
わ
り
に

研
究
史
の
継
承
と
独
自
の
実
証

　

本
稿
で
取
り
上
げ
得
た
範
囲
で
言
え
ば
、「
な
か
ミ
ち
」
の
最
た
る
主
張
は
も
ち
ろ
ん
洞
村
の
「
白
か
し
尾
」

を
真
の
神
武
天
皇
陵
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
も
そ
も
、「
な
か
ミ
ち
」
は
な
ぜ
神
武
天
皇
陵
に
つ
い

て
か
く
ま
で
に
強
い
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
こ
の
問
題
は
本
稿
の
範
囲
を

越
え
る
の
で
あ
っ
て
、
奈
良
盆
地
に
若
い
頃
を
過
ご
し
て
そ
の
後
「
難
波
」
に
居
を
構
え
た
「
な
か
ミ
ち
」
の

人
生
そ
の
も
の
や
、
神
武
天
皇
陵
以
外
の
天
皇
陵
、
天
皇
陵
以
外
の
古
墳
、
ま
た
寺
社
等
、
そ
し
て
様
ざ
ま
な



六
六

事
柄
を
含
め
た
総
合
的
な
議
論
が
必
要
な
こ
と
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
仮
に
そ
れ
よ
り
は
範
囲
を
狭
め
た
視
点
を
設
定
し
て
み
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
い
わ

ば
、
神
武
天
皇
陵
の
研
究
史
に
立
脚
し
た
視
点
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
研
究
史
を
構
築
し
た
学
者
と
し
て
竹

口
栄
斎
・
本
居
宣
長
・
蒲
生
君
平
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
い
ず
れ
も
、
幕
府
が
神
武
天
皇
陵
と
し
て
管
理
す

る
四
条
村
の
「
塚
山
」（
既
述
の
通
り
「
な
か
ミ
ち
」
は
「
塚
根
山
」
と
す
る
）
は
神
武
天
皇
陵
で
は
な
い
こ

と
で
一
致
で
き
て
は
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
三
人
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
延
喜
式
』
と
い
っ
た
国
の
歴
史
全
体
に
関
わ
る
史
料
や

『
大
和
志
』
等
の
地
誌
、
そ
し
て
地
元
に
伝
わ
る
伝
承
の
調
査
も
含
め
た
研
究
を
各
々
行
な
っ
て
、
大
略
一
致

し
た
結
論
を
得
た
。
そ
れ
は
、
三
人
そ
れ
ぞ
れ
が
畝
傍
（
火
）
山
中
に
存
す
る
「
カ
シ
フ
」「
加
志
」
あ
る
い

は
「
御
陵
山
」（
こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
蒲
生
君
平
の
誤
解
あ
る
い
は
誤
謬
で
あ
る
。
既
述
）
と
名
称
は
異
な

る
に
し
て
も
、
実
体
と
し
て
は
（
お
そ
ら
く
）
同
一
の
場
所
を
神
武
天
皇
陵
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
成
果
（
あ
る
い
は
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
経
過
）
は
、
本
居
宣
長
著
『
菅
笠
日
記
』・『
古
事
記
伝
』・

『
玉
勝
間
』
と
し
て
、
ま
た
蒲
生
君
平
著
『
山
陵
志
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
、「
な
か
ミ
ち
」
は
そ
れ
ら
を
購
入
し

あ
る
い
は
閲
覧
す
る
機
会
は
充
分
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
る
に
「
な
か
ミ
ち
」
は
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
先
学
の
業
績
に
接
し
て
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
反
応
と
い
っ
て
も
学
問
の
上
で
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
行
動
に
移
す
ば
か
り
が
反
応
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で
は
な
い
。
頭
の
中
で
心
の
中
で
何
か
が
も
し
変
化
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
立
派
な
反
応
と
い
え
る
。
し

か
し
こ
の
「
な
か
ミ
ち
」
の
場
合
に
は
そ
う
で
も
な
い
。
本
稿
で
縷
縷
見
た
通
り
、「
難
波
」
か
ら
「
今
井
の

里
」
ま
で
、
そ
し
て
そ
の
間
の
小
さ
な
行
程
を
含
め
て
約
一
箇
月
に
も
わ
た
る
道
中
で
は
、「
な
か
ミ
ち
」
は

そ
の
現
場
を
そ
の
眼
で
見
、
そ
こ
に
生
活
す
る
人
の
声
を
そ
の
耳
で
聴
い
た
の
で
あ
る
。

「
白
か
し
尾
」
の
発
見

　

こ
の
よ
う
に
「
な
か
ミ
ち
」
は
、
竹
口
栄
斎
・
本
居
宣
長
・
蒲
生
君
平
と
い
っ
た
学
者
の
著
作
に
刺
激
を
受

け
て
、
道
中
を
敢
行
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
は
、
後
世
に
お
け
る
学
問
的
な
批
判
に
も

充
分
耐
え
う
る
成
果
と
し
て
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
や
は
り
何
と
言
っ
て
も
『
卯
花
日
記
』
そ
れ
自
体
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
得
た
神
武
天
皇
陵

に
関
す
る
記
述
以
外
に
も
、
学
問
上
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
べ
き
記
述
は
多
い
が
、
敢
え
て
こ
こ
で
神
武
天

皇
陵
に
関
す
る
事
柄
に
絞
っ
て
ひ
と
言
付
け
加
え
れ
ば
、『
卯
花
日
記
』
が
著
さ
れ
た
文
政
年
間
以
降
神
武
天

皇
陵
を
め
ぐ
る
政
治
的
な
環
境
は
変
化
に
変
化
を
重
ね
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
拙
著
『
神
武
天
皇
の

歴
史
学
』
で
す
で
に
詳
し
く
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
神
武
天
皇
陵
は
尊
皇
攘
夷
の
象
徴
と
し
て
あ

る
の
か
、
そ
れ
と
も
公
武
合
体
を
具
現
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
事
柄
に
し
て
も
、
事
実
上

そ
の
都
度
の
情
勢
の
変
化
に
追
随
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
実
の
と
こ
ろ
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
間
に
並
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行
し
て
な
さ
れ
て
い
た
の
が
、
ま
さ
に
、
神
武
天
皇
陵
は
ど
こ
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
う
な
れ
ば

こ
の
問
題
も
、
例
え
ば
、
真
実
を
求
め
る
学
問
の
範
疇
と
し
て
捉
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
等
と
い
う
よ
う
な
悠
長

な
こ
と
を
言
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
と
い
う
場
合
も
、
現
実
と
し
て
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
敢
え
て
、「
な
か
ミ
ち
」
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
「
白
か
し
尾
」
は
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
た
か
と
い
う
こ
と
等
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
し
な
い
。
た
だ
言
え
る
の
は
、
そ
の
「
白
か
し
尾
」
の
地
は

そ
の
後
事
実
上
「
丸
山
」
と
名
を
変
え
、
山
本
村
の
「
神
武
田
」
が
神
武
天
皇
陵
と
し
て
修
補
さ
れ
た
「
文
久

の
修
陵
」
を
経
て
も
、
そ
の
「
丸
山
」
を
真
の
神
武
天
皇
陵
と
考
え
る
人
び
と
は
短
く
は
な
い
年
月
の
間
絶
え

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
果
し
て
『
卯
花
日
記
』
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
抜
き
に
し
て
『
卯
花
日
記
』
が
今
日
ま
で
読
ま
れ
続
け
て
き
た
こ
と
の
意
味
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。

　

そ
し
て
繰
り
返
す
こ
と
に
も
な
る
が
、『
卯
花
日
記
』
は
決
し
て
本
稿
で
み
た
範
囲
が
す
べ
て
な
の
で
は
な

い
。『
卯
花
日
記
』
の
全
部
が
、
そ
し
て
そ
の
著
者
「
な
か
ミ
ち
」
の
人
物
像
が
全
体
と
し
て
考
察
の
対
象
と

な
り
得
て
こ
そ
の
新
た
な
発
見
も
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
稿
が
そ
の
た
め
の
一
歩
と
し
て
何
某
か
の
役
割
り

を
果
た
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
過
ぎ
る
喜
び
は
な
い
。
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註（
1
）　
『
卯
花
日
記
』
に
よ
る
と
、
出
発
地
の
「
難
波
」
か
ら
は
「
従
者
長
七
」（
四
月
十
七
日
条
）
が
随
行
し
た
が
、
目
的

地
と
い
う
べ
き
「
今
井
の
里
」（
四
月
十
八
日
条
）
に
着
い
て
以
降
は
、「
な
か
ミ
ち
」
の
知
音
や
縁
故
者
が
適
宜
同
行
し

て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度
指
摘
す
る
。

（
2
）　

た
だ
し
こ
こ
で
み
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
本
『
卯
花
日
記
』
函
架
番
号
（
三
五
一
―
五
五
九
）
に
つ
い
て

「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
は
、「
編
著
者
」
を
「
津
川
仲
道
」
と
す
る
。
図
書
寮
文
庫
に
は
『
卯

花
日
記
』
が
も
う
一
点
函
架
番
号
を
「
陵
・
七
三
二
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画

像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
は
「
編
著
者
」
を
や
は
り
「
津
川
仲
道
」
と
す
る
（
こ
の
二
点
に
つ
い
て
は
、『
和
漢
図
書
分
類
目

録
下
』〔
昭
和
二
十
八
年
三
月
、
宮
内
庁
書
陵
部
〕〔
三
五
一
―
五
五
九
〕〔
一
一
〇
三
ペ
ー
ジ
〕、『
和
漢
図
書
分
類
目
録

増
加
一
』〔
昭
和
四
十
三
年
四
月
、
明
治
書
院
〕〔
陵
・
七
三
二
〕〔
一
六
九
ペ
ー
ジ
〕
と
も
「
津
川
仲
道
」
と
す
る
）。
こ

の
他
、「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
れ
ば
宮
内
公
文
書
館
に
も
『
卯
花
日
記
』（
識
別
番
号

四
〇
三
〇
五
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、「
編
著
者
」
等
の
記
載
は
な
い
。

（
3
）　

あ
る
い
は
、
同
じ
く
図
書
寮
文
庫
所
蔵
本
『
卯
花
日
記
』（
大
正
十
三
年
七
月
二
十
七
日
写
）（
函
架
番
号
、
陵
・

七
三
二
）
に
し
て
も
、
同
じ
く
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
本
『
卯
花
日
記
』（
識
別
番
号
、
四
〇
三
〇
五
）
に
し
て
も
同
じ
こ

と
で
あ
る
。

（
4
）　

本
論
文
で
『
卯
花
日
記
』
の
底
本
と
し
た
図
書
寮
文
庫
本
（
函
架
番
号
三
五
一
―
五
五
九
）
に
は
、
篠
原
元
博
に
よ

る
「
題
卯
花
日
記
後
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
文
政
庚
（
十
三
年
）

寅
端（
五
月
五
日
）

午
日
」
と
あ
る
。

（
5
）　

拙
稿
「
中
條
良
蔵
著
『
御
陵
并
定
陵
内
歟
与
御
沙
汰
之
場
所
奉
見
書
附
』
に
つ
い
て
」（『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
第

三
十
八
輯
〔
令
和
六
年
三
月
、
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
常
民
文
化
専
攻
〕
所
収
）
参
照
。

（
6
）　

拙
稿
「「
神
武
田
」
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
を
め
ぐ
る
諸
説
―
大
澤
清
臣
『
畝
傍
山
東
北
陵
諸
説
辨
』―
」（『
日
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本
常
民
文
化
紀
要
』
第
三
十
七
輯
〔
令
和
五
年
三
月
、
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
常
民
文
化
専
攻
〕
所
収
）
参

照
。

（
7
）　

大
官
大
寺
に
つ
い
て
は
『
大
和
上
代
寺
院
志
』
七
十
・
七
十
一
ペ
ー
ジ
、
紀
寺
に
つ
い
て
は
同
七
十
八
ペ
ー
ジ
、
久
米

寺
に
つ
い
て
は
八
十
ペ
ー
ジ
に
記
述
が
あ
る
。

（
8
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
一
七
九
ペ
ー
ジ
。

（
9
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
三
〇
八
～
九
ペ
ー
ジ
。

（
10
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
三
三
二
ペ
ー
ジ
。

（
11
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
三
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
12
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
三
三
七
ペ
ー
ジ
。

（
13
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
三
〇
〇
～
一
ペ
ー
ジ
。

（
14
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
三
二
一
～
二
ペ
ー
ジ
。

（
15
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
三
二
九
ペ
ー
ジ
。

（
16
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
二
一
三
ペ
ー
ジ
。

（
17
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
二
一
二
ペ
ー
ジ
。

（
18
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
二
〇
九
ペ
ー
ジ
。

（
19
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
二
九
三
～
四
ペ
ー
ジ
。

（
20
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
二
八
三
～
四
ペ
ー
ジ
。

（
21
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
二
七
三
ペ
ー
ジ
。

（
22
）　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
〇
巻
』
二
七
二
～
三
ペ
ー
ジ
。

（
23
）　
『
日
本
歴
史
地
理
大
系
第
三
〇
巻
』
二
七
三
ペ
ー
ジ
。
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（
24
）　
『
改
定
新
庄
町
史
史
料
編
』
九
一
五
～
六
ペ
ー
ジ
。

（
25
）　
「
寺
川
」
に
つ
い
て
は
『
橿
原
市
史
本
編
上
巻
』
八
四
六
ペ
ー
ジ
、「
益
田
池
」
に
つ
い
て
は
同
じ
く
八
六
三
～
四
ペ
ー

ジ
。

（
26
）　
「
畝
傍
山
東
北
」
に
つ
い
て
は
『
橿
原
市
史
本
編
上
巻
』
八
九
六
～
八
ペ
ー
ジ
、「
畝
傍
山
南
繊
沙
谿
」
に
つ
い
て
は

同
じ
く
九
二
二
～
三
ペ
ー
ジ
、「
中
山
塚
」
に
つ
い
て
は
同
じ
く
九
二
八
ペ
ー
ジ
、「
円
山
古
墳
」
に
つ
い
て
は
同
じ
く

九
三
七
～
八
ペ
ー
ジ
。

（
27
）　
「
国
源
寺
」
に
つ
い
て
は
『
橿
原
市
史
本
編
上
巻
』
九
六
一
～
二
ペ
ー
ジ
。

（
28
）　
「
牟
佐
神
社
」
に
つ
い
て
は
『
橿
原
市
史
本
編
上
巻
』
一
〇
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
29
）　
『
川
上
村
史
通
史
編
』
一
四
三
ペ
ー
ジ
。

（
30
）　
『
川
上
村
史
通
史
編
』
九
八
一
ペ
ー
ジ
。

（
31
）　
「
川
上
村
史
史
料
編
下
巻
」
二
六
五
～
九
ペ
ー
ジ
。

（
32
）　

拙
著
『
神
武
天
皇
の
歴
史
学
』
三
十
一
ペ
ー
ジ
。
ま
た
秋
山
日
出
雄
・
廣
吉
壽
彦
編
『
元
禄
年
間
山
陵
記
録
』（
平
成

六
年
三
月
、
由
良
大
和
古
代
文
化
研
究
協
会
）
四
十
二
～
四
ペ
ー
ジ
。

（
33
）　
「
神
武
田
」
の
地
が
「
字
ミ
サ
ン
サ
イ
」「
字
ツ
ホ
ネ
カ
サ
」
と
も
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
拙
著
『
神
武
天
皇
の
歴
史

学
』
九
十
九
～
一
〇
二
ペ
ー
ジ
等
。

（
34
）　

高
野
和
人
編
著
『
天
皇
陵
絵
図
史
料
集
』（
平
成
十
一
年
四
月
、
青
潮
社
）。

（
35
）　

勢
田
道
生
著
「
津
久
井
尚
重
の
研
学
と
交
流
―
附
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
講
席
余
話
幷
抄
出
』
所
収
学
統
図
翻

刻
」（
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
『
詞
林
』
第
五
十
号
、
二
〇
一
一
年
十
月
）
六
〇
ペ
ー
ジ
。

（
36
）　

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
。
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
閲
覧
。
未
刊
。

（
37
）　

安
政
二
年
四
月
『
御
陵
并
帝
陵
内
歟
与
御
沙
汰
之
場
所
奉
見
伺
書
附
』（
中
條
良
蔵
他
二
名
）
に
よ
れ
ば
、「
同
（
山
本
）村

枝0
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洞
村
」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
（
拙
稿
「
中
條
良
蔵
著
『
御
陵
并
帝
陵
内
歟
与
御
沙
汰
之
場
所
奉
見
伺
書
附
』
に
つ

い
て
」〔『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
第
三
十
八
輯
、
令
和
六
年
三
月
〕（
原
文
）
二
十
七
ペ
ー
ジ
、（
現
代
文
）
四
十
七
ペ
ー

ジ
）。

（
38
）　

本
稿
で
依
拠
し
た
『
陵
墓
志
』
に
は
こ
の
部
分
に
抹
消
の
指
示
が
あ
り
、
そ
の
部
分
は
〔　

〕
と
し
て
示
し
た
。
し

か
し
判
読
で
き
る
状
態
の
場
合
は
、
原
稿
に
起
こ
し
て
考
察
の
対
象
と
し
た
。

（
39
）　
『
日
本
思
想
大
系
40
本
居
宣
長
』（
一
九
七
八
年
一
月
、
岩
波
書
店
）
所
収
「
主
要
著
作
年
譜
」（
六
二
六
～
三
〇
ペ
ー

ジ
）
に
よ
る
。
以
下
本
居
宣
長
の
著
作
の
刊
行
年
に
つ
い
て
は
、『
古
事
記
伝
』『
玉
勝
間
』
も
同
じ
。

（
40
）　
『
本
居
宣
長
全
集
第
十
八
巻
』（
昭
和
四
十
八
年
三
月
、
筑
摩
書
房
）
三
七
二
ペ
ー
ジ
。

（
41
）　
『
本
居
宣
長
全
集
第
十
巻
』（
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
、
筑
摩
書
房
）
四
五
五
～
ペ
ー
ジ
。

（
42
）　
『
日
本
思
想
大
系
40
本
居
宣
長
』（
一
九
七
八
年
一
月
、
岩
波
書
店
）
七
十
六
～
七
ペ
ー
ジ
。

（
43
）　

本
稿
で
依
拠
し
た
竹
口
栄
斎
著
『
陵
墓
志
』
の
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
本
の
「
第
三
巻
皇
子
皇
女
部
自
五
瀬
命

至
有
馬
皇
子
」
は
、
神
八
井
耳
命
墓
を
「
畝ウ
子

傍ビ

山
ヤ
マ
ノ

北ノ墓
」
と
し
て
そ
の
所
在
地
を
「
大
和ノ国
高
市
郡
畝
傍
山ノ北
山
本

村　
ノ
　
ノ

西
方
字
宮
山
」
と
す
る
（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
ま
ほ
ろ
ば
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
よ
る
閲
覧
）。

（
44
）　

寛
政
八
年
十
二
月
十
一
日
と
同
十
二
年
二
月
三
日
か
ら
四
日
と
考
え
ら
れ
る
。
阿
部
邦
男
著
『
蒲
生
君
平
の
『
山
陵

志
』
撰
述
の
意
義
―「
前
方
後
円
」
墳
の
名
付
け
親
の
山
陵
研
究
の
実
態
―
』（
平
成
二
十
五
年
三
月
、
皇
學
館
大
学
出
版

部
）
一
四
六
ペ
ー
ジ
。

（
45
）　

三
島
吉
太
郎
編
『
増
補
校
訂
蒲
生
君
平
全
集
』（
明
治
四
十
四
年
十
一
月
発
行
、
昭
和
十
八
年
二
月
増
補
六
版
、
盛
文

社
）
は
「
書
翰
並
詩
文
雑
稿
」「
一
書
翰
」
で
「
二
山
陵
荒
廢
の
態
を
告
げ
て
之
が
修
復
に
關
す
る
意
見
を
述
ふ
る
書
状
」

と
し
て
こ
の
書
状
を
載
せ
、「
拙
者
（
引
用
註
、
蒲
生
君
平
）
同
志
之
者
」
と
し
て
「
竹
田
（
口
）榮

齋
」
を
挙
げ
、「
竹
田
（
口
）榮

齋
ト
申
者
其
先
祖
南
朝
ニ
仕
テ
後
伊
勢
ノ
國
司
北
畠
殿
ニ
屬
シ
自
三
織
田
信
雄
為
二
伊
勢
ノ
嗣
一
世
々
織
田
左
衛
門
督
殿
ニ
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仕
申
候
者
也
。
今
隠
居
シ
三
輪
神
社
ノ
傍
住
居
リ
此
仁
和
書
ヲ
博
覽
古
事
ニ
通
シ
昔
シ
元
禄
中
大
阪
人
松
下
見
林

8

8

8

8　

先
王
8

8

廟8

陵
記
8

8

ヲ
撰
ス
、
其
中
猶
誤
脱
多
ニ
因
テ
是
ヲ
補
度
其
他
古
昔
名
臣
之
墳
墓
モ
其
土
地
ノ
名
田
地
字
等
ニ
付
而
探
リ
求
メ

陵
墓
志

8

8

8

ヲ
撰
ミ
被
レ
申
候
。」（
五
四
三
～
四
ペ
ー
ジ
）
と
、
竹
口
榮
斎
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
46
）　

以
上
本
居
宣
長
・
竹
口
栄
斎
・
蒲
生
君
平
の
交
流
に
つ
い
て
は
拙
著
『
神
武
天
皇
陵
の
歴
史
学
』
五
〇
～
二
ペ
ー
ジ
。

（
47
）　

引
用
の
後
段
の
「
ま
る
で
古
墳
（
古
い
時
代
の
墓
地
）
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
」
の
原
文
は
、

「
墳
然
而
隆
起ス
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
墳
然
」
を
通
説
に
従
っ
て
解
釈
す
る
と
意
味
が
取
れ
な
い
（「
墳
然
」
は
、
例
え

ば
諸
橋
轍
次
著
鎌
田
正
・
米
山
寅
太
郎
修
訂
『
大
漢
和
辞
典
』〔
修
訂
第
二
版
〕〔
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
に
よ
る
閲
覧
〕
で

は
「
順
ふ
さ
ま
（〔
管
子
、
君
臣
下
〕
墳
然
若
二
一
父
子
一。〔
註
〕
墳
然
、
順
貌
。）」
と
あ
る
）。
そ
こ
で
こ
の
際
、「
墳
然
」

の
内
「
然
」
を
意
味
を
添
加
す
る
接
尾
語
と
み
る
と
と
も
に
、
全
体
と
し
て
は
文
脈
に
沿
っ
て
解
す
る
こ
と
と
し
た
。
各

位
の
厳
し
い
御
批
判
を
乞
う
。

（
48
）　

並
河
永
『
大
和
志
・
大
和
志
料
―
大
和
志
―
』（
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
、
臨
川
書
店
）「
日
本
輿
地
通
志
畿
内
部
巻

第
二
十
四
」「
大
和
國
之
十
四
」
二
七
二
ペ
ー
ジ
。

（
49
）　

本
稿
で
『
山
陵
志
』
の
底
本
と
し
た
の
は
、
す
で
に
本
文
で
み
た
通
り
安
藤
英
男
著
『
蒲
生
君
平
著
山
陵
志
』
所
収

の
版
本
で
あ
る
が
、
三
島
吉
太
郎
編
『
増
補
校
訂
蒲
生
君
平
全
集
』
の
「
山
陵
志
第
一
」
に
拠
っ
て
も
、「
大
和
志
、
此

を
以
て
神
八
井
の
墳
と
為
す
」（
書
き
下
し
文
と
し
た
）
の
部
分
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
全
集
は
掲
載
し
た
『
山

陵
志
』
の
底
本
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
巻
頭
の
「
例
言
」
で
「
本
書
は
蒲
生
君
平
翁
の
名
著
山
陵
志
、
職
官
志

を
始
め
、
今
書
、
不
恤
緯
及
び
女
誡
國
字
解
等
の
諸
書
と
、
修
静
庵
遺
稿
、
修
静
庵
遺
稿
拾
遺
、
蒲
生
君
平
遺
稿
等
の
詩

文
集
と
蒲
生
家
及
び
其
他
の
諸
家
に
傳
は
れ
る
翁
の
書
翰
、
詩
文
、
和
歌
、
川
柳
等
の
遺
稿
と
を
輯
め
て
一
巻
と
成
し
た

る
も
の
な
り
」（
九
ペ
ー
ジ
）
と
す
る
の
み
で
あ
る
。

（
50
）　

拙
著
『
神
武
天
皇
の
歴
史
学
』
三
〇
～
七
ペ
ー
ジ
。

ト
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（
51
）　

富
士
川
英
郎
・
松
下
忠
・
佐
野
正
巳
編
『
詩
集
日
本
漢
詩
第
七
巻
』（
昭
和
六
十
二
年
六
月
、
汲
古
書
院
）「
栗
山
堂

詩
集
」「
神
武
山
陵
」（
九
～
一
〇
ペ
ー
ジ
）
参
照
。

（
52
）　
『
大
和
志
』
の
該
当
す
る
部
分
を
再
掲
す
れ
ば
「
畝
傍
山ノ東
北ノ陵　

神
武
天
皇
〇
在
二
四
條
村ニ一
祠
廟
在
二
大
窪
村ニ一
」

（
並
河
永
校
訂
『
大
和
志
・
大
和
志
料
―
大
和
志
―
』
二
七
〇
ペ
ー
ジ
）。

（
53
）　

元
禄
十
年
九
月
十
六
日
に
、
奈
良
奉
行
所
の
役
人
に
よ
る
「
四
条
村
の
内
小こ

泉せ

堂ど
う

村
」（
ひ
ら
か
な
の
ル
ビ
は
引
用

者
に
よ
る
）
の
村
役
人
へ
の
取
り
調
べ
が
あ
り
、「
字
塚
山
」（『
卯
花
日
記
』
の
い
う
「
塚
根
山
」）
が
「
神
武
天
皇
御
廟

所
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
返
答
が
あ
っ
た
（
拙
著
『
神
武
天
皇
の
歴
史
学
』
三
十
一
ペ
ー
ジ
）。

（
54
）　
『
大
和
志
』（『
日
本
輿
地
通
志
畿
内
部
第
十
一
』）
の
刊
行
は
、「
享
保
二
十
一
年
丙
辰
初
春
吉
日
」（
並
河
永
校
訂
『
大

和
志
・
大
和
志
料
―
大
和
志
―
』）。

（
55
）　

こ
の
「
小
さ
き
森
」
は
、
今
日
の
「
イ
ト
ク
の
森
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
イ
ト
ク
の
森
」（
橿
原
市
畝
傍
町
）
が
あ

り
、
そ
の
墳
丘
上
に
池
田
神
社
が
鎮
座
し
て
い
て
懿
徳
天
皇
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
近
世
に
は
（
つ
ま
り
『
卯
花
日
記
』
の

当
時
に
は
）
同
地
が
懿
徳
天
皇
陵
と
さ
れ
て
い
た
が
、
文
久
の
修
陵
に
際
し
て
現
地
に
変
更
さ
れ
た
（
上
野
竹
次
郎
編

『
山
陵
』〔
大
正
十
四
年
七
月
、
昭
和
四
年
五
月
増
補
四
版
、
山
陵
崇
敬
会
、『
山
陵
〔
新
訂
版
〕』
と
し
て
一
九
八
九
年
二

月
に
名
著
出
版
か
ら
復
刻
〕
二
十
二
～
三
ペ
ー
ジ
）。
な
お
本
稿
の
趣
旨
に
即
し
て
付
記
す
れ
ば
、
谷
森
善
臣
著
『
山
陵

考
』
は
「
畝
傍
山
南
繊
沙
溪
上
陵
」
の
条
で
、「
津
川
仲
道
」
著
『
卯
花
日
記
』
か
ら
懿
徳
天
皇
陵
に
関
す
る
「
な
か
ミ

ち
」
の
考
証
の
部
分
を
引
用
す
る
（『
文
久
山
陵
図
』〔
二
〇
〇
五
年
二
月
、
新
人
物
往
来
社
〕
二
三
八
～
九
ペ
ー
ジ
）。

（
56
）　
「
白
か
し
尾
」
と
は
、『
古
事
記
』
が
記
す
神
武
天
皇
の
葬
地
を
示
す
「
白
檮
尾
上
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
し
か
も

そ
の
う
ち
の
「
上
」
は
「
ほ
と
り
・
か
た
わ
ら
」
と
の
意
味
で
あ
る
（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
1
古
事
記
』

（
一
九
九
七
年
六
月
、
小
学
館
）
一
六
四
～
五
ペ
ー
ジ
、
頭
注
四
）
か
ら
、
仮
に
『
古
事
記
』
を
原
典
と
し
て
考
え
た
場

合
、
神
武
天
皇
陵
の
所
在
地
の
呼
称
と
し
て
「
白
檮
尾
」（
あ
る
い
は
「
白
か
し
尾
」）
は
こ
の
上
な
く
正
し
い
と
い
う
こ
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と
も
で
き
る
。
し
か
し
例
え
ば
、
す
で
に
本
稿
で
『
卯
花
日
記
』
か
ら
引
用
し
た
四
月
二
十
六
日
条
に
は
「
な
か
ミ
ち
」

の
言
と
し
て
「
此
山
の
中
の
字
に
も
し
も
か
し
の
尾
白
か
し

0

0

0

0

0

0

0

な
ん
と
云
所
か
な
き
に
や
」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
は
「
な
か
ミ
ち
」
が
真
の
神
武
天
皇
陵
に
行
き
着
く
た
め
に
設
定
さ
れ
た
手
掛
か
り
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
の
詮
索
は
し
な
い
こ
と
に
し
て
、
こ
の
ま
ま
先
に
進
め
る
こ
と
に
し
た

い
。

（
57
）　
『
卯
花
日
記
』
の
こ
の
部
分
（「
此
川
よ
り
見
る
に
御
陵
の
所
ハ
三
段
に
丸
く
高
く
松
生
し
げ
り
て
山
の
つ
ゝ
き
と
ハ

い
ひ
な
か
ら
誠
に
き
つ
き
た
る
さ
ま
の
あ
り
〳
〵
と
見
ゆ
る
」）
は
、
い
か
に
も
蒲
生
君
平
著
『
山
陵
志
』
の
「
必
ず
宮

車
に
象
り
て
前
方
後
円
な
ら
し
め
、
壇
と
な
し
て
三み

成
か
さ
ね

と
し
か
つ
環
ら
す
に
溝
を
以
て
す
」（
読
み
下
し
文
。『
山
陵

志
』
に
つ
い
て
は
以
下
同
じ
）
と
の
著
名
な
一
節
を
想
起
さ
せ
る
が
、
同
部
分
は
「
開
化
よ
り
其
の
後
蓋
寝
の
制
あ
り
て

垂
仁
に
及
び
始
め
て
備
わ
る
。
下
っ
て
敏
達
に
至
り
凡
そ
二
十
三
陵
は
制
は
略
ぼ
同
じ
。
凡
そ
其
の
陵
を
営
む
に
山
に
因

て
其
の
形
勢
に
従
い
、
向
う
所
方
な
く
、
大
小
高
卑
長
短
定
め
無
し
。
其
の
制
た
る
や
」
に
続
く
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し

て
神
武
天
皇
陵
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
べ
く
著
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
念
の
た
め
記
せ
ば
、『
山
陵
志
』
は
神
武
天

皇
の
頃
の
「
山
陵
の
制
」
に
つ
い
て
、「
大
祖
（
引
用
註
、
神
武
天
皇
の
こ
と
）
よ
り
孝
元
に
至
り
、
猶
丘
隴
に
就
い
て

墳
を
起
こ
す
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
な
か
ミ
ち
」
が
「
桜
河
」
か
ら
「
御
陵
の
所
」
を
見
る
に
際
し
て
「
三

段
」
に
「
き
つ
き
た
る
さ
ま
」
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
の
は
、『
山
陵
志
』
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
は
全
く
考
え
ら
れ

な
い
。

〔
註
記
〕

・
本
稿
に
お
い
て
史
料
等
を
引
用
す
る
際
、「
穢
多
」「
餌
取
」
な
ど
現
在
で
は
差
別
的
と
さ
れ
る
表
現
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
時
代
・
社
会
意
識
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
史
料
等
と
し
て
の
性
格
上
そ
の
ま
ま
と
し
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た
。
著
者
に
差
別
を
助
長
す
る
意
図
は
全
く
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
明
記
す
る
。

・「
畝
傍
」「
畝
火
」
に
つ
い
て
は
、「
畝
火
」
が
『
古
事
記
』
に
よ
る
も
の
、「
畝
傍
」
が
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る

が
、
ど
ち
ら
か
に
統
一
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
そ
の
箇
所
毎
に
適
切
と
思
わ
れ
る
い
ず
れ
か
の
表
記
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
「
橿
」・「
檮
」
等
に
つ
い
て
も
、
当
該
史
料
に
み
え
る
用
字
に
そ
の
都
度
従
う
こ
と
と
し
た
。

・
本
稿
は
、
令
和
六
年
度
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
「
神
武
田
に
造
営
さ
れ
た
神
武
天
皇
陵
に
対
す
る
「
異
説
」
に
つ
い
て
の

研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


